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四 天 王 寺 国 際 仏 教 大 学 1号館・ 2号 館

設 計 監 理 大 林 組

施 工 金 剛 組

2  連集 と社会/ 1990' ド1211¥; 



四天王寺国際仏教大学は、母体である凶天王

寺より南東へ約 13キロ のと ころ、羽曳野の丘

陵地 にあり、 12かな紋に固まれたキャン パ ス

である 。設計にあた っては、この良好な環境

を十分に生かすことと、キャンパスのシンボ

ルである大競 主主 を中心とした似 ｲ［［｜ｾ 配置を完成

させることを基本方針にすえた 。

まず最初に、大講堂をコの字形に囲んでいる

既存棟に対して、残り の一面を閉じるように

2 号 館 を配し、これに平行に l 号館と付属機

を置いた 。 さらに 、これらの 3 棟 をつなぐ主

動紛! となる制l を、大講堂の 中心 を通るように

設定し 、キャンパスに 奥行 1惑を与えることを

意図した 。

l 号館には、 111皆に約500席の学生食堂、 2 階

にクラブ室 、 311背に武道系アリーナが納ま っ

ている 。付属械には腕賀郡と保健室。大講堂

に正対している 2 号館には各種教室と研究室

が入 っている 。

今回の増築によりキ ャンパスに 2 つの広場が

完成した 。 ひとつは大講堂のある伽驚配置の

中心広場。 もう 一つ は 1 ・2 号館 とそれらを

つなぐ渡 り廊下によ ってできる中庭広場。前

者は閉じ た製をしており、大学の理念の象徴。

後者は西に向か つてl井j き、遠方の 山を1昔恭一と

しており 、学生の自庄!な活動の象徴と 言 える 。

両者は 、 ピロティを介することとレベル差が

ある ことで、付かず離れずの程よい関係を保

っている 。

外観は 、 1 階がピロティ、 2 ・3 階がポツ窓、

最上 階が検述窓とい った 3 層構成 で、妻側 に

は平面計画上の壁構成がそのまま表れている 。

外装は主に土もののグレータイルで、ポツ窓

のまわりには、キャンノ 守スの明るさを出すた

めに思い切 って淡いピンク色のタイルを使用

しfこ。

夕陽の沈む頃、西-;1浄土の光を受けてま っ赤

に映え る中庭広場は 、きっとキャンパス生活

の思 い出の 1 ｾーンとなるであろう 。

(林 浩二 ・千回良英/ 大林組)

エントランスホーノレ
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④ l  階平面図 1 ・1600 2 階平面図 1  :  1600 
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大講堂

断面図 1 ・1000

i 号館

• • 

所 在 地 大 阪 府 羽 曳 野 市 学 園 前3- 2ー l

敷地面積 101 ，920. 94m'  

建築面積 3，265. 67 m
' ( 新築部のみ)

延床面積 IO，222. 16 m. ( 新築部のみ)

情造規模 R C、一部S 、B I F、 4 F

工 期 1989年 5 月一1990年 3 月

最 寄 駅 近 鉄 南 大 阪 線 緑 井 寺 駅

撮 影 東 出 清 彦

[ ]  - 1. 11  
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名古屋商科大学コミュニティーセンター

設計施工 竹中工務庖

イン テ l刀フ

基 本 設 計 K. I. D アソ シエ イツ

6  挫集 と社会/ 1990' 1'-1211 ，; 

所 在 地 愛知県愛知郡日進町大字米野木字三ヶ峯4- 4

敷地面積 733，316. 97 m'  

建築面積 4，69 1.74m'  

延床面積 8，902. 83 m'  

構造規模 R C、8 1 、3 F

工 期 昭 和63年| 日月~平 成 2 年 3 月

最 寄 駅 名 古 屋 市 営 地下鉄東山線藤ヶ丘駅

撮 影 村 井 修
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コミュ ニテ ィーパ ビリオ ン東南コ ーナー

A  コ ミュニ テ ィーパ ビリオ ン E  高度情報化対応教室棟

B  クラフ' ハ ウスサ ウスアネ ックス F  小教室棟

C  クラブハウスノースアネ y クス G  大教室棟

D  プ ロムナード H  中央管理練

配置図 l  ω∞ 
クラブハ ウスサウスアヰ ックス 外観( 雨前)
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プロムナード

コミュニティ パビリオン 中央附段11)¥抜

8  

このキ ャンパスは 、名 古屋市東郊の緑22かな丘陵地に位置して いる 。70万

m' をこ i る広大な敷地に 分散配置された各施設をネ y トワーク化するとい

う、 1985年以来の、、ニューループキャンパス構想" 実現への取組みは、高

度情報化対応教室僚の完成をも って基盤整備が完了した 。

しかし、情報化が高度化すればする 程、 人 と人との直接的な 触れ合いや 、

ｩ ｬ ｾＱ いのある ＱＱ 寺 間 空間の形成が重要なテー 7 として浮かびヒが ってき た。

そうした背景の中で今回のコミュニティーセンターが企画された 。 多機化

した学生や教職員のキャンパスライフをよ り笠かで il引いのあるものとする

ことができるステージの創出が設計の中心テー? であ った。

施設は 、 コミュニティ ーパビリオン 、 クラブハウスサウスアネ ックスの新

築 2 煉 と同ノースアネ ックス ( 既設の全商改修 ) の計 3 棟 で構成されている 。

中でも新築 2 棟は 、その狭間に快いスケールをもっ外部空間としてのプロ

ムナードを構成するように配置している 。

コミュニティーパビリオンは学生用フードサービス機能、情報 ・ギャラリ

ー機能、ファカルテイクラブ ( 教職員クラブ) 機能をもっ 3 ブロ ックを明

快に分節したプランとしている 。

キャンパスのメインアプローチに面した南 ・ 西函は美しい ｬｾｴ Ｇｩｩｩを重視し、

床から天井までの全面開口としたが 、 P Caコンクリ ー卜と熱線反射ガラス

で椛成した陰影め深いファサ ドは、表の顔にふさわしい端正なシルエ ッ

トを創り出している 。

対 IIs 的にプロムナ ドに而した北 ・東而はガラスカーテンウオールとパン

チング窓 、コ ンクリートフレームとタイルといった対比的な榊成とし、 I也

形に沿 って雁行したサウスアネ y クスと 、都市 における街区制りを表現し

たプロムナ ドのペーブ メント パ タ ンとも 呼応 し、変化に日み、税管! 必

にあふれる 外部空間 を創 り出している 。

( 西本 陣/ 竹中工務応 )



コ ミュ ニテ ィーノマピリオン 2 階ティーラウンジ

1  ，首平面図 15日日
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雨や水と闘い、光を調整し、風を制御して、

DJ I s 望を捉える 。

自然をとりいれること 。

そ れ を排除することなく、抑制せず、

背を向けることなく、

し か し 、 闘 い の 末 、 や っ と 手 に 入 れ る こ と が

て・きる 。

その自然の持つ豊かさに包まれて、人身は、

永遠性の中に身を置いて、

無 限 性 の 問 で 符 ん で 、 恩 恵 を 亨 受 で き る 。

建 築 達 は 、 空 間 の 中で区切られて形づくられ、

けれど、可変的で、 t広がり、縮まり、

動線の移動は空間の多機な展開を見せる 。

光 は 、 輝 き ゃt皇めき、明かりや温もりにな り、

風は、涼しさや，青澄さ、四季の香円を運ぶ 。

眺めは様々に切り取られる 。

曙 . 青 空 . 雲. 雨. 雷. 黄昏. 星空. 月夜.

枝 葉 . 花 々 . 鳥 た ち . 山 の 端.

自然は建築と協調し、人身に潤いをもたらし

てくれる 。 告 羽 裕子

樹 下 の 家

設 計音羽裕子/ アイヱフ建築設計研究所

施 工 徳 間 工 務 庖

構 造 鉄 筋 コ ン ク リー 卜壁式+ 木造 2 階

敷地面積 28 1.30附

延床面積 198. 16附 ( 1F  103. 67刑 、 2 F  94 .49m' )  

音羽裕子 ( よし( ! ・ゅうニ )

1952 大阪生まれ

1975 京都府立大学家政学部住居学科卒業

大阪府企業局企画課勤務

1979 側アイ・ エフプランニング勤務

1981 アイ・ エフ建築設計研究所開設

撮 影 絹 巻 豊

企 画 編 集 作 品 作 風 小 委 員 会 富 田 昌 義
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. 写真と概要をどしどしお送り下さい。

凡例 a . 所在地 b  敷地面積 C . 建築面積 d  延床面積 e  栂造規模 f . 工期 g  最寄駅

2303 西 那 須 野 町 斤 舎

設 計 : 森 京 介 建 築 事 務 所

施 工 . 戸 田 ・ 生 駒 J V

a . 栃木県那須郡西那須野町あた ご町2- 3

b.  12.194. 81 m'  

c .  2，396. 71m'  

d .  6，363.91m'  

e .  R C(一宮I I SRC) 、B1F、4F 、P1

f .  1988年 8 月 - 1989年 9 月

g .  J R 東北線 西 那須野駅

2306 朝 霧 の 家 No.l

設 計 ' 上 谷 重 男 + u建築企画室

施 工: 宗吉工務庖

a . 明石市東 I. UI 移丘21- 77

b .  120 .97m'  

c .  58. 82m'  

d . 106 .78m'  

e . 木造、 2F

f .  1989年 6 月 - 1989年 12月

g .  J R朝 湯 駅

圃 圃 l・旦.1'・ 園

田 園 |唱 曽 川 園

田l・l哩 E・川園

・・・ l唱盟・1回 目

-

2309 近 鉄 新 田 辺 西 ビ ル

言宣 言十. アー J レ・アイ・工 ー

施 工. 大日本土木

a . 京都府総-t{-郷 田辺町大字周辺小手法回40- 2

b .  682 .00111'  

c .  561. 69m'  

d . 3，184. 43m'  

e .  S RC 、B1F 、8F

f .  1989
i
f. 3 月 - 1990年 4 月

g . 近鉄京都 線新 田辺駅

12  連軍 と社会 1990年1211 ¥;  

2304 クロ- " ¥. - / 、イツ

設 計 ・ 松 村 組 大 阪 本 庖 一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 : 松 村 総 大 阪 本 庖

a . 尼 崎市南七松町ト58

b.  441. 31m'  

c .  257. 30m'  

d.  976 .92m'  

e .  R C、5F

f. 1989年 l 月 - 1989年 9 月

g .  J R立花駅

2301 高 砂 市 民 病 院

言宣 言十 ，昭和設計

施 工 . 飛島建設 ・栗本建設・曽根組J V

a 日砂市荒井町紙町401- 1 他

b.  26 ，500 .0001'  

c .  7，129 .92m'  

d .  21，043.16m'  

e .  S R C、R C、B 1F 、6 F、P1

f .  1988年 6 月 - 1990年 2 月

g.  J R 山陽本線荒井駅

2310 田 村 駒 本 社 社 屋

設 計 : ! 菜畑建築事務所

施 工 : 銭高組 ・大林組 ・大末建設・路木工務庖 J V

a . 大阪市 中央区安土町3- 3- 9

b.  1，667 .42m'  

c .  1，064 .31m'  

d .  14 ，387 .32m'  

e .  S R C、B2、11F

f ， 1987年 10月- 1990年 H I

g . 地下鉄1制l立筋線本IlIT駅

2305 大 和 南 森 町 ビ ル

設 計 : 大 成 建 設 大 阪 支 広 一 級 建 築士事務所

施 工 : 大 成 建 設 大 阪 支 底

a. 大阪市北区天神 僑2- 41- 1

b .  1，628.07m'  

c .  1，454. 99m'  

d.  13，922. 2801'  

e .  S RC 、B 1F、l OF 、P2

f .  1987年 3 月一1989年 12月

g . 地下鉄 南森町駅

2308 弘 済 院 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

設 計: 大阪市都市整備局営績部設計課横河童華設計事務所

施 工 : 真 柄 建 設

a . 大阪府吹田市古 江台6- 2- 1

b .  7，609. 9701'  

c .  2，262. 11m'  

d .  3，330. 07m'  

e .  RC 、 2F

f .  1988年 9 月- 1990年 3 月

g. 阪急千里線 山田駅

2311 長 田 警 察 署 斤 舎

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 : 戸 回 ・ 森 長 J V

a . 神 戸市長 国区北町3- 6

b .  3 ，970. 00m'  

c .  1，278. 48m'  

d .  5 ，070 .24m'  

e .  S RC 、 B1F 、 6F

f .  1988年 10月- 1990年 3 月

g .  J R 山陽本線新長回 駅



フランク・ロイド・ライト回顧展、

来 年1月からセゾン 美術 館 で

開 催

フランク ・ロイド ・ライト の没後30年にあた り、

今 日の視点からその業績を再考ーするため、回顧展

が来年 1 月 2 日から 7 月28 日まで、東京 ( 1 月 2

日- 2 月18 日) 、京都 ( 4 月 2 日- 5 月 6 日) 、横

浜 ( 5 月18 日- 6 月23 日)、 北1L J+1市( 7 月 5 日 ~

7 月28 日) を巡回する。

本展では 、ライトの初期から l晩年までの作品を

カバーしつつ 、(1) ヨーロ ッパ ・モダニズムへの影

響、 (2) 日本における業績、 (3) 現代建築への影響の

3 点に焦点をあててす落成される 。

ウィンズ ロー邸、ラー キンピル、帝国ホテル、

カウフ 7 ン邸、ジョンソン ・ワックス本社ビル、

マ イル ・ハ イ ・スカイスクレーパ一、グ y ゲンハ

イム美術館などの建築図面 、スケ ッチ、写真、模

型に加 え、ライ トのもうひとつの仕事であ ったイ

ンテ リア、装飾美術作品を展示 し、また、カウフ

マン ・テツ マー トの応接室 をオリジナル・ピースで

再現 し ( 約 100m' ) 、建築の内部空間を体験できる

コーナーも設けられる予定である 。

・東京展 ＱＹＹＱ 年 Ｑ 月 Ｒ 日 制 ｾ Ｒ 月 ＱＸ 日 Ｈ 月 Ｉ

開館時間 10: 00- 20 : 00 ( 火限日休館)

会 場 セ ゾ ン 美 術 館 T E L 03- 5992- 8700 

東京都箆島区南池袋1- 28- 1

入 場 料 大 人 900円 高 ・大生 600円

小 ・中生 300円( 団体割引 20名以上)

・回顧展記念シンポジウム「ライトと現代建築」

日 時 1991年 l 月12 自由 15: 00- 17: 00

会 場 ス タ ジ オ 200(西武百貨庖池袋庖 8 1渚)

講 師 ジョナサン ・リップマン (建築史家)

内 井 昭 蔵 (建築家)

香 山 詩 夫 ( 東京大学教授 )

定 員 200名( 入場無料、先着順)

なお、 京都展は京都国立近代美術館、横浜展は

横浜美術館、 北九州 展は 北九州市立美術館で開催

される。

r A + E  F OR U MJ 開 催

F E S AE関西支部は、建築と技術に携わる人々の

国際交流を目的としたフォ ー ラムを開催する 。

日 時 1991年 1月22 日( 必 18: 30 - 21:  00 

会 場 大 阪 府 立 労 働 セ ン タ ー (大阪市中央区北浜

東3- 14) 京阪、 地下鉄天満橋駅

講 演 会 「スコ y トランド伝統建築の家具とイ

ンテ リアJ / ア リステア ・シー トン帝塚

山学院大学助教授一 英語を使用 ー

交 流 会 講 演 後 、 講師 を閤んで立食ノ マーティ

参 加 賀 会 員一般4，000円、会員学生2，000円

一般5，000円、学生3，000円

申 込ハガキに住所、氏名、職業、連絡先電

話番号を明記の上、 1 月14 日までに、

F E S AE 関西支部事務局( 〒565 1吹田市

関 西 学 研 都 市 の 文 化学 術 研

究交流施設の「モニュメント

を含む広場」国際設計競技

京都 ・大阪 ・奈良の三府県にまたがる京阪奈丘

陵に、産 ・学 ・官の協力のもとに関西文化学術研

究都市の建設が進められているが、「文化学術研究

交流施設」は文化・ 学術 ・研' 先のITiil 広い交流活動

の機会と場を提供し、その活動を促進 ・支援する

ために建設される、この都市の中級施設である 。

現在、日建設計が実施設計を進めているが、こ

の施設の前庭部分を競技対象に、「国際・公開・ 一

段階設計競技」が実施される 。

競技課題は、魅力ある者11市景観の形成に寄与す

ると同時に、都市の中核施設にふさわしい シン ボ

ル空間として広〈人々に親しまれ、同施設で展開

される交流活動を予見させるような 『モニ ュメン

トを含む広場』の設計である 。

設計競技の主催は、株式会社けいはんな。

*  

口設計課題

「モニュメントを含む広場」

口審査員

委員長 川崎 清 ( 京都大ザ教 技 )

委 員 L. HA L P RIN  ( ラン ドスケー プアー キテク 卜)

池田 有 隣 ( 京都工芸繊維大学教綬)

清水九兵衛 (彫刻家)

中村 ー ( 京都大学教段 )

山口 重 之 ( 京都工芸繊維大学教授 )

山本 容 子 ( 銅版画家)

清水 公 男 ( 株式会社けいは んな常務取締役 )

口賞金( 総額2，000万円)

1 等 1 点1，000万円 (税込) 、 2 等 l 点500万円 (税込) 、

3 等 1 点250万円 (鋭込) 、

優秀作品若干点総額250万円(税込・均等配分)

なお、 l 等入選者には原則 として実施設計が委託

され、賞金とは別に実施設計委託料も支払われる 。

口スケジュール

資料請求受付 1990年 11 月15 日- 1991年 2 月12日

フ ェ ザ エ

山田丘2ー1 大阪大学工学部環境工学

科第一講座内 T E L  06- 877- 5111 )へ。

F E S AE  (T he  Far  East  Soci ety of  Ar chitects &  

Engineers ) は、相互理解と交流を目的に、個 々人

の自由な参加 に基づいて組織されたグループて¥

すでに 35年以上の歴史をもち、現在、カナダのパ

ンクーパーと東京でh活動が行われている 。

東京の会員は約 100名、日本人と 外国人の割合は

半々で、建築家、技術者、建設会社などに勤務す

る人、留学生や大学関係者、そしてこうした分野

に関心 をもっ一般の人々で構成されている 。

関西支部は今年10月に設立されたばかりで、現

在、会員Ｈ関西在住者対象、年会 Ｑｾ Ｑ Ｐ ， ｏｏｏ 円、学

生5，000円) を募集中 。毎月 iA + E フォーラム」を

開催し、その講演 ・交流会では、英語を使 ってコ

ミュニケーションをはか つている 。

お知らせ I  

応募登録受付 1990年12月15 日- 1991年 2 月22 日

質疑受付 1991年 l 月16 日- 1991年 2 月28 日

質疑応答書送付 1991年 4 月上旬

応募 設計図書受付 1991年 5 月15 日- 1991年 5 月31日

審盗会 1991年 8 月上旬

審査発表 1991年 8 月下旬

口応募登録申込み方法

・官製ハガキに住所 ・氏名・連絡先 をl明記の上、

「資料請求」 と朱書 し、競技事務局へ登録の こ と。

登録料は圏内5，000円、国外US $ 5 0。

・登録手続き完了後、競技要項 資料 を郵送。

口応募規定

応 募 資 格 資 格 不 問

提出図面 J IS 鋭絡 A l 半IJ ( 594X 841mm)  3 枚に以

下の図面をレイアウトして提出。

①全体計画図 〔平岡図、断面図 ( 2 面

以上) ) 紛尺 1/200

② 透視図または桜型写真

③ 設計主旨

@ 上記以外で応募者が必要と した表現

なお、提出図函中 の文字は英語使用 。

応募作品は未発表作品 に限る。

資料請求 文化学術研究交流施設の 「モニ ュメン

トを含む広場」国際設計競技事務局

干530 大阪市北区天神稿 2 丁目北 1 番

21号 八千代ピ ル来館

T E L  06- 357- 3360 ( 位 当 楠 見、 波辺 )

なお、応募要項 ・資料に関する質疑受け付け は 、

封書に限り、電話、 F AXは不可。

200V電化機器、市場に登場

200Vの厨房機器 ・家電機穏や業務用厨房電化機

器の販売の動きが出て きて、 200 V ライフの到来

を予感させる 。

大阪市浪速区日本紙は、日本を代表する電気屋

街であるが、この一角を占める大手量販庖 i J OSH

I Nでんき 」 では、 8 m'のスペー スをさい て200V 家

電機器20点あまりを展示・販売している ほか、 「浪

漫電化ったや」は 21渚に約60m' で200V機器 を展示

・販売する一方、近い将来200 V の専 門庖 「ゆ とり

つ くツタヤ」 をオープン させる予定だ。

また、日本橋電気屋街の北側にある道具屋筋の

「千回」 は、電気お好み焼然、おでん機株をはじ

め特別な用途の業務用の200V厨房電化機総をおい

て、際立った販売実績をあげている 。

盛築 と社会/ 1990'1' !2rJ-¥; - 13  



大阪府知事賞/長瀬パーキング (西区新町 1 丁目 ) 大阪市長賞/クラボウ本宇土ビJ レ(中央区久太郎町2 丁目 )

現 励賞/ 大 阪音 楽大 学 ・ 永 井 幸次 記 念鴎 堂

ザ・カレ f ジ・オベラハウス (豊中市庄内西町}

..... ¥ "  

奨励賞/OMMビル (中央区大手前 1 丁目 ) 奨励賞/大3工ピル ( 中央区農人橋 1 丁目 )

奨励賞/森之宮スカイガーテ'ンハウス(車成区中温1丁目) 奨励賞/ダイキンOSAKAアトリオA' B (東淀川区小松町)

「花博記念コンテスト」受 賞 3点

グランプリ

ツイン21

{鄭 7 回大阪府知・貫}

14 建築と社会/ 1990年 12月号

. グランプリ

梅田センタービル

( 陣・回

大阪市長賞)

大

阪

府知

事賞

大

阪

市

長

賞

大

阪

府

建築

士

会

長

賞

奨

励

.. 

長i*Jiノ マーキング

7 フポウ本社

ヒ' )レ

美食三H;k糸自白

エスカミューズ

大阪音楽大学 ・

ノ瓦井幸次記念講

立 ザ カ レ ッ

ジ - オペラハウ

ス

OMMビノレ

(外装り フレ:1 :/ ュ)

大江ピ J レ

合ら之宮スカイガ

ーデンハウス

ダイキン

OSAKA 

アトリオ A ' B

お知らせ I

第10回大阪まちなみ賞

第 10回 大 阪 ま ち な み 1't ( 主 催 . 大阪府 ・市 、 大

阪 府 鐙 築 士 会 ) は 、 今 年 7 月 に 推 薦 を 受 け た 大 阪

府 内 の 279 件 の 建 物 ・ま ち な み の 中か ら 長 i頼ノ マー

キ ン グ ほ か 7 ヵ 所 の 建 物 に 決 定 し た 。

また、 10周 年 記 念 行 事 と し て 花 博 会 場 内 い ち ょ

う館て' 行われた「花博記念 コ ンテスト 」 は 、 第 l

- 9 回 の 奨 励 賞 を 除 〈 受 賞 建 物 ・ま ち な み37点 の

中 か ら グ ラ ン プ リ 1 点 、 準 グ ラ ン プ リ 2 点 を 選 定。

大阪府建築士会畳賞/美 食三昧菜館エスカミューズ(吹田市芳野町)

設計 環境建築設計正房 2911の立{本駐車場を下階、特に申砿い出入口

/ ダイコー/ 石川 仏槻袋 の大き なアーチで. - 1 本化し、北隣の本社ピj レ

重工業 と高さ ・紺l部，( 1) デザイン 色彩を同調させて

古臼ｾＮ :  j討す剖l 連続11 を達成している 。また、工作物を建築

fじした( 711としても評f面し うる。

設計 : 竹中工務庖/ 大林 掛町造の重厚さと周 Ｓ り の深い樹 ｾＱ により ｈ 靴

組/ 藤オ司務庖J V に耐えうるデザインを志向し、歴史と f云統の

総工: 竹中二E務115/ 大林 ある企業のイメ ージを実現している。国音11の

車比/ 藤木工務広J V 屋恨、 1階のアプローチを道路蘭より 3 段下

げ、正面lこ1しを と列柱、両個1) に紋を配してい

るなどソツカずない。

設計 . 若林広幸住築研究 4万珂初広い蜘也は紋12かによく' i ; l ' : f 翌されて

p}f いて、木立がスクリ ーンになり、 駐車も気に

地工 . 竹中工務庖 ならない。新設の週功施設のほかに 、伐され

た伺UG主の工場か数年前からカーニノ勺レプラ

ザに改築されてお り、それに近い倉庫 2慨が

中庭を介して一体化し、エスカミ ューズlこな

った。中心軸をずらしたアプローチや円出財人

に媛り出した客室 ・厨房などの虫色鉄械鉄

ft - ガラスカ切日わって、 70歳の煉瓦i立か若者

に生まれ変わっている。

設 計 日 建 設 計 2階娃木造' & ' 築地区に割り込むようにつくら

施工 : J/[ Jみ建設 れているが、外観を小壁面に分割して、周辺

環境に馴染ませるよう努力されている。正面

に設けられた広場に開放感Jがあるものの、閉

告il されていて 、その効果を減じている 。

設計 ・竹中ユこ務庖 既存の P C版の外側に 、空間をはさんでア J レ

純正 . 竹中工務庖
外三サ装がy つシュの窓割とミラーガラスのモダンな

くられ、明る く軽側こ変貌して、大

型の建築だけに本体にとどまらず、周辺まで

の雰囲気を一新させている。

設計 回不二j建設 総合設j 怖11度により緑の前庭を設け、 I農1!?の

施工 目不二建設 ガラスカーテンウォーl レに金属絡子の扇形フ

7 .，- i j "- ドが、平面的なまちなみと対比して

中寺色にな っている。

設計 . 出 納j性建築調十 建物の内部憐成がそのまま 外観を二分してい

<1'. 手主所 る。i主戸は 4 プロ y クに分かれて束、酉[前に

地工 : 竹中工務庖 配され、パノレコニーのある外笠の最H皆は三

角屋根で墜{ 土上も変わり、{ 主側UJ のエレベー

タ一機械室とともに目立ち 、また南北而には

大きな円型の関口部があり、ハイウェイや南

からの聞以〉の強烈な焦点になっている 。 11滑

の歩道とハイウェイに沿った壁は閉鎖的だが、

東北隅のポケントノマークがホ y とさせる。

設計 . ダイキン祉担，企画 単調な長屋の対極を志向し、歪みのある4刻字

机氾!チーム/ 到 H] I房 を実現しようと 、光庭を鈎jfTに して住戸をず

純江. 大林*11 らし 、複雑な外観を呈している A団地と やや

単調ながら交差点に面してポケ y トノマークを

設けている B団I也 全体にもう少し緑を自己し

た柔らかきカ守汰しいと感じた。
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第 6 回神戸市建築文化賞

昭 和49年 発 足 以 来 、 お お む ね 3 年 に l 度 実 施 し

ている 神 戸市建築文化1 . t ・は、今年は 6 回 目 を 数 え 、

音11門 賞 と し て 新 た に 「建築再生1 . t J rす ま い ま ち

づく り賞」 を 設 け た 。 今 回 は 推 薦 物{牛は 248件 て ¥

3 回の選考委貝会を経て、 「建築文化1 ' l・J 4 件 、

「建築再生 l l J 2 件、 「すまいまちづくり1 ' t J 2  

f牛、 「すまいいえなみ賞 J 3 件 がi盆ばれた 。

【建築文化賞 】 uccコーヒーf尊物館 (中央区港島中町 6 丁目 )

甲南女子学園芦原講堂 ( 東灘区森北町 6 丁目 ) 神戸市新斤舎 ( 中央区加納町 6 丁目 ) 農業公園 (西区押部昔町高和1557)

甲南女ザ学 凶 間 十. 村野、森挫築.J瑞

芦原、講堂 pJr 

施工 回大林組

UC Cコーヒー 弘明 : 竹中エ2務庖

博物館 f庖工 : 竹中正牙若庖

建

築

神戸 柿 肝 合 設計 . 神戸市/ 日建設計

文
施工 ・竹中工務庖 ・大成

建設 ・熊谷組・西絞建設

化 建設共同企業体

賞 農業公園 設計 . 神戸市/ 浦辺設計

施工: 今港建設/ 神戸営

総/ 古田工業/ 兵庫建設

/ 丸正建設/ 馬田工務庖

/ ヤマネ工務庖/ 宮団組

/ 石橋開発/ 藤 井 耳 縮

/ 江藤建設工業

兵庫県公鈍 設計 . 兵庫県

建 施工・竹中エ Ｚ 務底 ・ ｦｬ ｾ 田

築

エ:;r，若I占特別共同企業体

再

生

水の科学博物館 設計 : 神戸市/ 昭和設計

施工: 奥村組

賞

コーポファ イブ 設計 : 神戸市住宅供給公

す ハウス神戸 ・1 キV C OM言ii 邸汗究所

ま
施工 : 戸田建設

L 、

ま

ち

つ
真野住宅 言婦十: 神戸市/ 日本設計

〈

施工: 益田工務庖

賞

りり 11っと 設計・遠藤剛生建築設計

はうす 司;冴若所

施 工 : 対 糊

す

ま 西神 s v 設計: 神戸市住宅供給公

:: ゥe イレ y ジ 社/ 一色漣築設計輯葺所

え

/ 蔵建築設計事務所

な
施工: 神戸ホームビルダ

み 一事業共同組合

賞 ホープタウン 設計 : 神戸市住宅供給公

狩場台 主土/ ユニ y トシステム石i]f

究所

施工; 三井ホーム

緑の多い周辺の環境と大学全体の統一感に自己

隠しながらも 、学園のシンボJ レとなる重厚な

外観が、盟かな 内部空間を包み込んでいる。

イスラム建築をイメージした外観がエキゾチ

ックな雰囲気を醸し 出し ており、 夜間 もライ

トア y プを{Tうなど、 7 7 '/ ンヨンタウンに

ふさわしい楽しい博物館とな っている。

事!t . F i の新しいシンボノレとなるにふさわしい明

るく軽快な外観であり、ギャラリー、レスト

ラン 、展望ロビーを設けるな ど、広 〈市民に

親しまれる庁舎 とな っている。

広場を中心に南欧J ! ¥( 7 ) 建物を周囲に配した明

るく開放的なデサインが周閣の自然と語II 和し

ており 、農村と都市と の接点をかたちにした

ものとして神戸の新しい体験スポ y トとな っ

ている。

明治の代表的な様式漣築て" ある旧庁舎を公自Ii

として保存 ・再生したも ので、忠実な復元に

より当時の雰囲気をしのばせる壮腿な外観を

よみがえらせ、武重な文化自そ足踏を現代に生

かしている 。

浄水坊の急速 ろ過池上屋を博物館 として再生

したもので、 ドイ Y ルネサンス様式の重厚な

外観が、前庭や背後の山並みとともに美しい

景観を形成している。

まちづくりの機想にもとづき、前回道路のモ

- } l - 化とほ間同時に建設された共同住宅であ

り、コーポラティ フ方式により 居住者参加の

すまいづくりを実現するとともに、 Iω 戒の活

性化に寄与している。

住民と市が共同て建設した集合住宅で、建設

にあわせて狛幅された前面道路l; j : i 也域の1' t霊

なオープンスペースとなるなど、住環境の改

警をめざす地域のまちづくりに貢献している。

子供向け専門庖と賃貸住宅と が一体とな った

複合建築で、桜木を重ねたよ うな外観、劉じ

に富んだ中庭 ・通路・階段の組み合わせなど

により楽しい雰閉気を 出している 。

北米から設計、材料を直輸入した新しい試み

のタウンハウス て合り、共用通路と各敷地が

一体とな った明るく開放的な外音 i空間を笑現

し、選操協定により これを樹寺している 。

戸緯タウンハウスの手法により、小広場や歩

事の融合した道路、 入口のゲートなど共用空

間を工夫して変化のある楽し いものにしてお

') 、itかな住環境を実現し ている。

- ! l i不同一

【建築再生賞 】

兵庫県公館 (中央区下山手通 2 丁目 ) 水の科学得物館 (兵庫区楠谷町)

【すまいまちづくり 賞 ] 一一一一 [ すまいいえなみ賞 】一一一一

コーポラティフ'ハウス神戸・ 1 (兵庫巨新開地6丁目) 西神s vヴィレッジ( 西区竹の台 3 T 目)

品

a  
唖ヨ

宅a.ニE

璽哩日
で" . . _ ‘

~、J
真 野イ主宅 (長国区苅蕩通 4 丁目 ) ホープタウン狩場台 ( 西区狩場台 1 丁目 )
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評書

『建築形態の構造』 ヘンリー H ，I) チヤードソノとアメ リカ近代建築 一一一

香 山 誇 夫 著

建築意匠の新らたなる理論的考察の書

太 田 隆 信

東京大学出版会のカタログで 『建築形態の精進』 へンリー ・デビ ッ ト ソローのエ ッセイが引用され 図版とスケ y チで、充分に 諮られている 。眺めて

を知 ったのは 一昨年 の幕。 さっそく書評委只会に ているが、この時代のアメリカは、ゴア ・ヴィダ いるだけでも楽しい作品集でもある 。 第N :! ;i へ

お願いして、昨年夏、ようやく入手。以来少しず ールの r 1876J( 早 川書房 ) にも、ポピ ュラー なか ン リー ・H ・リ チャー ドソ ンの作品がアメリカ近代

つ読みつ眺めつ今春にな ってしま った。 その聞に たちでビヒ y ドに表現されている 。 リチ ヤー ドソ 建築に及ぼ した {;i 3響の分析は楽しい 。前述、多額

発表された香山ｾ［夫さんの力作と、本当の ｼ 刻係等 、 ンの時代の副読本として、是非共、御一説いただ 多様、混沌のアメリカだ ったから、 リチ ヤー ドソ

読者として 十分に楽しませ ていただいたが、さて 、 きたい。 リチ ャー ドソ ンの建物の中では最 もよく ンの様式の確立は、アメリカ の建築の誕生 、リ チ

書評となる と、なかなか きっかけが捌めない 。 人に知られている ボス トンの代表的建築 、トリ ニ ヤードソン から、サリパ ン、そし て"7 '"/ キム 、 ミ

6 月も終りの頃 、委員会からもうそろそろ 一年。 ティ教会や 、ハー トフォ ー ドのシェニ イ ・ブロ γ ー ドとホワイト、さ らに、ライ トと統〈アメ リカ

8 月号にはお願いしますよ と、fIi ¥1JEの屯話をいた 建築のスト リJ ムは、その附の様々な建築家の作

だいた 。 ちょうど 、 Ｗ 月日甘半に、アメ リカ出 Ｇｊｬ ｾ の

予定で、最終のスケジ ュール調路 をして いると き

だったから 、ボ ストン、ンカゴの日 ι:を少し! j ' か

りやり くりして 、リチ ャー ドソン、サリパン、そ

してライトのオークパークを見てこよう、その上

で一気にまとめてしま お うと決心 した 。

摩天楼のニ ューヨーク 、アールテコのニ ュー ヨ

ーク 、 と言われるが、都心部をちょ っと縦れると 、

7 ンハ y タン i誌の大半は、 19世紀後半から今世紀

初めに建設された煉瓦造のタウ ンハウス 。並木道

があ って、裏庭というか 中庭も 、ちら つ とのぞい

てみるとちゃんとしている 。f封々の緑のぐわいを

見ていると 、事1) となくその街の生活がわかるよう

て¥興味深いものがあ った。ニュー ヨーク ポス

トン ・ フィラテ ｪ レフィアと 、ｻ上 ｾ ｲＧ ［ はほどほどに、タ

ウンハウスウォ y チ ング楽しませてい ただいたが、

こちら の方も 、香山 さんが、すでに 丸善株式会主l

の ンリ ーズ建築巡礼 の- il l1- r都市 をiit る住居』 と

してまとめておられる 。書評子としては汗顔のい

たりである 。 同蓄 のサブタイトル 「イギ リス、ア

メリカのタウンハウス 」が示すように、アメリカ

東海岸の住宅はいかにもイギリス流、そんな 中か

ら、アメリカ がア メリ カらしさを確立する 1870年

代後半は、リチャードソンの様式が確立された時

期とラ y プしている 。

和風建築の意匠全10巻

監 修 中村 昌生

企画 ・編集/ 建築 フ ォー ラム

製作・発行/ 学芸 出版社

各巻 A 5 変形判 112頁 ( カラ ー32頁) 定価2，575円

16 建築 と社会/ 1990年 1211 ，; 

東京大学出版会 1988年 11 月刊 A 5判 288頁 20，600円

クが竣工を rt . " ] えつつある 1876年 に、西ml では 、リ

トルピ ックホーンで、お馴染みカスター将軍が 、

ンッティング ・ブルと雌放を決している 。 尤も、

その頃 中部では 、「鋳鉄 l時代」の真中、 ア メリカは

広い。 多種多様と 言 うべきか ー… 。

第 I 主主 建築における形態論から 、第 1I :lt : 作

品形式の分析、そして、第 1I 1:lt 設計 過位の分析

へと 、リチ ャードソンの諸作品が、松高な2訂正と

品 をま じえて壮観である 。アメ リカへ建築ツア ー

を試みる方々は、是非とも、この草だけでも事前

に読んでいただきたい。 ウォ ッチ ングがうんと 深

みのあるものに なりますよ 。

この本の読み方としても、まず第 W訟をさら っ

と眺めて、それか ら、全編を 通読した方がと っつ

きやすいかもしれない。

あとがきに 、「建築意匠の研究におけるひとつの

方法的試みの書である 。すなわち、へ ン リー ・ホ

プソン ・リ チ ャー ドソ ンと い う19世紀末のアメリ

カのひとりの建築家とそれに統〈建築家遥の作品

を素材として 、どのような建築意匠の理論的研究

が可能かを試みたものである 」 と普かれているが、

新らしい建築意匠、あるいは建築理論の新 らたな

る理II 論的考察の書として 、すばらしい 、何 よりも

説得力のある書とな って いる 。者: 者ーのするどい考

察力 と、テーマに対する深い愛情とが、すばらし

い成果をあげている 。座右の替として、部分的に、

例え ば 、建物ひと つひと つを、 おりに ふれて熟読

含 l床し てみ るのも楽しそうだ。 そのつど、 何か新

らしい発見があ るにちがいない。

最後にな ったが、あとが きは、いかにも若: 者な

らではのとても温かみのあるすがすがしい一文、

最後迄 きちんと読んでほし い。

(おおた ーたかのぷ/ 坂倉建築研究所取締役大飯事務所長)

新 刊

〈 学芸 梢 ｝ｊ Ａｬｩｾ 建 築抜書 〉 の 姉妹 シ リ ーズ として、新

らたに 刊行 されたこのシ リーズは、和 j孔主I! J 告が も

っ特有の情感とその魅力の秘密 を制11音11にわた り解

き明か そうと する 。 そして、 和 風建築を表徴する

10のキー ワ ー に ( r  1  外の よそおい一 一外観 ・

屋恨の材料・屋根の形 J r  2  内へのいざな いー

数害子屋門・土塀 ・建仁寺垣」等々 … ) に よって伝

統の意匠が部位別にま とめられ身近な設計資料と

しても役立つ構成がと られている 。

すでに 「空間のひろが り」と 「内 と外 をつなぐ」

が第 l 回配本として刊行されて おり 、来年 10月ま

で 2 巻づっ 、季刊ペースの刊行 が予定されて いる 。



ブックステーション

弘 著

江戸の穴

古泉

1，600円

ビノレの主主ち並ぶ東京のI也 下 に は 微 々 な 姿 を し

た、、穴ゆがH民っている 。 近 世 江 戸 の 発 掘 遺 梢 に

見 ら れ る い く つ か の地 下 空間 の 謎 を 、 近 年 研

究の進んだ近世: 考古学の立場から解き明かそ

う と す る 本 邸 に よ り 、 今 ま で 知 ら れ る 事 の な

か っ た 江 戸 の 人 々 の 生 活 空 間1が浮 び 上 が る 。

( 0 )  

237頁四六判1990.  1  1  .22刊柏書 房

すぐイ吏える

建設業のビジネスレター集

紺 屋 俊 彦 著

1，700円

建 設 に 係 わ る 微 々 な 場 面 で 必 要 と な る ビ ジ ネ

ス文住のフ才 一 ム を 集 め た 本 容 は 、 実 務 に 携

わ る 者 の 座 右 の45 として強い味方となろう 。

巻 政 と 巻 末 に 収 め ら れ た 文 書 作 成 に |摘 す る 基

本 知 識 や 表 告 さ ・ギ フ ト に つ い て の 基 本 的 マ

ナ ー に も 教 え られ る 事 が 多 い 。 ( 0)

240頁A 5 半IJ1990. 8. 10刊日本法令

巨大都市東京の計画論

計 画 論 研 究 会 編

川 上 秀 光 著

彰国 社 1990. 10. 10刊 8 5卒IJ

巨大都市

東京の

計画論 …

ピーター "'・ー

ピ ラ ネ ー ジ と

古代ローマの壮凪

ピラネージと古代ローマの壮麗

ピーター・マレー著

長 尾 重 武 訳

中央公論美術出版 1990.10. 5刊 86判
2，580円

東 京 大 学 で 都 市 計 画 理 論 研 究 の 中 心 と し て 活

躍 す る 一 方 、 多 く の地 域での者JI市政策策定・

計 画 立 案 に 係 わ って き た 著 者 の 論 に は 、 現 実

の 現 代者1I市 の 姿 、 歪 み 、 矛 盾 の 榔 造 と 工i 正 面

か ら 111J き 合 お う と す る 決 意 が 伝 わ ってくる 。

都 市 計 画 に 関 わ る す べ て の 関 係 者 必 絞 の 主 人

( 0 )  

136頁

長縄. 民"

1，800円

多 く の 建 築 家 に 隙 々 な イ ン ス ピ レ ー ションを

与え続けてきたホ幻想の版画家" ピラネ ー ジ。

彼の捕し、た幻想の牢獄、古代ロー 7 遺跡、の印

象 的 な 風 示 、 村 't色・に拙かれた建築の剃H昔1Iは 今

も 我 々 に 深 < :nt りかける 。 本 舎 は 多 数 の 図 版

を も と に そ の 表 現 の 変 避 を 綴 った - 11任。 ( 0 )

130頁

続建築家の休日

モ ノ の 向 こ う に 人 が 見 え る

隆 著黒沢

続

建

築

家

の

体

z

?
に
会

見

2

日

1，730円

第 1 . J t にあt き、 「日本間」とん、ウスオートメ ー ン

ヨン」に|刻する織々なアイテムか ら見 た 住 宅 論。

住宅というモノを通して、 「本 物」の 住 ま い 方

と は 、 ま た 文化 とは 何 か を 、 平 易 な 諮 り 口 で

諮 り か け る 。休日の一目、本' l ' : : を片手に 、我

が 住 居 に 思 い を 巡 ら せ る の も 良 い。 ( Y )  

280頁丸 善 1990 . 5.30刊 四六判

• • 
抽

沢

開

M

• 
-

R

 

.  

20世紀の建築

光のドラマトゥYレギー

飯 島 洋 一 著

1990 . 10.20刊 A4変半IJ 240頁 2，400円

光 一一ーす な わ ち 映 画 ・テ レ ビ . C G とい った

新 し い 祝 党 図 像 が 、 建 築 や 都 市 を ど の よ う に

変 え て い っ たか 。 テ ク ノ ロ ジ ー や 科 学 技 術 の

発 達 を 通 し て 見 る 20世 紀 の 建 築 史。建 築 を 含

め た 全 て の 文 化 が 、 時 代 の 流 れ と 共 に 形 成 さ

れ て き た の だ と 、 つ く づ く 感 じ さ せ ら れ る 。

( Y )  

青土社

和風建築を美 しくつくる

工力二 村 和 幸 著/ 写 真 相 原

152頁 2，987円

手[1風 建 築 が も っ 伝 統 的 な 美 、 そ れ は 何 処 に 存

在 す る も の な の か 。 気 配 ・耐“ 光と ;j !3- ・透 か す

とい った 独 自 な 概 念 を キ ー ワ ー ドと して 、 古

典 と 自 作 と の 絶 妙 な 対 比 の rl "で:f lt られ る 本 書

の l古l うに は げ 者 の 透 徹 し た 限延 しが比 え隠 れ

する 。

1990. 1  .20刊 日 5 W判学芸出版社

I  ｾ＠

H  

‘ R  

和風建築を

美

し

つ

る

ち〈まラ イブラ リー44

天井冷暖房のすすめ

環 境 エ ネ ル ギ ー 時 代 に 向 け て

葉 山 成 三 著

四六判 298頁 1，440円

本容は 「 地球と人体にやさしい熱器 Ｎｾｊ 党 」 をテー

? に、有効エネノレギ一理論に基づ く 低 質 熱 源

利用 に よ る 冷H是W:..- ス テ ム に つ い て 、 多 様 な

ｾ ｊ ｾ 例をもとにわかりやすく解説している 。 地

球 規 模 の 環 境 問 問 が 叫 ば れ る 今 、 建 築 に 携 わ

る 者 と し て も ぜ ひ 読 んでおきたし' . ( Y )  

1990. 9. 30刊筑摩 書房
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大 沢智 弘 ・ 山審 章子
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担当 : 会員企画小委員会



品 五

型枠工事も、断熱工事も、

合より省力化

できないものか一一ーと

お考えの方ヘ

新開発の、

“ ベリフ万てネルが解決しまま，

T OH Oが新しく開発したぺリアノ T ネルは、日頃の皆さまのお

悩みに、見事 にお応えした製品です二

ベリτ パネルは、 コンクリート打ーち込み用型枠の機能を持った

新 しし、断熱 パ ネ ル で 、 施 工 方 法 は 従 来 の 型 枠 用 合 板 と 同

じ。コンクリート打ち込み後は、そのまま断熱下地材として活 用

で、きる画期的な新製品です二

待望の新製昂・ベリアパネルの特長

・断熱材の取付けや型枠解体等の作業工程が省力化できるため、

工期の短縮とコストダウンに貢献 します。

・硬質ウレタンフオームを芯材に、画面に特殊防湿面材をラミ

ネー卜しているため、断熱性能力1高 く、服湿・吸水の影響は

ほとんどありません。

・型枠材としての強度は十分で、コンクリートとの接着性にも

優れています。

惨詳 細 はカタログでご研究ください。

団 主 佳 担 自 主 Ｑ 宣毘 Ａ 堕 ｾ 翌 ｪ 笠 仁 ＱＭ
止 出土. .  王ｾｾｾ ;  J  I  

||仇 . . 令 1111 川i寸144，・ I

企ぺリアパネルの建て込み

Ｒ 雰ｾ‘ 生活環療の向」こに貢献する

ｾｪ 束事 ｉＯｉｾＧＺ［ 軍イト誌式会花
- 資料のご請求およびお問合せは下記まで

、‘ー- 建段大臣Z午司(般63-1531号)

本 社 大 阪 市 中 央 区 森 ノ 宮 中 央2丁目7-15 干540

まま (06)94卜9445間

東京支后東京都豊島区池袋2丁目47-5 〒171 f t  (03) 3987・2凹1附

大阪支庖 大阪市中央区森ノ宮中央2丁目7-15 干540 合 (06)94ト9243間

営業所名古屋・金沢・高松・広島 ・福岡



新建材紹介コーナーNo.182

型 枠 兼 用 断 熱 パ ネ ル

ベリアパネル

東邦パーライト株式会社 本 社 太 阪 rl ' i 川区車ノ川喰2r  117・15 干540 宮 (06)9，11-9州 問

， Ｑ Ｐ 江主 ｉｾｩ .!I( );(  1m ｾＢｬ＠ Ｎ￧ｾ 区池袋 Ｒ T  11 47-5 干171 宮 (03)987-2001<<

K 阪克服 太阪市中央区轟ノ e出中央21"1 17-15 干540 f t  (06)9'11-9243<<1) 

常 業 所 名 r1i k! ・ 金 沢 ・ 高 恰 広 向 ・ 偏 問

ペリアパネルは、コンクリート 打 ち込み用型枠

の機能を持った新しい断熱パネルで与す。

施工方法は従来の型枠用合板と同じで、コンク

リート打ち込み後は断熱下地材として、そのまま

使用できます。

在来工法と比較して、大幅な工JVI の短縮化が可

能なうえ、資材質 ・残材処理貨の低減、作業能率

の向上がはかれる画期的な m型枠兼用 断熱ノ マネル砂

です。

1 . 工 期 の 短 縮 、 コ ス ト の 低 減 が 可 能

ペ リア パネルは従来の断熱材打ち込み工法と比

較して、型枠用合板自体の資材も必要とせず、断

- 規格
- 規格

厚み ( mm) 幅 ( mm) 長さ (mm) 厚さ mm 中高 mm 

I  
長さ mm

20 
20 

900 

900 指定長さ

25 
25 X  

1，200 MA X  5，000 
つハ 1200 

( MAX5000)  

30 

3  . 型 枠 材 と し て の 強 度 を 確 保

ペリアノマネルはフォームの強化、特殊爾材の使

用により、型枠材として充分な強度特性を備えて

います。安心してご採用いただけます。

4  . 軽 量 ・ 長 尺 加 工 が 可 能

ペ リアノ マネルの重量は型枠用合板の 1/ 5の軽さ

熱材の取り付け、型枠の解体 ・桁偽げ荷降ろしと です。 また、長さ 5 ，000mm( 幅900 、1200) までの長

いった工援を省くことができます。

. 在来工法とペリアパネル工法の施工順序比較

在来工法 ベリアパネル工法

l 断熱材取付け 1. 型枠建込み

V  

2 コンクリート打設

v  

v  

2 型枠建込み

V  

3 コンクリート打設

V  

4 パタ材・後木解体

3. パ タ材 ・桟木解体

v  

4. 仕上げ

v  

5. 合板解体

v  

6. 残材片付け ・合板移動

v  

尺加工が可能です。 ジョイントが少なく、断熱欠

打i も少なくできます。

7. 仕上げ

2  . 極 め て 高 い 断 熱 性 能

ベリアパネルは、硬質ウレタンフォーム ( 熱伝

導 率0. 018・フォーム密度 3 4 - 3 6) を芯材にし 、両

函に特殊防湿面材をラミネートしています。 断熱 5  接 着 性 に 優 れ 、 仕 上 げ も 多 機

性能が高〈、 l附毘 ・吸水の影響を極めて受けにく 特殊面材の{ 動きで、コンクリートとの接着性が

いiWii 宣とな っています。 高〈、 G L 工法、胴縁工法、プラスター塗り等の

・構成 仕上げが自由に選択て' きます。

. 断熱性能比較

コン 7

'

) ート. G L; 1てノ ドJ岳.f rlfl i

「

ー

さ

l

L

何

千

lts1阜、防出削

lts'J 虫‘ ド)j j 以府

6庄町ウレタン 7 す ー ム

コン7 リート、 GLボンド4安打 IfJi

ペリアノマネル

フォームポリスチレン

グラスウール

ロ y クウール保温板

木毛セメ ン ト板

- 嬢着力

〔モルタル割合〕

セメン卜: U'少= 1  2  水セメ ン ト比 6 5 % 

CG  L ポ ン ド調合〕

水 G L ポ ン ド = 1  :  2 01!:l 止比)

・物性

性 能

項 目

20mm 25mm 30mm 

フォーム奮皮

36 36 34 

( kg/ m' )  

重 量

1. 55 1.73  1. 91  

( kg/ m') 

圧紛強度

平均2. 5 平 ＡｾｊＲ .5 平詰] 2. 0

( kg/cm' )  

1111げ強度 7 テ平均86.9 7 テ一一一 タテ

( kg/c耐) ヨコ平吻57.2 ヨコ 一一一一ー ヨコ ーーー一一

熱 抵 抗

1. 10 1. 30 1. 65 

(  m'h.C! kcal)  

透温抵抗

300以上 300以上 300以上

( m斗l mmHg/g)

- 取り扱い及び施工上の注意点

(1)パタ材の間隔

パタ材の間隔は下記の通り施工距ifi います。

九 パ 7 ・ 般 本

( 25X 50)  
角パタ (60X60)

170 200 

(2) ジョイント部

ジョイント音11のパタ材は下図の通り施工願いま

す。 へ リア パネ

凶 凶 凶 | 凶 凶 叶寸

_l _ 170_l _ 150J 50↓5L  150_j _ 170J 竺

(  'lll![mm) 

( 竹図三夫/ 建材委員)

連 築 と社会/ 1蜘 '1'I 211¥} 19 



l ニュース … … … … lん.

試験所の受託試験業務について

当財団では、大阪府吹田市の本所に試験室 5 室と事務局 2 室があ

り、そ のほか分室が大阪市北区、堺市、京都市伏見区、加古川市 の

4 ヵ所にあります 。

各試験所の受託 試験は次 のと おりですが、ほかに各種委員会を設

置して建物の安全性の審査や調査研究を行 ったり、 J I S マーク表示

許可工場に対する公示検査やコンクリート工法に関する研修会等も

実施して おります 。

1  ) 構造物試験室

この試験室には、構造部門、} ! a ¥，桐部門、土質基礎部門の 3 つの部

門があ り、 主な受託試験 ・研究の内容は 、次 のと おりです 。

a )位 ・梁 ・床板などの大72構造部材や当lJ 椛の実大試験 ・模型試験

b ) パ ネル類 、折半反の強度試験

c  ) 鏑矢板 ・説工板 等大型工事用機材及 び杭の強度試験

d ) サ ッシ ・手す り等の強度 ・変形性試験

e  )縮小模型実験による建築物の風圧係数や周辺風速の測定、建築物

に作用する j瓜圧測定

f ) 土質基礎 の各 種試験 ・調査

g )建物の耐力剰資 ・診断

2) 材料試験室

この試験室では、各種材料の物理H試験 化学試験や既存建物の耐

久性調査を行 っています 。

また、1 =1・材 の ア ル カリ反応性早期判 定試験方法 (GB R C促進法) や

コンク リート中 の 鉄筋J の非破壊腐食調査 (G B R C腐食モニタリングシス

テム ) 等試験技術の研究開発にも取り組んでい ます 。主な受託試験

内容は、次のとおりです 。

a  )建 物 調 査 … ーー・…… t負傷状況調査 、損傷 原因調査、診断 、対策立案

b )分析試験……・・ ・… -骨材、セメント、コンクリート等の分析

c  )建材試験… ・・・・… 仕上材料等の各経性能試験

d ) コンク リー ト試験 ・・ 1昆和剤、各種コ ンク リート の性能試験

3) 工事用材料試験室・分室

工事用材料試験室と 4 つの分室では、 主 として工事用材料の試験

を4すっています 。

阪府及び兵庫県の 「コンクリート工法に関する指導要綱」、京都市

の「工事の施工計画 及ひ"施工結果の報告制度」では、当所カ、試験実施

機関に指定 されています。主な受託試験の 内容は次 のと おりです 。

a  ) コンク リー 卜の 強度試験

b ) コンク リー ト用骨材 の品質試験

c  )鋼材の素材、継手音11の強度試験

d ) コンク リート 2 次製品な ど工事用材料の強度試験

4)耐火 ・防火試験室

20 挫築と社会/ l 990年 l2月号

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市 磯 白 台5一 日ー 1 干

電 話 ( 06) 872 - 0391 F AX ... ( 06 ) 872- 0784 

業 務 時 間 平 目 。9 Ｚ ＰＰ ｾ ＱＷＺＰＰ＠

土曜 日 ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  OO( 第 2 、 第 4 土曜休日 )

この試験室では 、建築基準法に恭つ いた耐火構造、| 坊火材料の 認

定試験や船舶の隔壁などの標準火災試験及び種々の耐火 ・防火性能

試験を行っています 。主な受託試験内容は、次のとおりです 。

a )柱・ 梁 ・床 ・壁 ・屋似等の耐火 試験

b )壁 ・防火戸等の| 幼火試験

c ) 内装材料のカス有毒性試験 、内装材料の防 火性能試験

5) 音・熱・動風圧試験室

この試験室は 、音響 ・熱笑験棟及び動風圧実験棟の 2 僚からなり、

とくに音響 ・熱実験棟は建物そのものが試験装置にな っています 。

主な受託試験 内容は、次のとお りです。

a  )音響透過損失 ・吸音率 ・床衝撃音試験

b )熱伝導率 ・熱抵抗 ・熱ni 1rc.縦i *試験

c ) オーディトリアムの音特設計及び音 ・熱の各種現場 iWJ 定

d ) カーテンウオー ル、|甘i仕切 壁の層 111] 変位追従性試験

e ) 外壁 、カーテ ンウオール、サ ッシ等の耐風圧強度試験 、気if ，: .水密

試験 、換気扇の風量試験

f  ) 防火戸の j品度ヒ ューズi主動機構の作動試験

'i i  I  [ 会計 一般l附 l
試験 受 託 事 務

附 造 物 試 験 室

材 料 ぷ 験 室

工 事 則 材 料 試 験 室

耐 火 日I}j 火 試 験 宅

音 ー然 ・動 風 圧 試 験 室

組織図

写真 財団法人日本建築総合試験所
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神 戸 市 集 合 住 宅 駐 車 場 整 備 基 準の制定と 実施

「集合住宅駐車場整備基準」

「集合住宅駐車場経備基準」は 、以上の基本的

な考え方に基づき平成 2 年 II 月15 日付けで制定し

たもので、今後、建築主、設計、施工者等の関係

者への広報を十分行うため一定の周知期間を置き、

平成 3 年 6 月 l 日か ら笑施することにし た。

ｾ， ｾ ｴ 柱内容は下記のとおりである 。

駐車場問題は神 戸市においても緊急課題とな う l耐の主 11良とし、底辺の底上げを行うこととする 。 (1) 対 象 30戸以上の集合住宅 ( 共同住宅及び

ており、市民からの駐車場対策への要望も高ま っ (2) 用途地域別基準値 約半数の物件が適合し 長犀 )。 なお、ワンルーム 7 ンンヨンについては、

てきた 。 こうした背景を踏まえ、公共団体とし て ている値を 目途とし、残り の半数を引き上げる基 30戸以上を対象とするが、 l絞卓場経備率の算定は

実地可能な施策を総合的に展開すべ〈、 H午年来、 準値とする。住居系は 3 0 %、商業系は 10% 、工業 3 戸を l 戸とする 。

鋭意検討を重ねてきたが、その総合的施策として、 系はサンプル数が少なく決めにくいので、住屑系 (2)  設置基準 集合住宅の敷地 が属する用途地

1)  駐車場整備地区の見直しによる地区の拡大 と商業系の中間値 を採用すること する 。 域と集合住宅の戸数に応じて、 表 - 2 の基準以上

2)  建築物に附置すべき駐車施設に関する 条例( 附 (3) 戸数規模別基準 対象戸数を 30戸以上とし の駐1)1場を整備すること 。

置義務条例1) ) の改正強化 たのは、本市がすて1こ制定している「開発指導要 表 - 2

3)  公共駐車場の建設聖芸術i 綱」 に基づく行政指導に恨拠を置き、} j l) に定める

4) 集合住宅駐車場準備基準の策定 税制有基準を制定するという基本方針によるもので

5)  駐車場整備型総合設計制度の新設

の 5 項目を 中心に、 l順次笑施していくことにした 。

この 「集合住宅駐車場整備基準」 もこうした総

合的施策の中の一環として位置づけ、建築主等の

協力をお Ａｾｮ いし、一定規模以上の集合住宅を建築

する場合には、一定割合の台数の駐車場を隊保し、

駐車場の設置に配慮、した集合住宅の建築を促進す

ることにしたものである 。

共同住宅における駐車場設置状況

今固め艶備基準の策定にあたり、あらかじめ、

集合住宅 ( 10戸以上の非木造共同住宅 ) の計画時

における駐半場の設置の現況について、昭和62、

63年度に建築確認を受けた物件を対象にアンケー

ト調査を行い、現状調盗を笑施した 。 その結果 、

公共凶体の焔行した大規模，建築物を除き、有効回

答を 得たものについて、用途地域別の駐車場設置

率の平均値は表一 1 のとおりとなっている 。

表 - 1 用途地域別駐車場設置状況

FFl i主目IJ 件 数 戸 数 fI 放 !t i:ol 1t;効率

全市 ( 除〈コンペ)

1  {主 66 1. 242 706 56. 84%  

2  f.主 145 4，180 1，689 40. 41 %  

li 二 居 169 3，814  1，252 32 . 82%  

j! I 商 86 1，993 375 18. 82%  

開 業 34 1，085 105 9. 68%  

w 工 29 704 245 34 .80%  

工 業 6  413  202 48. 91%  

30) 3 以上( 除〈コンペ)

1  !.土 7  362 149 41. 16%  

2  f.王 36 2，448 1，055 43. 10%  

住 居 28 1，496 520 34. 76%  

J斤 商 16  688 89 12. 94%  

商 業 13 674 35 5 .19%  

i¥' ， 工 8  334 107 32. 04%  

了 業 287 202 70. 38%  

工業地域については調査件数が少なく、正確な

実態の把握は困難であるが、駐車場の平均的設置

状況は住居系で 4 0 %、商業系で 9 1% であ り、こ

の結果 を踏まえ、血者{ 給基準の策定作業に入った 。

整備基準策定の基本的考え方

(1) 設置率 創設した i)，IJ度てーあるため 、その実

効性を重視し、目椋1il巨ではなく、平均的な設置率

に満たないような集合住毛の解消を図ることを当

ある 。 なお、 Ｑ ＰＰ 戸以上の大規キｾな物件では、実

態上 設置率が大幅に 上が っている状況にあるので、

30戸以上 - 9 9戸以下と 100戸以上のものとの区分を

設けることとする 。

(4)  ワンルーム・マンションの取り扱い ワン

ルーム ・7 ンン ヨンについて設置率が極端に低〈 、

全体の 3 分の l 以下の状況であり、かつ、戸当た

り敷地問椴が狭小となるため、その適用に当た っ

ては 3 戸分を 1 戸分と読み換え る基準を線用する

こととする 。

(5) 附置義務条例との関係 神戸市においても、

!i l 車場法に基づき ' 11ft 自主義務条例」 を昭和42年か

り施行しているところであるが 、当 該条例の改正

値化に際しては、 「非特定用途」のうち 、住宅の用

i主に供する部分を条例適用から | 徐くことにより、

集合住宅については、戸数を単位としてすべての

市域について、本経怖l基準で尉一車場の設置を義務

づけて いくことにする 。

「神戸市集合住宅駐車場整備基準」

(趣旨)

?1l 1  この繋 ｦ 市 ｪｾｩｾ｜Ｈ￬ 、神戸市開発指導要綱 Ｈ 昭和 ＴＵ

年10月25 日市長決定 ) の神戸市開発基準第45及び開発

事業に wう公共施設等の悠備に i刻する要綱第 15の規定

に基づき 、集合住宅に附出すべき! t l: '11場の護保j! こI却す

る恭準を定めるものとする 。

( 定義)

第 2 この ｾＱｬ￬ｩ 基準におい て 、次 の各号に 掲げる用語

の怠義は、当該各号に定めるところによる 。

川 ! k 合住宅共同住宅及び長屋をいう 。

(2) 駐11; 場監備率集合住宅の住戸の数に対する 重tI li

I41の! t E11i 台数のおl合を百分尊' で表したものをいう 。

(3) 建築主 集合住宅の挫築に関する工事の請負契約

の注文者又は請負契約によらないで自らその工事をす

る者をいフ 。

( 駐車場整備率の基準等)

第 3 ｾ合住宅 の建築主は、当該集合住宅の 敷地の属

する都市計画法( 昭和43年法律第 100号) 第 8 条第 l 汀i

tf:; 1 号に規定する用途地域 ( 以下 「用途地妓」という 。)

及びその i主戸の数に応 じて、駐車場慾備率が日IJ表に掲

げる数値以上の駐車場を当該i R 合住宅又はその敷地内

に終備しなければならない。ただし、当該集合住宅の

構造又は敷地の状態により市長がやむを得ないと認め

る場合において 、当該集令住宅の敷地からおおむね200

メートノレ以内の場所に当該基準に適合する駐車場を設

けたときは、当該集合13 毛又はその敷地内に駐卓場を

附置しないことができる 。

議 Eト ご 空
30戸以上 100戸以上

第 I ｾｦｩ 住居専用地域 30%  50%  

第 2 臨住居専用地域 30%  5 0 % 

住 居 I也 域 30%  50%  

1斤 際 商 業 地 域 10 %  2 0 % 

断 業 I也 域 10%  2 0 % 

準 工 業 地 域 20%  50%  

:仁 業 I也 域 20%  50%  

(3)  実施方法 「神戸市開発指導要綱」に基づく

事前協議 ( 開発行為事前審盗願書、集合住宅等建

設協議書) 、または 「神 戸市ワンルー ム7 ンション

指導要綱」に基づく協議時に実施する 。

終わりに

駐卓場対策はや)1戸市に| 浪らず、各自治体におい

てその対応に苦慮しているところであり、今後、

公民を 通 じての駐車場づく りが必要である 。

今回制定した神戸市の整備基準も、現下の状況

からは、これを最低の基準とご理解いただき、駐

車需要の実態に応じた駄車場の整備に、特段のご

配f琶をいただきたい 。

( 神戸市住宅局建築部住宅環境隈住宅環境係長/ 増 田 繁)

平成 2 年11 月15 日市長決定

2  集合住毛の建築主は、前庁lに規定するもののほか、

Ａｴ ￈ｬｬｩ 需要の実 態に応 じて批 ＱＱＱｾ 揚の設置に努 めるものと

する 。

(神戸市ワンルームマンション指導要綱との関係)

第 4 神戸市ワンルーム 7 ンション指導要綱 ( 昭和61

年 3 月26 日市長決定) の適用を受ける集合住宅につい

ては、期 11! J:品書告側! 率の1' ) ' 定に当た っては、同要抑制第 2

条第 2 号に規定するワンノレーム形式の{ 主戸 3 戸を l 戸

とみなすとともに、同夜一綱第 8 条首¥2 号に規定する外

来用の駐111場を駐車台数に含めるものとする 。

( 集合住宅の敷地が 2 以上の用途地犠にわたる場合

の措置)

?1l 5  ｾ 合 住宅の敷地 が Ｒ 以上の用途地域にわ たる場

合については 、当該敷地に占める llii 械の割合が最大の

HI 途I也抜に当該敷地の全部が属しているものとなみし

て、この繁制11基準を適用する 。

( 施行細 目の委任)

第6 この準備基準の箱行に| 廻し必要な事項は、住宅

局長が定める 。

|附MIJ

( 施行期 日)

l  この笠備基準は、平成 3 年 6 月 l 日から施行する 。

( 経過措置)

2  この艶備基準の施行の際現に神戸市開発指導要綱

による協議が行われている集合住毛については、この

ｾ，ｉ［ ｈｬ￭ｩ 基準は適用しない 。
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ミラノ大聖堂

西 洋 中 世 の 大 聖 堂 な ど は 、 完 成 ま て ¥ 何 十 年 も 何 百 年 も か け て 造 営 さ れ る こ と が 多 か った。 そ の よ う な

例 の な か で 、 ミ ラ ノ の 大 聖 堂 の 造 営 は 、 特 殊 で あ る 。 1386年 に 古 い 教 会 堂 を 壊 し て 、 そ の 上 に ゴ ッシ ッ

ク風のラテン十字平面形で、 5 廊 式 の 大 聖 堂 を 建 設 す る こ と が 開 始 さ れ る 。 しかし、 1800年 頃 に な って、

ょ う や く 西 正 面 フ ア サ ー ド 等 が 最 終 的 に 決 定 さ れ る に 至 る ま で の 長 い 問 、 中 世 ゴ γ シ ッ ク様式、近世ノ〈

ロ ッ ク様式、折衷様式的発想、のゴ ッシ ッ ク ・リウァイヴ、ア ル 風 に い た る 、 い わ ゆ る 古 典 的 秩 序 を 尊 ぶ 理

性 主 義 と 、 心 情 の 直 接 的 な 表 出 を よ り 強 〈 願 う ロ マ ン 主 義 と が 、 中 世 以 来 の 建 築 技 術 の 基 本 姿 勢 は 変 え

る こ と が な か った も の の 、 い ろ い ろ な テ ザ イ ン を 提 案 し 、 そ れ が 延 々 と 議 論 さ れ た の で あ る 。 こ の 大 聖

堂 を 巡 って 、 篤 く べ き 多 数 の 建 築 家 に よ る 、こ れ ま た 様 々 な 種 類 の 意 匠 設 計 案 が 知 ら れ て い る 。 こ の 過

程 の 全 体 は 、 建 築 技 術 と 、 カトリ ック教義と 、そ の 時 々 の 市 民 の 理 性 と 感 性 と の 、 す べ て が 関 わ る 壮

な 弁 証 法 的 モ ニ ュ メ ン ト と も 言 え よ う か 。建 築 技 術 が 目 指 し 、 奉 仕 す る と こ ろ が 、今 日 の よ う な 即 物 的

経 済 主 義 て な か っ たのである 。市 民 の 関 心 を 集 め る 建 築 の 計 画 に つ い て 、 十 分 な 建 築 的 議 論 に 、 正 面 か

ら 取 り 組 む こ と を む し ろ 避 け 、 物 的 に 実 現 す る こ と に も っぱら関心を寄せる現在の風潮を、 H寺代の差と

し て 済 ま さ ず に 少 し は 考 え 直 し た い も の で あ る 。 ( K . K )  

「エコロジカル都市」 宣 言

関 西 学 研 都 市 に こ だ わ り な が ら 、 本 コ ラ ム に 最 後 の 雑 文 を 寄 せ る こ と に な った。初 回 ( 7 月 号 ) に 学研

都 市 の 都 市 像 の わ か り に く さ を 取 り 上 げ た が 、 結 論 の 出 し に く い 抽 象 論 を 繰 り 返 す よ り も 、 聞 き 直 って

都 市 づく り の コ ン セ プ ト を 単 純 化 し 、 都 市 自 体 も あ く の 強 い 個 性 を 抑 し 出 し た 方 が 良 い の か も し れ な い

と恩Lうようにな った。

今 夏 に は 、 地 球 環 境 に 関 す る 世 界 的 水 準 の 研 究 や 技 術 開 発 を 行 う 、 ( 財 ) 地 球 環 境 産 業 技 術 研 究 機 構 も 設

置 さ れ た こ と で も あ る し 、 先 月 号 で ご 紹 介 し た 水 文 環 境 保 全 の 取 り 組 み も あ る 。 こ の あ た り で 「エコロ

ジ カ ル 都 市 」 づ く り を 宣 言 し て は ど う だ ろ う か 。保 全 す べ き 自 然 は 大 胆 に 残 す と か 、 太 陽 ・ 水 ・ j駄など

自 然 の エ ネ ル ギ ー を 徹 底 的 に 活 用 す る な ど 、 エ コ ロ ジ カ ル な あ ら ゆ る 実 験 ・試 行 を 行 う の で あ る 。電 気

自動車 ( ノ〈ス ) や ソ ー ラ ー カ ー が 住 民 の 足 と し て 走 り 廻 って い る 姿 を 想 像 す る だ け で 楽 し く な る 。排 熱

利用 に よ る 地 域 冷 暖 房 、 下 水 処 理 水 の 再利用も悪くなし、 。単なる思いつきで都市づくりはできないが、

成 り 行 き ま か せ は な お 危 険 で あ る 。 エコロジカル都市は、 21世 紀 の モ デ ル 都 市 ・実験者[1市 を 目 標 に か か

げ て い る 学 研 都 市 に と っ て 手 頃 な 都 市 づ く り の コ ン セ プ ト に な る の で は な か ろ う か。 ( H . B)  

建 設 の 時 代

世 の 中 、 何 で こ ん な に せ わ し な い の か 、 と ふ と 思 う 。 あ ち こ ち が 掘 り 返 さ れ 、 鉄 骨 が 立 上 り 、 槌 音 が 暫

く。 町 中 が 工 事 場 に な った か 、 と 息 わ れ る 盛 況 で あ る 。 あ る い は 混 雑 で あ る 。

1怖 か な た た ず ま い 、 と い う よ う な も の は 、 も う こ の 国 の ど こ に も な い の で は な いか 。

次々に開発が行われ、つかれたように効率への投資は止まることはなし、 。 そ し て 今 や 世 界 有 数 の 経 済 大

国である 。 も う こ の テ ン ポ を お と す こ と は 不 可 能 だ ろ う か 、 す る と 、 た ち ま ち 不 満 が 渦 巻 き 、 大 浪 乱 が

生 ず る に 違 い な い 。 時 の 勢 い は お そ ろしい 。

一 方 、 本 当 に 文 化 の 名 に ふ さ わ し い ま ち づ く り や 暮 し の こ と が い わ れ る が 、 こ の 開 発の ス ピ ー ド と 、 ど

こ で 真 の 調 和 を 見 出 す の で あ ろ う か 。

経 済 効 率 を 第 一 と す る 、 わ が 国 の あ り 方 に つ い て 、 今 こ そ 国 民 が NO/ といわなくてはならないのではない

か 。 走 り な が ら 考 え ず に 、 せ め て ゆ っ く り 歩 き な が ら 考 え る こ と が 必 要 で は な い か 。 で な け れ ば 大 切 な

ものを失うことになって、「文化国家」などということは、単に調子のよいかけ声に終 って し ま う の だ ろ

う。 (K. K )  

車と社会ーその 6 -

この夏、 44年 振 り に 生 れ 故 郷 の 洛 陽 ( 旧満洲 ・奉 天 市 ) へ 帰 った。 中 国 で は 4 番 目 の 大 都 市 で あ る 。 ま

づ 最 初 に 奇 異に 感 じ た の は 機 内 か ら 眺 め る 夜 の 街 の 暗 さ で あ る 。街 の 周 辺 に は 当 然 あ る は ず の 、 卓 の ラ

イトが織りなす赤と樺色のシュプールも無し、 。 そ し て 、 ふ る さ と の 第一 日は 芸 霞 の 如 き 自 転 車 の 通 勤 風

景 か ら 始 ま った 。 自動車はゆ っ くりとその聞を縫ってし、く 。長 年 の 熱 き 恕 い を 一 挙 に 吹 き 飛 は す 汚 な さ

と 自 分 の 成 長 を 忘 れ た ス ケ ー ル 感 覚 に 一 瞬 の 戸 惑 い を 覚 え る が 、 し か し こ の 道 路 も 周 辺 の 建 物 も 菅 と 同

じものである 。 腰をかがめて良〈見れば、街角の塀が、: 容が、そして線瓦の一 枚 ま で が 幼 き 日 々 に 繋 が

って当 H寺の自分に帰っていく 。ふ る さ と と は そ ん な 存 在 で あ る 。 こ の 街 も 近 い 内 に 中 国 人 の 街 に 生 れ 変

わるであろう 。半世作己の私の歴史の糊 ilTIlを 他 国 で か な え さ せ て も ら った。 自 国 の 都 市 で は 最 早 不 可 能 な

経 験 で あ る 。

都 市 は ど ん ど ん 変 っていく 。 一方 、 都 市 計 画 は 道 路 計 画 で も あ る 。 け れ ど そ の 計 画 が 幅 員 の 拡 大 で あ り 、

見 通 し の 良 い 道 路 で あ り 、信 号 や 標 識 の 設 置 で あ る な ら ば 、 こ れ は 車 の 視 点 で あ って 歩 行 者 の 視 点 で は

無 い 。 そ れ に も 増 し て 生 活 者 の 歴 史 の 、 文 字 通 り 道 づ れ と な る 道 路 に は も っ と 他 の 要 素 が 要 求 さ れ る 。

(c. Y )  
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総 論 I

建 築 用 素 材 の 変 遷

山 田 幸

1  . 土 と 石

人聞の衣食住に要する材料や用具は、まず天然に得られるも

のから出発し、次第に加 工度の高いものへと変化 していくと考

えられる 。 ここで は住 、すなわち建築についてその変避を見る

ことにする 。

地球上 、最も 普遍的に得られる 材料 として先ず土カ、あ り、地

域的にやや偏りがあるものの、同じく得やすい材料として石材、

そして木村に代表される植物性材料がある 。 これらは鳥獣の巣

作りに さえ見られるくらいであるから 、人類発生の当初か ら建

築( と言えるものがあったかどうかは分からないが ) 用材とし

て使用されてきたことは確実である 。現在知られている最古の

文明であるエジプ卜やメソポタミヤの遺跡では、既にこれらの

材料を適材適所に、巧みに使いこなしていることが知られる 。

そのうちまず土について少し詳しく見ることにしよう 。大地

から土を掘 り起こして、これ を天日で乾燥 して建築用 j、イとして

使用することを 思い つくのに 、それほどの時間を要したとは思

われない 。 もっとも 同 じ土を使用するとい っても鳥獣と異なる

ところは、人類がこれを煉五 ( ブロ ック) という形に力仁仁して

用いる こ とを着想したと ころにある 。 当初は土を因子状に丸め

て積み上げる程度であっただろうが、やがてこれを一定の脱絡

に統一するようになる 。すなわち日乾煉瓦の出現である 。 また

単に土だけを固めるだけではなく 、それに草や誌等の繊維質材

を加しえて練り 上げて固めれば 、土のひび書IJ れを防さ強度も 向上

することを覚えた 。 旧約聖書によればモーゼの活躍した時代、

既にそのような知識のあったことを示している ( 出エ ジプト記、

5 章 7 節他 )。 そしてこの知識は現在 の左官工法にも生かされ

ている 。更に土器の製法等に 刺激されたのであろうが、 EI ｾＧ￭ｬＺ煉

瓦を窯に入れて 焼 き、焼成煉瓦を作 った。焼成煉瓦の発 明が何

時頃であ ったかは分明でないが、 B C  7世紀、ユーフラティス

川 の 氾 ｾｊｾｬｩ に対 応するため、パヒロ ンの城壁カ 、 日乾煉主 し から が ｴｊ 求

煉瓦に取り替えられたことが知られている 。おそ らくその頃に

はこの種の煉瓦の大量生産が可能とな っていたのであろう 。す
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なわち煉瓦は、原料が入手し易〈、製法が比較的簡単で、しか

も火にも 水に も強い材料 として重宝され 、以来21世 紀 を目前に

した現代に到るまで使用し続けられる主要建材としての地位を

侃立したわけである 。

石材も自然、石の使用から始ま り、次第にこれを加工して用い

ることになる 。エジ プトのピラミ ッ ド ( B C  2500年頃 ) では、

本体を柏み上げる膨大な数の石塊の他に、表面には 一定の寸法

に切 って磨き 上げた もの、 内部の部屋は ナイル上流から運んだ

特別の花開岩で囲む等、使用 i宣i所によ って適当な使い分けを行

っている 。そして石材もまた 小谷IJ りにし て規格化すること によ

り、煉瓦と同様に普通の建築にも使用 出来るようにな った。

煉瓦または石材を柏み上げた 構造、すなわち組積造はこれ を

接合するモルタルや太ぽの性能の向上と 相{突って一般に頑丈で

l耐火的な建築を造るが、開 口部 を広くとる こと が困難で・ある 。

それは 、こ の極の構造が古くから主流となっていたヨーロ y パ

地域でも 「建築工事の歴史は 強度 を落とさずに壁体に大きな

窓をつくるためのたえざる努力の歴史であった J ( 飯田訳、ジ

ヤ ン ・ ジ ャ ンベル若 『 カテドラルを建てた人びと ｾ ) といわれる

くらい背心を要するところであ った。 この弱点はアーチ工法の

発明によ って許しく改善されるが、しかし如何 に補強を加えよ

うとも、もともと壁体に穴をあけることは建造物の弱体化に繋

がることは否定出来ず、 地震 多発地帯: 等では到底安全な構造と

はいえなか った。わが国では明治以降文明開化の掛け声に応じ

て亦煉瓦建築が流行したものの 、関東大震災を境に その使用が

急速に廃れたのはこの理由による 。 しかし組桔造ではアーチ工

法の延長 上にドーム ・ヴオールトの構造を完成させた 。 これら

の構造では l 位! の材料 ( この場合は個々の煉瓦または石材 ) の

寸法とは無関係に広大な空間をワンスパンで覆うことが出来る 。

純粋の組積造ではないが、ローマのパンテオン神殿は紀元 1世

紀にしてよく径45メートルの大ドームを完成していた 。

この 人'，' は、次に』止る各日付i 造が原目IJ として 1 材の寸法によ って

スハンがflillki) される のに 比 して 、ずi しく有利 と言わなけれはι

るま L 、。



2  . わ が 国 の 素 材 一 一木 材一 一

残る l つの主要素材である木村は、わカ、 IJi Iでは大袈裟に 言え

は有史以来用いられてきた建築素材で、その使用法は我々にと

って周知であるから、ここで制11部 の工法等に触れることはしな

い。ただ次にi A べる幾つかの間題点を指摘しておきたし、 。

木村の建築船体への使用法には、大きく分けて校倉 ( あぜく

ら Ｉ 造とＭｙｴｾ構造がある 。 木造建築 の 世界的な分布を見れは｜校

合法も結構多く 、北 ヨーロ ッ ノ ぞ ほか木村資 ｾｊｊｾｩ の世高な 地 域では、

住宅はじめあらゆる純U[ の，窪築に HU'I' J されている 。 ところがわ

が国では 、か つては木村資源に不足しなか ったにも関わらず、

歴史に見る限り校合は古代寺院の倉庫建築に限られ、住宅等へ

の応用は知られていない 。 その旦Il由としては、校合造はいわば

木材による品11fi'l 造であるから、基本的に煉1(.; 立等と同じ性質を

持ち 、そのことがわが固め風土に適しなか ったことが考えられ

る。 またヨーロ y パ等の校合を 見 ると、木 j、4と木材の合わせ目

に粘土や1 ;1を詰め込み、内部の気管性を! 向めようとしている 。

ところがわが国の伝承では、 i!u!.J支の変化による木村の収納 ・膨

張により、逆に屋内外の通気を調必する機能を WJ 待していた 。

この伝承は仰究の結果、単なる期待に過ぎず、そのような機能

を来たしていないことが判 1明した が、このことはいみじくもわ

が国ではどのような性怖の建築が期待されていたかを物語 って

いるように思われる 。

一 方、架精造は柱 ・ 梁 等制 ＱＱ 状の音 ｉｉｾ イを組 み 立てて割引本を造 っ

てし、〈工法である 。 その柱と梁で固まれた作の 中には、壁が付

けられ 、また は ｊｾ ｦＮ ｊ 口 として建具が ｩ 絞め込まれる 。 この場合、建

具に 構造的な力がかか らないことは勿論、 ｪＺ ｾ も力を負 担しない

非 lifi.J 力壁として扱われる 。すなわちこめ工法では、構造的な力

は全て柱 ・ 梁とい っ た骨組みカ、負担し、 ｪｾ ， ｲ や建具等は空間を ｼ 仮

定するために必要なものであ って、構造上必須の部分ではない 。

もっとも木造でも壁の少ない建物より多いも のの }J が地震等に

強いとされており、現行建築基準法はその与え }J を係 っている

が 、これは出来上が った結果としていえることであ って、日本

の通常の; 建築は壁をもともと IIII' J カ壁として立識していたわけで

はない 。 この点、組杭j主が盟休に力を持たせているのと全く発

想; ! が異なる 。そのために架構造では構造」二は曜を必要とせず 、

申111*且の聞は全て開口としても差し支えないわけである 。すなわ

ち「家の作りょうは夏を旨とすべし」という兼好の言 Ｈ ｲ 徒然 草ｾ )  

に最も適合した建築を造ることが出来、その意味では、組* 1 ' 1造

や校倉と異なり、架構造はわが風土に最も適合した構造法とい

わなけれは‘ なるまい 。

一方、その木造が火に出〈 、腐朽し払〈虫害にも| 耐えないこ

とはよく知られているが 、なお構造的に次のような制約がある 。

付組のうちの検弘叶司、すなわち梁は 一般に 1111げモーメントを受

けると考えられる ( トラスの陸梁は| 徐< )。 ところが木村の継手

で|出 げに耐える有効な手法はまだバ考案されていない 。 したが っ

て木造の架構造では、スハ ンは通常木材 1 Hの長さに制約され

ることになる 。 この点が、先の組杭造に 比 しても大ス パ ンの空

ｊｪ Ｇ ｉｊ を作りｾｉｦ，くしているのである 。 このことは、世界 枇大 の木造

主主築といわれる東大，']' :全立 ( 大仏殿 ) の柱聞でさえ 7 メートル

余 りにしか過ぎず、さき のノぞンテオン判l殿とは 比 i岐にもならな

い。 結局、架構造で大ス パ ン建築を可能にするためには、鉄骨

の登場を待たなけれは.ならなか った。

3  . こ れ か ら の 素 材

近代建築の出現を素材 I師から可能にしたのは、欽 ・コンクリ

ート及び方、ラスの登場によるとされている 。 この 3 砲の材料は

必ずしも新しいものとはいえず、鉄は人類が金1員総を使用し始

めて間もなく工具や釘ーとして主主築にも用いられ、コンクリート

は古代ローマの主要建材の一 つ ( 前出ノ f ンテオン、水道僑等に

はいわゆる火 山灰コンクリートが使用されている ) とされてい

たし、ガラスもまたステ ン ドグラス等として古くから建築に応

用されていた 。 それをこと新しく近代の材料として採り上げら

れるのは 、いうまでも なく産業革命以来の技術，' I" :*J i'，こよ って 、

これらが大量かつ安価 に供給されるようにな ったからである 。

その意味では ロンドン万匡|博覧会の水品宮 ( 1851年 ) 、ノf リ万博

の機械館やエフェル陪 ( 1879年 ) はやはり新時代の到来を告げ、

る記念碑として評価すべきであろうし、また 20世紀初頭以降の

オー ギュスト ・ぺ レーに代表 されるコンクリート造の作品も、新

しい H寺代の造形として記憶されるべきであろう 。

鉄 ・コンクリートそしてカラスのH寺代は、ある立 l床では現代

まで続いているといえる 。 もしそれに今後付け加 える新しい素

材を挙げるとすれば¥合成樹脂系統の材料であろうか。 この材

料は将来あるいは欽やカラス、場合によ ってはコンクリー卜と

さえと って替わることがあるかもしれない 。

しかし建築の素材として 、今一度、木と土とを見直すことは

出来ないものであ ろうか。 もっとも明治以前のように建築の全

ての需要 を木材で賄う とすれば｜資源供給の 面か ら ｉ ｾ ｉ 然破壊に

繋がるし、それで都市を構成すれば防災商からも問題を残す 。

また土に全面的に依存するこ とはわが国のように多湿の風土で 、

かつ地震の 多発地帯 では出来ない 相談であるし 、施ム函でも大

量需要に応えることが困型I fーである 。 しかしわが国では長い歴史

を通じて 、木と土と を巧みに使い こなして きたことも事笑であ

る。欽と コンクリー卜 の現代建築に占める 地位は 認めた上で 、

木と土との使い方が、 例え ばインテ リア の材料等として再評価

される 時代がやがて来る のではないか 、またそ れを使い こなす

ことにより 、わが風土にマ ッチした建築を創り出すことが出来

るのではないかと足l、われる 。

(ゃまだ こ うい ち/1剥凶大'下教佼工学博士 )
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総 論 II

外 壁 仕 上 げ 材 料 の 現 状 と 将 来

長 橋 英 彦

1  . 比 較 的 少 な い 外 壁 仕 上 げ 材 料

人間生活における建築の役割りは 単に 一つ一つの建物カ、持

つ機能や存在価値ばかりではなく 、側々の建物の集合と して形

成される地域空間 ( 街 ) ヵ、より安全で' 快適となる必要がある 。

街の 中に置かれる建物は古くからある建物や周辺環境 ・風土と

うまく調和を計りながら、見る者に大きな衝撃を与えようと設

計者は常に苦心する 。現在の過密化した都市宅問で、建物がそ

こにあることを 主 張するために大きな役割りを果すのが建物の

顔となる外壁で、これにより 一層のイ|百l性と斬新さを求め各種の

仕上げ材料が施される 。

1945年項までの外壁仕上げ材料は、その殆どが石材、磁器t質

タイ ル、左官モノレタルで、その後近年にな って金属ノ f ネル 、仕

上げ塗材、窯業系 パネルカ、加えられたが、合成高分子や化学繊

維、セラミ ックスと 言っ た材料科学の著しい技術進歩に比べ、

建築用外壁仕上げ材料の極頬は少ないと 言える 。

これは、外壁仕上げ材料にと って高温多湿な厳しい日本の気

象条件や地良 ・台風など自然災害の多い風土のもとで、建物の

期待耐周年数が 25- 100 年ときわめて長〈、材料に高い l耐久性

能が要求されること、また、欠陥や故障に際して補修 ・改修カ、

容易でなく多大な費用を要するなど、外壁仕上げ材の宿命と 言

えるも のが、新しい材料に対する使用者の取り組みを消極的な
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ものとし、過去の経験と使用実績に重きを置いた保守的な材料

選択を生み 、新材料の門戸を挟めているものと思われる 。

2  . 外 壁 仕 上 げ 材 料 の 現 状

設計者が建物の&11 となる外壁仕上げ材料を選定する際、およ

そ次のような検討がおこなわれる 。

0 意Itr.而 : 材料の色 ・模様そして材質感など材料からのイ

メージと建物固有のイメージが一致し、周辺の

環境とうまく調和し得るか 。

0 性能面 : rfo't候性 ・ifn'j 汚染性 ・|りJ 水性そして下地保護性な

ど材料の品質 ・性能に対する評価。

0 経済面 : 施工性を含めたイニシ ャルコストおよび耐久設

計を考慮した維持管理に関する費用の検討。

従来、仕上げ材の決定には高級感 ・独創性 ・感触性等の意匠

面での評価に重きが置かれたが、恒久的と考えられていた鉄筋

コンク リート の塩害 、アルカリ骨材反応、早すぎる中性化等に

よる早期劣化と建物の超高層化が大規模な補修 ・改修をきわめ

て困難なものとし、材料の性能面や維持管理ーを含めた経済同で

の選択肢をより重要な要素としているのが現状と言える 。

この性能面や経済面での材料選定に大きなウエートを持つの

が材料の耐久性能であるが、各材料ごとで異なる劣化機構、個

々の劣化因子の相乗結果として現われる劣化現象など材料にお



ける他の物性、例えば遮音や断熱、防露また構造に 比べきわめ

て定量化 し難い領域で、過去の経験や多くのデータにより Ifu. j 用

年数を予 illi j し、適切な維持管理に基づいた材料のl耐久性能の把

雌が必要と思われる。 ( 表ー 1 )  

そこで、現在広〈用いられている 4 極頬の外壁仕上げ材料に

ついて耐久性に関する性能面を 中心にその概要を記することと

する 。

石 材

石材は天然 、 に産するもので 、 その 舟 Ｑ 質 ・ Ｇ ｉ ｾ ニ能を人工的に 制 後 ＱＱ

する こ とは難しく、使用される場所での劣化因子を考慮し適材

適所を計るべき材料と言える 。

1940年以前における石材の使用は、 中之島図書館外壁に見ら

れるように、石材自体を構造体の一部とした組石構造であ った

が、鉄筋コンクリート造の発達と石材を薄い板状に加工する技

術の進歩により、壁面に張 り付けた仕上げ材としての役目のみ

を果すことになった 。

石材の張り付-rt 工法としては 大きく湿式と乾式の各工法に

分けられるが、湿式工法はコンクリート躯体と石材を引き金物

で連結し、裏面の空隙にセメントモルタルを充損する工法で、

エフ ロレ ッセンス、雨水による濡れ色の銭存 、シミの発生 、 ま

た、石材と躯体の異なった挙動によるひび害Ijれや剥離等多くの

欠点を有した 。これをなくすため裏面へのF R P (繊維補強フ。ラ

表ー 1 外壁仕上げ材料の種類と材料イメージ及び耐久性能

外 壁 仕 上 げ
材 料 の 持 つ イ メ ー ジ

仕 上 げ 材 の 具 体 例

材料の宅f [ 駕1
Q  匠 而j 何L 能

スチ ックス ) 加工、白地モルタルに答えてシーリング材の使用

等の改良が加えられたがエフロレ ッセンスの ffjlf，?fci に至らず、し

かもこの工法は、下段に頼んだ石材の裏込めモルタルの硬化後

でないと上段の和み上げl ができず、多くの l時間と人員を要し 、

また自重が全て下段に負担されるので積み上げ高さが制限され 、

建物の高層化に適用できない等の欠点がある 。

乾式工法は石材と副主体を L 型ステンレス金物で緊結し石材の

自重をこの金物が支えるもので、柔構造や鉄骨構造にも直接取

り付- けられ 、混式工法の欠点は悦ね解決された 、 しかしながら、

施工時の張り付け粘 j立が仕上げ面の平消さに ;μ 轡し張り 付 けに

熟練工を要すこと、高層建物においては風圧を考え石材や緊結

金物の強度その他安全性について十分な検討が必要で、より安

全性の高い工法として石材先付けプレキャストコンクリート版

が開発された 。

これは石材とコ ンク リー卜をコネクターやア ンカ一類により

物理的に緊結し 一体化 したもので 新宿に建設中の 200 m を越

える超高層建物「新東京都庁舎」にも採用され、現在求められ

ている高級感、自然志向、感触| 生と高耐久性、維持管理性など

により、設計者にと って最も魅力ある材料として今後も幅広く

採 り入れられるものと考える 。

タイル

タイルは石材同様古くから使用されている材料で、高級感、

両f 久 性 古E

I(i I  主 な 劣 化 l主I r  劣 化 阜t 象

-m企i岩 ( 御前三石 )

- 安 山 岩 ( 小 松 石 、 鉄 平 石 )

- 高 級 感 耐 久 性

- 凍 結 融 解 き 裂 ひ ぴ;lmiL

. l l ! 厚! 忌 1 ・ ｦ ｾ 車ｊｩ 1'1二

- 争11 高11.水 う〉

石 十イ - 砂 岩

- 粘 板 岩 ( 天 然 ス レ ー ト ) - 感自 然 触 志 性向 - 維持管理. 性

風 lヱ 汚 I l - o/ ミ

- ムー プ メ ン 卜 : エ7 ロレ ッセンス

蛇 灰 岩 ( 大 理 石 )

- 磁昔品質 7 イ J レ

.  ｲｾｾ 級感 書九 - き製 ・ひぴ; 甲lれ

.  :l:l i昔話 f' U イ J レ

- 感 触 性

- 面t {I.止1' t

『且 !主 - 争11 矧t

タ イ ル

[vq 三 一 イ ノ レl
- 本 物 志 Ji'J

- 耐 汚 染 性

- ム ー プ メ ン ト 争11 i長

小ロタイ ノレ

- 創 造 性

.  T J 也{呆 l迩 性

- 凍 結 融 解 - エフロレ ソセンス

モザイクタイノレ

- 薄 付 け 仕 上 塗 材 ( リシン状n;，.; 付 材 ) - 多 機 性 1 ・防 水 性

Ｍ熱 ・ ｩｾｾ 1笠
.  ・変 返 色 ・ 汚 れ

- 絞 層 仕 上 塗 材 ( 7 イ J レ状吹 付 材 ) - 斬 新 性 1 ・ 多 機 能 性

- 紫 外 w  ; ・光 沢 低 下

{ 士卜げ塗材

• J学 付 け 仕 上 塗 材 ( スタ y コ) - ソ フ ト 感 1 ・安 全 性

水 - チ ョ ー キ ン グ

- 各fol¥i世料 - 創 造 惜 下 地 保 護 性

- 水
Jl i. ;..叫t  - 浮 き ・ 剥l 離

際 峻 ・ l潟! l l 恕1 1  ・摩 耗 ・ひぴ拘lれ

- 焼イ. ) け v生装鋼- 1 &

• H! 自1) 性 - 耐 久 性 - 摩 .M; .  ｾち iL 

金 属 系

- ホ 一 口 ー 銅 版

軽 快 1忍 - 信 頼 性 回L .  t禁 粍

ノマ ネ ル

- ア ル ミ 板 ( 自 然 発 色 、 焼 付 け )

- 多 様 性 - 耐汚染1 ' 1 : 熱
. ，席 食

- ス テ ン レ ス 鋼f反

斬 新 性 Ｍ 維持匂耳ｾＮ性 - ( 表 面主主材 は 仕 七 げ主主材 と 同 じ ) ( 表 面 塗 材 は 仕 上 げ 塗 材 と 同 じ )

- 千タ ン合板

.  })II 工 科

- 応 力 変 形

- 強 度 低 下

主 主 業 系

• ill l
し 出 し 成 慰 セ メ ン ト 板 - 懐 古 訓

- 耐 汚 染 性

- 凍 結 融 解

き製 ・ひぴ; 刷れ

ノマ ネ J レ

• Ｎｦ ｩ 軒 ｉｾ セメントサイデ イング 村 Ｍ 粍↑ ｊ と Ａ ｾ
- 耐 久 性

- 二 酸 化 成 ぷ

胤 11: 

- サンドウィ ッチノ マネノレ - 材 質 ! 岳

- 施 工 性

- 水 分

( 表 I而格付 li 仕 | げ 牧 村 と 同 じ )

( 表 而 喰 材 は 仕 上 げ 牧 村 と 同 じ )
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意匠上の自由 j支の高さ、本物志向また躯体保護、 Im;j 候性などに

より、魅力ある材料として多くの建物の外壁仕上げ材として用

いられている 。

H) o年 11 月に北九州市で起きた死傷者をともなう大面和の争I j 落

事故は、私達建築に携わる者にと って忘れ世ff : ｾ、惨事とな っ たが、

この織な恭Ij 落事故はあちこちで発生しており、より{ i '((i 笑で安全

l立の高い張り付け工法および材料の開発が今後の大きな謀題と

言える 。

建物の外壁は日中又は夏季の祖度上昇により熱せられ、夜間

や冬季では逆に冷却され、各部材の層間で膨恨と収納による変

位が日又は年変化で繰り返される 。 これが材料層間に判断i応力

として働き、この応力が接着耐力を超えた H寺恭IJ 離とな って現わ

れる 。

1960年以前の圧着張りではオープンタイムの管理不十分、タ

イル袋足形状の不適正、タイル職人の ｏｾ き込み不足により、タ

イル単体が張り付けモルタルより禁IJ 孫する事故が多〈発生した 。

その後、改良圧紘張りや密着張りなどの工法やタイル長足形状

の改良が行なわれ、下地モ ルタルとタイルを含めた張 り付け層

の接着力は大きく改善され、タイル単体の年IJ 離は減少したもの

の、以前では比較的少なか ったコンクリー卜船体面で の年IJ 縦 ・争IJ

孫が見られるようにな った。

この様な剥離 ・華IJ 落事故を無くす上で今できることは、第 1

に 、タイル張り 付け用下地 となるコンクリート躯体の品質管理

に十分な注意をはらうこと 、具体的には刺島It . 剥落の原因とな

るキ裂、ジ ャンカ、巣 、コールドジョイント、打継さ不良、ま

た、下地モルタルの接着不良や塗り厚さの不均ー を招くもとと

なる、 1111枠高1f. .'¥1剤の残存、はらみ、目違いそして凸凹を無くす 。

第 2 として、タイル張り 付けに使用されるモ ルタルの品質と

して、優れた作業性はもとより適性な接着力と高し、耐久性を有

し、各秘ムーブメ ントに追従し得る変形能と 料品i性そし て熱膨

娠率の小さなポリマーセメントモルタルの選定が必要と考える 。

そして第 3 に、熱や湿気によるムーブメントを緩和させるた

め、タイル張り仕上げ層の厚さ方''' jに設けられる伸縮白地を柱

と壁の取り合い音1)やスパン中央部の、より有効な位置に適正な

間隔で配置すると共に、コ ンク リート躯体のキ裂誘発目地と 一

致させることが大切である 。

現イEタイル帰り付けの乾式化、 コンクリート船体に物理的に

緊結されたワイヤーメ ｹ シュや繊ｾＺｦｉＧシートを介したタイルリ長り

付け工法などと恭I j 落を予防する工法も笑用化されているが、よ

り一層の接着性と I(ri ;j 久性 を追求した ';lji 性を有するポリマーセメ

ントモルタルの開発が期待きれる 。 しかしながら、外壁のタイ

ル張 り仕上げには常に最I j 落と 言う危険性が 内不正しており、万一

年IH存率放が発生しても直接人間に被害の及ばない設計上の配慮

と共に、施工後においても定期的または臨時的な恭IJ離診断を実

施し安全の確認を行う事が重要と考える 。
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仕上げ塗材

一般に仕上げ塗料と 11乎ばれる材 料は欽音I1に塗布される塗料を

始め、日本工業主l ; I . 絡 ( J I S ) で示される薄塗 り、複層、 厚冷 1) の

各仕上げ権材、また広い立 l床での左官材料と多くの種類がある

が、ここでは現イl' 多〈用いられている必付け仕上げ塗材 ( リシ

ン:1犬11欠付け材 ) およひ1主用仕」二げ喰材 (  ;タイノレ状 l次付ーけ 材 ) を

中心に話すこととする 。

これら の仕上げ喰材はセメ ントモルタルやコンク リート面、

鉄部、 AL C板など多くの下地桜に美装性と下地保護を最大の目

的として塗布または l次付け され 、多様な色合いとテク スチャー

で自由度の高い安全かつ比較的安価な仕上げ材; j q . として、新築

・改築を含め各椛建物の外情に施工されている 。

仕上げ冷材の施工に際しては、下地の種類やその状況による

プライマーの選定、 F塗り、主材 塗 り、模様捻り、上塗りの各

工程での適正な r刷、オ選択と塗布量、工f EII寺間 11円州など比較的複

雑で高い村度の地工管型と技術が要求される 。この品質管理に

手孫ちが生じると汗き、年IJ 出I i そし て汚れの付析なとーの欠陥が生じ

1耐久性の低下を '] 1きおこす。

この械な有機系{ 上上げ恰材は、 1ft 布された初期j において最も

優れた' 性能 ・品質を有し、その後H寺間の経過と共に徐々に劣化

が進行するが、被終工起ていr余布される上塗り材 ( トップコート )

が最も劣化の ［ｪｴ ｾ 枠を受け易〈、従来用いられたアクリル系樹脂

やポリウレタン系樹脂ではおよそ 5 - 8 年で変退色 、チ ョーキ

ングの劣化が発生し、 i金り倖えを余儀なくされた 。

その後一層の Ifri.j 候性を持たせるため開発されたのが、常温乾

燥型フ ッ素樹脂やアクリルシリコン系樹脂の塗料で 、塗 り替え

周期を前者のおよそ倍に当る 10 - 15年に引き延ばすことができ

たが、これらもより厳密な地工と品質管理の上に得られた性能

と言える 。

この機な liu.j 候性仕上げ険料の開発と施工技術の向上ヵ、はから

れる 一方、コンクリートが宿命として持 っている乾燥収納ひび

割れ、そしてアルカリ' 同色村反応によるひび筈Ij れに対応するため、

コンクリートのひび割れに追従し r制限に破断を生じさせず雨水

の侵入を防〈コ"J.，，:/; た;lji 性 を持つ仕上げ冷材カ、開発され 、他の仕

上げ材料では何がたい多機能化へと発展しているのが現状と言

える 。

最近 では 外部より の雨水は遮断するが内部に発生した iii 気を

外部に放出する 透 ji ll 機能、 !1
1
' f 休の|呼吸性を阻害しない透気機能、

汚れの付活 を極力低減させた汚染防 止機能など多 くの機能を 付

加した新しい仕上げ冷材が開発されている 。

金属/ ¥ネル

意匠而での独創性や t祈新性、軽快感、性能蘭での耐久性や信

頼性そして維持管理! と施工の容易性が受け入れられ、ホテルや

インテリジェントビルなど多くの建物の主にカーテンウオール



用外壁仕上げ材として使用されている 。

金属系ノ ぞネルの歴史は浅く、 1950年代の末に表面に焼付け冷

装を施こした冷装鋼板が使用され、超高層の i唱と言われた辺ヶ

|共l ビルが建設された 1960年末項より、塗装鋼板はじめアルミや

ステンレスの|耐食性材料が素地に近い状態で用いられるように

なった。

金属パネル外壁の耐久性としては、エポキシ粉体塗料やフ ッ

素樹脂焼き付け 塗装の出現による表面像装材やラミネート材の

高Im.J 候性化、また、 l耐腐食性金属材料の開発等によりその liu.J 久

性能は著しく向上したが、高IJ 資材としてノ f ネルとパネルの接合

音1¥に用いられるシーリング材の早期i劣化が大きくクローズア ッ

プされた 。

シーリンク材の主な劣化因子としては、熱、紫外線、オゾン

などがあるが、高層建物では目 地 に生じるムーブメン トが大き

く 、 シーリング材自体の凝集破断や接着而での界面ｾ皮断が早期

に発生し漏水を招〈結果とな った。

そこでこの厳しい使用条件下に耐えるため、シーリンク材 の

低モデュラス化とより 一層の密着性を得るためのプライマーの

開発が行なわれる 一方、シーリング材の材料特性に 応 じた使用

法の研究が進められ耐候性に優れたシ リコンシー リンク材使用

の適応性が確認され大きな改善が符られた 。 しかしなカ、ら、有

機材料であるシーリング材は経時的な劣化を免がれるものでは

なく定期的な打ち替えを要し、より雌笑で自由な目 地幅による

立匠性の高い パネル構成を得るため、現在ではオープンジョイ

ント工法が多〈採用されている 。

3  .外 壁 仕 上 げ 材 料 の 今 後 に つ い て

今後の外壁仕上げ材料の開発や使用に当た って要求される項

目として、大きくは次の 3 項目が重要と考える 。

0 材料の高耐久性化。

o 施工の簡素化と省力化。

0 多品種少量生産。

日本の高度経済成長と記録的な好長気により建設産業は感況

を極め、大都市 では土地の高度 利用からますます高層 化 が進み

横浜には高さ 300 m に達する超高層建物の建設が進められてい

る。 また 地方の各都市においても多数の新規建物が造られ 、今

後も建築スト ックは増加の一途をたどるものと考えられ、これ

にともな って建物の老朽化も深刻な社会問題となろう 。

建設省による社会資本の維持管理に闘する報告書によると、

維持管理費が公的投資額に占める告IJ 1) 合いは 、今後の投資制の1111

び率によ っても異なるが 、投資傾の伸 び率を 2 % と仮定しても

21世 紀 初 頭 (2005年頃 ) には 50% となり、既存建物の維持管理

に莫大な費用が必要となる ことが明らかである 。

同時に人々の住に対する関心、の高まり、すなわちより良い瑞

境とより良い都市空間への欲求がこれに拍車をかけ、より安全

で信頼性に 高む高 Im.J 久性材料の研究 ・開発ヵ、一層重要とな ろう 。

キケン ・キタナイ ・キツイ の 3 K により、建設産業への 入職

人口は年々低下の傾向を示し建設労働者の量的な不足と向齢化、

そしてこれにともなう技術レベルの低下はすでに建設業界に重

大な影響を及ぼしており、改善に [II J けて多くの努力ヵ、なされて

いるが速効的な解決策は見出し7 i 1 f，ぃ状況と 言 える 。

従来の左官作業を始め、乾式 ・出式による石材の帰り付け工

法やタイル恨り工法、そして仕上げ 塗材の l次付吋作業などに比

られる経験と、高い技術レベルを要する作業内容をできる| 以り

簡素化し、高齢者や女性また 経験の浅い人々にも十分前総し伺

る、安全かつ清潔で腕力を必要としない作業環境の笑坑こそカ、

j解決への第 l 歩と考える 。

そのためには、すでに開発が進められている u欠付作業のロボ

ッ ト化、そして石材やタイルの先付け プ レキ ャス卜コ ンクリー

ト版のように、外壁仕上げ材料の工場生産化率の向上や際準化、

また施工現場で の ロボ ッ ト導入による省力化と 簡使に使用で き

る小 型搬送機と 言っ た施工機器の開発が必要となろう 。 これら

のこ とは、単にハ ー ド函の研 究 ・開発ばかりでなく、施主 ・設

計者をはじめ現場管理者や作業従卒者のソフト面、すなわち意

識改革が何 よりも重要かと考える 。

次に 3 つ自 の課題、多品種少量生産についてであるが、総と

しての建築から 芸術としての建築へと人々の欲求はますます高

度化 し、より美しくそして他と異な った個性への志向は、材料

の多様化 、高性能化 ・多機能化への要求を高めることとなり、

工業技術の進歩と村; j q手ヰ学の発展により、一層進歩するも の と

考えられる 。

これは先に述べた施工の簡素化や省力 化 また材料の徴税化と

矛盾すると同 H寺に、新しく開発された材料の使用に| 際し ては 、料

水| の物理的な Ifu.J 久性と 言 うも のがいまだ不明石定な訪問地j を|人l イ(

し定量化 L ;i lf 'ぃ現状においては、過去の経験や実相を生かし、

材料に対する知識と信頼すべきデー タに裏打ちされた材料選定

が不可欠と考える 。

以 じ 与えられたテーマである 外壁仕上げ材*' 1. の現状と今後

について 、筆者の関係する材料の l耐久性能を 中心にその概観を

まとめ記述したが、僅かでも読者諸兄のお役に立てば幸いであ

る。

( ながはし ひでひ こ/ 附日 本ill 築総合試験所材料試験: セ宅Li 代 理 )

〔参考資料〕

・ 公 ｦｲｦｾ 信雄・お可処 築 ｦＪ 全 、 ＱＹ Ｘ Ｙ ・ Ｙ 、 ｎ ｏＮ Ｖ Ｑ P. 87  

- 山本正之・グ イノレ 句主I! 築保全、1990 . 5 、N O.65 P.83 

- 十代聞知l三 、鰍波辿 太郎、林好i E : 外装タイ J レ長 1) R C 壁の 欠II({， とilli 修 挫 築

士、 1982 ・4 、5 、6

- 総! 木発 " 吹付材の耐久性 . ｾ 佳 築の ｦ 主柿 ｉ ・ 地 工、 Ｑ ＹＸＳ ・ Ｘ 、 ｐ ， ＲＵ

- 馬場明生 往築地工にと って新校I;.j とli Mか建築の技術・地工、 1990 . 8、P. 73

・白山手口久 建築物の耐久設計の巧ぇ)y" FI NEX 、1990 ・3 、P. 59
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各論 I ・素材の現状と動向

石

池 野 忠 勝

1  概要

最近街を歩けは、、あちこちにホテル、テ‘ パート、オフィス、銀行、

地下鉄、商庖街などの建物がた てら れ、その壁や床に世界各地から

集められたいろいろな種類の大理石やミカゲがふんだんにイ変われあ

たかも石の博物館のようである 。

例えば世界一赤いスウェーデンの赤ミカゲ、貝がら状の長石が青

白くきらめくノルウェーのブルーのミカゲ、直径数センチのボール

状の結晶の見られるフィンランドのブラウンのミカゲ、磨けば真っ

写真 右種 カナダ産ポリクロム ジ ェ ッ ト仕上 (京都府京都文化会館)

P  .50カラーページ参附

3 0  建築と社会/ 凶90年 間 号

黒で鋭のように顔の映る南アの黒ミカゲ、表面がザラザラしてレン

ガ色のしているインドの砂岩などホ所かわれば品かわる、で産地に

より顔つきも色もみな違いがあり、ビルの谷間を歩けばいろいろな

石材が外国へ行かずし て見ることが出来る 。

このように世界各地の石材が大量に使われるようにな ったのは経

済的理由による高級、本物指向、最近の異常とも 言える土地の高騰

による使い易さもさることながら石材そのものが持つ自然的な風物、

強度、耐久性などが見直され、それに採掘技術、輸送手段の発展に

より必要な色、柄、大きさのものがどこからでも入るようにな った

こと、加工においてはダイヤモンド工具の出現、自動機の開発など

により量産が可能になり、施工面においても真鍛線などの引金物で

石材を躯体に結びつけそれにモルタルを充填する湿式工法から石材

を直接躯体に金物で取付けモルタルを使わない乾式工法、工場で型

枠にアンカーのセ ッ トした石材を並べ鉄筋、取付けのための埋込金

物をセ ッ トしてコ ンク リート を流し込み大きな壁を 作る石貼 PCカ

ーテンウオール、石材を何枚も日占りつけ出来る構造の金属フレーム

に石材を乾式で貼り付けるフレーム式カーテンウオールなどが開発

され工期の短縮、コストの低下、品質の確保ができたためと恩われ

る。

また最近では石材を数ミリの厚さに切る技術も確立され、それに

アルミのハニカムコア一、合板、プラスチ ック等 を貼りつけ、重量

は従来の¥; 3- ) ; ，i 、 l曲げ強度も 3 倍以上、 l 枚の大きさは 1200 ミリ ×

2400 ミリのものも作られており、手作業の多い現場作業で大板が貼

れること、今迄重くて使えなか った船舶、車綱、エレベータなどに

もイ変われるようにな っている 。

現在石材の利用範囲は建物の壁や床などの建築用材、河川の護岸、

石垣、公園 、舗道など土木 景観材として墓石 、記念 ｍｾ 、彫刻など工

芸品、装飾品として戦時中鉄の足りない時代替品としてイ変われたが

最近になってその物性が見直きれ使われている精密石定盤、マシン

ベースなどあるが今回はその中て種類も多〈著しい伸 びを見せてい

る建築用材、主として大理石、 ミカゲについて述べてみたいと思う 。

2  建 築 用 石 材 の 分 類

建築用石材としてよく f変われるものを分類すると次のようになる

「変成岩( 大理石、蛇紋岩など)

「天然石ート火成岩 (花関岩、斑硝岩など)

|  水成岩 (砂岩、凝灰岩など)

建築用石材→

. 大理石

，- テラゾー

」人造石→

」擬- 石

一般に大理石と呼ばれる中には蛇紋岩も含み、これらを総称して

大理石と呼んでいる 。

色調は白をベースにアイ ボ リ、黒、グ リーン、グレイ、ピンク色

等ありミカゲと違い模様にな って表れており人工では出来ない仕上

材として広〈使われている 。

表面仕上の方法として本磨、水磨 (艶消しともいう ) 、ノミ仕上、

サ ンドプラス ト( 又はショ y トプラスト ) 、スクラ ッチ仕上があるが

ほとんどは本踏の状態で主として内装に使われる 。

一般に大理石はミカゲに比べ物性が劣 っているように思われるが

吸水率、空隙率についてはミカゲよりも 小 さく、このことは寒冷地

て、の凍結に強いことを示している 。圧縮、 曲げに対する強度もミカ



ゲと同じかそれ以上あり単なる化粧材としてでなく構造体としての

性能も充分持ち合わせている 。 ただ炭酸カルシウムを主成分とする

ため水にとけやすく、そのため本謄したものを外部の風雨にさらす

と半年 - 1年で光沢が消えてしまうことがあるが浸蝕するほどのも

のではない。

外装にふんだんに f変われている諸外国では何十年もた って 1 ミリ

前後の減りと 言われている 。ただ最近の自動車等の排気ガスが原因

と言われる酸性雨の影響てそのテ ンポは以前に比べて相当促進され

ているがこれを考えても外装用として充分耐えることができ、どち

らかといえば浸蝕より汚染の方が問題とな っている 。

現在日本で使われている大理石 ( テラゾー用砕石は除 <) はほと

んど輸入されてお りそ の主なる輸入先は 1989年の実績で全輸入量の

6 0 %以上を占めている大理石の本場イタリアをはじめギ リシャ 、ス

ペ イン、フィリピ ン、ユーゴスラ ビヤ、ポルトガルなど 20ヶ国にま

たがり我が国へ入 っている種類だけでも百数十種に及んでいる 。

. ミカゲ

正式の名称は花筒と呼ばれる 。花関岩は火成岩の深成岩に属し、

浴融状態にあ った地球内部の岩撲が深所において凝結したもので石

英、長石、雲母よりなり硬く、耐久性に富み、色調は白、赤、黒、

グレイ、ブラウン等があり均ー なものが比較的大量に確保出来る 。

表面仕上の方法として本磨、水磨、荒摺、バーナ一、ノミ、制肌、

サ ン ドプラ スト 仕上があるがそのほとんどは本磨かバーナー仕上で

ある 。

バーナー仕上は LPGの燃料と高圧空気を使 って火炎視度2，OOO'C

表 - 1 全 国 石材給入統計 (111位 トン 一万円)

1988年 1989年

数 量 金 額 数 量 金 額

大 理 石 127 ，895 1. 884，457 147，895 2，164 ，009 

ト ラ パ ー チ ン 10，303 92 ，958 18，916 130 ，829  

7E 1品 岩 1，376，219 6，161 ，184 1. 728， 394 9，252 ，001 

大 泌物 統計より

表- 2 石材の化学成分 (i11位 % )

佳 駿 般 化 鉄

暗7JA化レミ1，ニ0ウ2 ム Y，AOCJ耐レaCy0ウ2ム 惜マ イグ ｍ 事ｾウ Ｒ ム 暗チT 化タ; 0ンB  暗ナN化トリ. 0ウzム

jえ般 ガス

Si O， F' e:0 3  C O， 

広助県産

71. 38 4，91  14 ，32  2，16  0. 24 0. 22 3，52 

7E尚岩{ 剖

市 7 産

54 ，12  9. 70 15，88 9. 38 6，73 0，46 2，53 

庇日園岩{ 劃

イタリ 7 産

0，23 0. 03  0，12  5. 1. 44 2，25 0，02 42，59 

大理石( 自}

崎 玉県産

24 ，15  4，49 1. 02  23，90  21.30  0，02 0，24 17，53 

蛇紋岩( I l l

イ7 リヤ産

51. 01  0. 80 4. 58 22，14  0，07 。10 0，52 16，76 

砂岩{ 劃

栃木県産

71. 43 1. 41 11. 80  1. 64 0. 75 0，11 2，91  

唯灰岩(貫土)

表 - 3 石材の物理 的 性質

見掛比率

吸 水 準 圧縮強度 IUI げ 強 度 硬 度 間医粍 量 線 膨 張準 熱1孟理事準

(% )  (kg/cm' )  (kg/cm' )  ( ショア )  

広 品県産

2，64 0，20 1432 1040，0  105 
花尚岩{ 曲

l t l 7 産

2，86  0，12 2848 201，0  104 

日E削岩( 艶

イ1' 17産

2，68  0，10 1240 186，0  45 
大理石( 自}

崎玉 県産

2，76 0，34 1124  144 ，4  69 
蛇紋岩{ 凶

イ1'1ヤ産

2，29  4，60 222 26，1  

砂 岩 ( 里j

栃木県産

1. 99 18，20 89 

曜臣官 (貰土l

試験 方 法

牢比盤、吸水車、圧縮強度については JI S A  5003 r石 村J による .

本 IUI げ強度 については J IS A  5411 r テラゾープロ y ク」 による .

* 破! 度については J 1S Z  2246 r ショア 硬度試験法」による .

(. . )  ( x 10-'/'(;) 

0，13  6，5  

0，02 7，89 

0，41 7.96 

* 増置耗ヨドについては JI S A1451 r控築材料且び処理E権 成 部 分J の摩 耗試験方法J による.

* 線膨張率については J IS R  2207 r耐火煉瓦町勲1111線膨張率的試験方法J によ る.

(Kcal /mh'(; )  

2，30  

2，09 

* 熱伝導率についてはJI S R  2618  r耐 火断勲煉瓦町斜線法による伝導率 的 試験 方 法J による .

前後の火炎を板石の表面に直接短時間吹 きつけて石材の結晶を破壊

させラフな仕上商を作る仕上方法である 。 この仕上方法は ミカゲの

中に 含まれる石英分が熱により膨張、爆裂するもので大理石など石

灰質のものでは不可能で石英分を多〈含むミカゲ石に適用される 。

バーナー仕上は同 じ粗商のノミ仕上のように仕上面が白くならず石

の持 l床を充分に表現出来る仕上方法である 。

現在ミカゲについても建築、墓石用合せて80%以上が輸入に依存

しており 主なる輸入先は全輸入量の約3 0 %を占める斡国 をはじめイ

ン ド、中園、南アフ リカ、カナダ、ポルトガル、 アメ リカなと‘ 約30

ヶ国から入 って おりその種類は 2 百数十種に及ぶ。

圏内の産地とし ては稲田 (茨城) 、北木 ( 岡山) 、議院石 (広島)

など白系統の ミカゲが出されているがその比率 は年々減少している 。

最後に最近の建物を見ると高級で個性的な どこにもない建物、す

なわち高級化、個性化、 差別化の現象が随所に見られ、そのために

石材の種類も多〈、形状が複雑になり、仕上についても l 枚の板石

で 2 種類の表面仕上をすることもあり加工そのものが以前に 比較し

むづかしくな っている 。 また施工面に於ても湿式工法( 総ト 口、 帯

トロ) 、乾式工法、石貼P C工法、フレーム工法な ど貼り つけたものを

表- 4 石材の一般的 性質

耐 薬 品

高 温 100'(;

耐 火 性 .，1 風 化 耐 摩 耗

水蒸気圧下
能 アルカリ

750'(; を 組 え

砂 岩 ( 硬) と

強い、その内 大変強い、硫

花 尚 岩 ると 1;( ら1;( ら 風化に強い 雲母が早〈分 1町が除々にと 比較的強い

に lul 耳目する .

同 じ ( ｾＮ皇、、
解 す る ける

斑 削 岩

7Ellll'<i とほぼ

風化に帽iい

強いが花尚治 7E閥抗よりや

7EI司おと l司じ 比較的強い

Iii J じ より曲目い や弱い

800'(; 前世で石版

水に的解

大 理 石 化、花幽岩内よヲ

消失する

日甘 い 大変弱い 強 い 反応しやすい

に崩壇せf

蛇 紋 岩

大 理 石 と ほ ぼ 大理石より強 大理石より強 7 グネンウム 比較的強いが

同じ
、、 ，、

がi & 脱する 硫賞がとける

常温て' 生成し

砂岩 ( 硬) 硫貨が除々に

砂 岩 ているから弱 風化に強い

花 I曲岩と同じ

大変強い

とける

反応し難い

，、

議 灰 岩

1200'(; 桟 度 唖慣のもの強い

蛇絞岩程度 強 い

硫賞。が除々に 五:t L 反 応 し ゃ

温度に耐える 世曹のもの輔い とける すい

表- 5 表面仕上の種 類 と可否

本 隣1) : 1-， 艶摘 し仕 上 ｉｾＭ ナー仕上 ノミ 1'1:上

サノドプラ

野而仕上

チム ンソ

iI'い出L仕上

スト仕 上
仕 上

大理石 ( 1t 蛇位岩)
。 。 。 。

花園岩 ( 昔車町宮)
。 。 。 。 。 。

砂 石
。

ι  ι  
。

投 灰 岩
。

ι  。 。

テ ラ ゾ ー
。 。

世 石 &  
。 。 。

( 注) 艶消し {上上は別名水l自仕上又は F 仕上とも呼ばれる .

企印 に 付いては特 "11な場合同日上 方 法 で一般に行なわない.

見ただけではなんら変りないが石裏では種々の取付工法が採用され

て管理を複雑にしていることもたしかである 。

今後は石材そのもの及びそれに付随するシール材、取付金物等の

材料特性を充分研究、理解する必要があり、現在問題になりつつあ

る施工後のメンテナ ン ス ( 汚れ、剥落等) についても計画段階から

充分配慮、していただく必要があると思う 。

( いけの ただかつ/ 関 ヶ原石材側取締役企画部長)
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各論 I ・素 材 の 現 状 と 動 向

タイノレ

辻 孝二郎

1. 外 装 タ イ ル に つ い て の 考 え 方

焼き物として外 装タイルが使用 される 時、その建築物の表面を保

護する機能もも っているが、むしろ原料 としての粘土の可塑性や、

色の豊富さから多様に使用されてきたと思われる 。 ビル建築の70%

以上に何 らかの形で外装タイルが使用 されているのは、い ろいろな

表情を 作り出すことのできるその自 由 さにあったと 思われる 。建築

の個性化時代 を迎 えて、 外装タイルは多量に使用されているという

より、「多様」に使用されていると考えられ、これからもいろいろな

建築に迎合できる素材 として 、その表現力 を拡大できると J確信 して

いる 。 また建築物 の表面に使用される外装タイルは都市景観を構成

する主要な素材 でもある 。景 観構成の上で視覚的に影響力の大 きな

素材 であ り、 この而から素材の適合性が、 問われる ことも増加する

ものと思われる 。

当社の基本理念として 「環境美の創造と提供」をかかげ、者[1市美

の観点から 、事業推進を行な っている 。

主ii なる商品作り ではなく、 都市景観も踏まえながら 、商品を考 え

てゆくことも 、 課題とな っている 。 また外装タ イルは、消費財のよ

うに工場出荷 品が 商品ではなく、施工されてはじめて商品化 される 。

商出1 としての質は施工の質を伴な ってはじめて 「良品」 となりうる 。

2  . 外 装 材 と し て の タ イ ル の 歴 史

(1)  建築の表面を仕上げる 「焼き物」としてとらえると、明治末頃

からの 「テラコ ッ タ」があり 、建築様式と深くかかわりながら施工

され、減少しつつあるが多少現存している 。焼き物が建築の表層を

自ilj るものとして、あるいは建築様式をも表現する素材として 、重要

な芳、l床をも った最初であ った。 お りしも日本の建築が、石造や煉瓦

造から、鉄骨造、鉄筋コンクリート造へ近代化する真只 中である 。

テラコ ッタの製造や施工にかかわ った人々にと って建築の 中に、焼

き物が圧倒的な表現力を見出せた至福の時代であったように忍われ

る。 澄みき った青空の下で現存するテラコ ッタ建築物を見る時、宗

教的昂揚感に近いものを感じるのは 、焼 き物にかかわ っている放で

あろうか。製造者の手のぬくもりや、府ざわりをディテールに残し

ながらも建築総合としての圧倒的 なi構成カを見ることができる 。 し

かし、このテラコ y タ建築も、モ夕、ニズムや無装飾化の建築の大き

な流れに 抵抗する ことなく消えてゆく 。現在、テラコ y タの本格的

な復権はな っていないものの保存や修復が増加しており、当社が

1934年 (昭和19 年 ) にテラコ ッタを納材し、竣工された静岡市庁舎

の修復工事に 、約50年ぶ りに参加した。
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過ぎ去 ったものへの回顧だけでなく 、建築との密接なかかわりを

もった素材としての 「焼き物」テラコ y タは、今後とも私達に大い

なる示唆を残しているように思われる 。

写真は修復 なった静岡市庁舎

(2) レンガの代替的な使われ方としてタイルは関東大混災以降に使

用 され現在に 至 っている 。形状を表わす 「小口 平」は、レン方、の短

手コパ面寸法 を示 し、 「二丁掛」 は、長手のコパ而l を表わしてお り、

タイルの生い立ちを物語る 。; t i _，#瓦造から 、鉄筋コ ンク リー 卜への建

築の近代化と ともに 、普及し、定着した。現在もレンガ外装が多〈

見られるオランタやイギ リスと 比較すると 、 レンガのスライス形状

とも いえるタイ ルが普及したのは、きわめて日本的 と息われる 。 ま

た、一定サイクルでレン" / J の持つ l味わい (土の l床) や色が見直され

るのもタイルの生い立ちとともに興味深い経過である 。今後ともタ

イルの表現のモチーフであり、現在は、 旧来のレン方、色とは異な っ

ているが、微妙な土の風合いや、砂の風合いをも ったタイルが使用

されている 。

(3)  外装タイルの一般化は束京オ リン ピック前後からとも 言われ、

それ以前に改良された施工法が、普及力とな ったと 言われている 。

またオイルシ ョッ ク後の7 ンション 等へのタイル施工の普及は 、更

に一般化 をすすめ、外装タイルとして定着化 したように恩われる 。

現在、乾式工法が開発され木造住宅へもタイルJ ! 占りが可能となり、

木造住宅へのタイル施工が急激に増加l しているが、当 11寺のマンシ ョ

ン等へのタイル貼り 普及の経過と住宅のオ ーナー心理! としては、非

常に近いものが感じられる 。

(4)  タイルが仕上げ材として 般化 した背長には、施工法の改良が

節目ごとにあ ったことや、色 ・形 ・素材なと‘ 商品の表現力が多機な

こと、 価格が安いと 言 えなくても適度で舟あったことがあげられる 。

また仕上げ材と して耐酸性や耐水性があ り、槌色性がなく、 リフォ

ーム等が不要なことが使いやすさや安心感を生んでいる 。 臼本ほど

外装タイルが普及しているところは少な く、きわめて EI本的に発展

した素材といえる 。

3  . 今 後 の 外 装 タ イ ル に つ い て

今後の外装タイルを①機能を追求する素材 としてのタイル、②装

飾性 を追求する素材としてのタイル、③タ イルそのものの質感や素

材感を多様に表現するものの 3 点にて考えたい。



(1) 機能追求について

1250.C前後で焼成 される外装タイルは、酸やアルカリにおかされ

ず、タイル表而の色が総色し ないばか りか、建築物の被組材 として

建築物そのものを似設する機能を布している 。経年変化がないこと

から、 R占り変えやメンテナンスコストが要求されない。建築物を保

護し 、表面変化しないことを 一次的 な機能( ? ) とするとそれ以外に、

特定的な機能を付加する開発がなされている 。

. 断熱タイ ル

タイルを発泡させ、 i断熱効果: を生み出そうとしているのが、いわ

ゆる 断熱タイルであり、タイルのXt 匠性に断熱機能をイサカ日 している 。

寒冷地住宅や室内胤j支を一定にすることを条件づけられたビルの外

壁材として |初発された。

・電波吸収タイル

ピルが林立する現在、電波障害の問題が円常化している 。外装タ

イルを使用してこの問題に対応しようとしているのが電波吸収タイ

ルである 。 也被 吸収 素材をタイルの Ｑ Ｚ Ｑ ｝ にＺ埋め込むものと、ｾｉｬ波 吸収

素材をタイル形状に成形する 2 つのタイプがある 。

・音響タイルシステム

タイルは、材質にて多少の差はあるものの基本的には、 7T を反射

する素材であるが、素材と形状でl吸音機 能 をもったタイルも 開発 さ

れている 。通常のタイルと l汲背タイルを組み合わせすることによ っ

て適切な音空間を作ろうとしているのが、音響i タイルシステムであ

る。 ホールや室内プール等での採用が始ま っている 。

(2)  装飾性の追求について

外装材は建築の流れに即 して今後とも変化していくものと思われ

る。 タイ ルの今後も建築の流れの 中で変化する ことが前提となる 。

タイルの大きな特長は、可塑性の高 さにあり 、 自由自 在に形を作る

ことが可能なことである 。 テラコッタの造形性もこの可塑性に負う

ところが大きく、現在も表情に陰影をつける為や、立体感、をもたせ

る為の 山型タイルなどが多様に使用 されている 。 タイルそのものが

建築物を離れて餓舌となることはないと思われるが、必要に応じて

の表現力は、可塑性や色出し の無限に近い可能性か ら十分に有して

いると恩われる、現在、テラコ ッタの見直しも 一昔11では行なわれ、

修復や保存や新しい要望が出ている 。

装飾を得意とする素材として、建築表現のーっ として、装飾領域

の拡大を目ざしたい。

テ ッセラ面使用例 *

*  P  .50カラーページ参聞

(3)  質感や素材感の追求について

タイルの可塑性からの表現力に ついては前述のとう りだが、一方

で、 可塑性以外の焼 き物固有の特長を生かした表現があり、 今後、

その表現の組み合わせや、新しい素材て' の表現力の拡大が可能と 考

えられる 。

・柑 薬

タイル表面の荊h来での表現については、色が多様に tl1せる ことや

多j百に奥な った軍Ih薬をのせる ことによりタイル単休てーの深みや、奥

行き! 惑の演出が可能で、施荊l ! 手法によ って 異な った表現を行な って

いる 。「天然石」に近い表現や、ラスター手法による「金属」 っぽい

表現 など、 タイル表而の手法で、多而的な表情をつけることが可能

で普及している 。利l薬の色の無限性とその色の組み合わせや施新h方

法の組み合わせなど、痢h薬を軸とした表現方法は多様である 。

・素 地

タイルの素地 ( ボディ ) からの発色は、荊h薬とは異なり、素地か

ら発色させるもので、特有の深みのある表情をもっ。素地 ( ; f テ' ィ)

から発色させると表而の色と素地が同一であ ることから、表面テク

スチュアを変化 させても色合が変化しない。 タイルの焼成部Iに割 っ

て作る 「テ y セラ而」や焼成後、 表面の一部ないし全面 を謄< ' 鋭

前仕上げ」ショ ッ トプラスト等による表面等、さまざまな表情が可

能である 。

・新素材

新しいセラミ ックス技術の応用 で、「大形化」が可能となり、当社

でも 900 x 900、900 x  1200等の形状が可能 となって いる 。タイル= ' 小

Ｉｾ＠ J のイメージから脱却するものであり、これまでのタイルとは、

異な った新素材としての表現が可能とな って いる 。

大 形化 と先述の荊h薬や地利手法の組み合わせて、、他の外壁材で表

現できなかった新素材イメージの追求が、緒についたばかりである 。

4  . お わ り に

タイルの歴史は近代建築の歴史と 軌 をーにしている 。今後も、建

築の変化に適応できる素材として、い ろいろな表現力 を提案し、建

築文化に多少で も貢献 できる こと を、タイルに かかわ っている 一員

として推進したい。

( つじ こうじろう Ｏ ｾ附 ｉ ｎａｘ 営業本部商品統括部商品開発企画部謀長 Ｉ
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各論 I ・素材の現状と動向

セ ラ ミ ッ ク ス

加 藤 秀 夫

1 はじめに

ここ数年におけるピルの建設ラッシュに 伴い、 建物の高級志向化、

建築デザインの多様化が顕著と なってきている 。建築物のファサー

ドには種々の仕上材料が表情をみせている 。従来の金属系パネルに

フ y 素樹脂を施し、カラフルでよ り耐久性 を地したもの、あるいは

チタン パネルの登場とい った改良 ・開発の中で、セラミ ック建材に

おいても、大型セラミ ックタイル、発 j包ガ ラス; 建材、結品化 yゲラス

とい った材料が登場した。 セラミ ックスという無機質材料のもつ、

優れた耐久性、色合いの豊富さ等の特性により、メタル系、セメ ン

ト系材料とは違 った存在として市場に参画している 。

セラ ミッ ク建材の特徴として次の ことが共通している 。

(1)  IHI げ強度が高いという特性を活かし 、肉薄で大型化 を目指

している 。

(2) 無機質材料であり、問題とな っ ている酸性雨、 ｪ 村山 ｩｾ による

腐食に対し て安全である 。

(3) 外装では乾式ファスナー による施工を行 ってお り、 石材に

くらべ、軽量で、躯体コストを低くできる 。

(4)  材料メ ーカー主導で開発、販売に力を注いで いる 。

勿論、工業製品であり、新商品の開発、コスト低減努力を行 って

いることはいうまでもないと思われる 。
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セラミ ック建材としては種々存在するが、製品サイズとして 、600

m/m角以上の材料について概要を述べ る。結品化 ガラス、発泡ガラ

ス建材、大型セラミ ックタイルについて各メーカーによる特性値等

を表 1 に示す。又、外壁施工法として共通する 施工方法である乾

式ファスナー工法の例 を結晶化ガラスについて 図 1 に示す。

〆〉

ホールイノアンカーボルト

アングルAIレ 50X 40 X 4 ，! =60)  

プレト ａ Ｈ ｾ Ｍ ＶＰｘＴＸｘＳ ， Ｉ

M- 8ボルト・ナ y 卜・ワ ッシャ ー

スプリ ングワ ンシャー

裏面ガラスフ ァイパーマ y 卜貼り

ロ

o

m

65 

パ ンクア ップ材
プレ トA ( II'_ - 60 X  48 X  3 ，)  

M-8ボルト ( 1 = 25) ・ナ ッ ト・

ワッンヤー・スプリングワ y ンヤ ー

図ー 1 乾式ファスナー工法( 結晶化ガラス)

2.結 品 化 ガ ラ ス

結晶化方、ラスとしては 、従来より耐熱食総ナベが開発販売さ れて

いたが、 1974年に建材とし て世界ではじめて 開発販売さ れた。以来、

約四年間、販売量を増加 させ、今 日よく 知 られるように なってきた。

大型石にない均一 な白さ、光沢、外装施工もできる特性が受け入れ

られ、地下街等も含め多くの建物に採用されている 。特に、熱をか

けることにより自由に 曲げることができ、 円柱、アール壁に 簡単に

施工出来ることは、結晶化ガラスの大きな特徴である 。

現在、製品として、肉厚 15 t と8 t の 2 つのタイプがある 。製造

工程として 、①ガラス成型 l時に粒状にし再加熱し板状にするもの②

ロールアウト成型により製板にした後、再加熱するもの、の 2 つの

方法がある 。 いづれも 、後力[1工が必要で、 15 t  I日は、石材と 同様に

研磨 ・切断 ・ダボ孔加工を行う 。 8 t 品は研磨の必要はなく 、ガ ラ

スカ ッターにて切断てv き、主に内装材として取り扱われている 。

製品サイズはすて1こ900mmx  1800mmの大板の施工実績をもつが、更

に1200mmx  2400mmを試作し てお り大型化 を計 っている 。色調も豊富

になり、ストライプ模様等、種々の色調を組合わせた施工例 も多く

見うけられる 。 15 t 品はメーカ ーおよび石材j古ルートで販売 ・施工

しており、 8 t 品はガラス庖ルートで取り扱 っている 。販売量は年々

増加しており、 1990年見込は総量で407J m'/ 年を見込んでおり、今後

の開発によ って更に期待できるといえる 。



表 一 1 セラミ ック建材特性データ

工子〈1

結 品 化 ガ ラ ス 発泡ガラス 大型セラ ミッ クスタイノレ (参考)

ネオ パ リエ ネオノマリエラ イト クリスト ン セラ フ方ー ム アガトス OTセラ ミッ ク ケラ ミッ ト jE.i対岩

比 重 (g/cm>) 2. 7 2.5 2. 76 1.1 - 1. 3  2. 2 - 2. 3 2. 0 - 2. 3 1. 8  2. 7 

出lげ強度 (kg/耐) 510  490 430 90 - 100  400 - 500 250 - 300 500 150 

圧紛強度 ( t  /cm>)  10. 0 15. 1  4. 5 0. 25 1. 3  - 1. 5  0. 6 - 3. 0  

ヤング率( 10' ・kg/cm>) 5.2 7. 6 9. 7 2  - 3  4.0 - 4. 5  4. 2 4. 3 - 6. 1 

モース硬度 6. 0 6. 0 6. 0 6.5 6. 0  5.5  

熱膨猿係数 (X W'/"C) 6. 2 7. 1  8.06 9.0 8. 0 7.0 - 8. 0 5.4 5.0 - 15. 0 

熱伝導率 (k阻 l/m' hr 'C) 1. 4  1. 1  1.35 0. 27 0. 9 - 1. 1  0. 8 1. 8  - 2. 1  

l吸水率 ( % )
。 。 。

0. 1  - 0.2  0.8  - 3.0 3.0  7  - 10 0.2  - 0. 5  

900 x  900 900 x  900 900 x  900 

900 x  900 

600 x  600 600 x  600 

900 x  900 

規格寸法 (mm)

900 x  1200 900 x  1200 900 x  1200 

900 x  600 

900 x  900 600 x  900 

900 x  1800 特になし

600 x  600 900 x  2400 

最大寸法 (mm) 900 x  1800 900 x  1800 900 x  1200 900 x  1800 900 x  900 600 x  900 900 x 2400 

厚 さ (mm)  平均 17 8  15  30(外} 15(内) 8  ， 16 8  4  ， 6  20 - 40 

色 調

24色

4色 4色

26色 (30 t )  

多数 多数 多数 多数
他つやii'f L ，tI， 3色 41色 (15 t  )  

外壁

乾式ファ スナー SG工法

ダボビ ン工法 T 型レ ーJ レ工法

T ピンコこ法 クラ ンプ工法

軟式石貼工法

施工場所

工法 (10mまで) ファスナー工法 クリ y プ工法

及び 内壁 11r - トロ工法 桜子n工法 帯トロ工法 按 ＷＱｾｲ 工法 レール工法

改良庄: . I ' i Jl占り

帯トロ工法

接 ｾ ｲ 工法

施工方法

床 敷トロ工法 7 ス ク工法 改良圧7l ' i Jl占り 数トロ工法

日

「
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表- 2 結 晶 化 ガ ラス製 造 工 程

3.発 泡 ガ ラ ス 建 材

断熱材と して使われていた発泡ガラスに ガラス質の仕上げ層 を施

して一体成型した発泡ガラス建材が1987年より開発発売され好調な

売れゆきを示しているといわれる 。材料断面は表面より、ガラ スコ

ー ト層、カ ラーフォ ーム層、発泡層であるベースフ ォーム府の 3 府

より構成 されてい る。色調も、光沢のあるも の、ないものと 豊富に

ラインア ップされて おり、 結晶イじガラスとは違 ったテクス チュアを

もっ新建材として期待されている 。今年 4 月には、ベース層と 不透

明カラ ーフォー ム層の 2 層よりなる新製品が発売さ れた。l享みは 、

外装用 30mm、内装用 15mmて- ある 。 断熱性が高〈、重量も 30mm厚で 34

kg/ m'、15mmて''' 15 - 19kg/  m' と非常・に軽いこと を大き な特徴とし てい

る。施工方法として は、外装は t 下又は左右に構を 切り、 ステンレ

ス金物を差し込みファスナーで' f l I 量休に固定する乾式工法を採用して

おり、内装はシ リコー ン系被菊材による接着工法にて施工している 。

サイズは 900mmx  1800mmまで製作 でき 、石材、結晶化と j f ラス同様、

研磨、切断加工 され出荷 される 。今後、期待されるセラミ ック建材

である。

(名ヰ十カタログによる数値を採用した)

4. 大 型 セ ラ ミ ッ ク タ イ ル

タイル業界においては、原料の配合技術、製造技術の改良、開発

がなされ、大型で、薄いタイルの製造が可能になり、建築物への使用

が増大している 。大型タイル600m/ m角以上の製法は 、真空押出し 成

形後、圧延 - 乾燥し、利薬をかけ焼成する方法がとられている 。 製

法上、従来のプレス品のような裏足がつかないため、薄物は接着工

法を行い、厚物は、石材、結晶化 ガラス建材と同様に、タイルにダ

ボ孔 、あるいは切り込み を入れ、 ステン レス ファス ナーで躯休に固

定する乾式工法を行っている 。また、 PC板への採用も多くあり、こ

の場合も、コンクリー卜とは縁切りし、ダボ孔等より機械的な結合

を施し、コンクリートを打設している 。 いづれにしても、従来の人;

型タイ j レ30 0 m/ m角より、超大型タイルの出現によ って 、タイルがパ

ネルとして扱われるようにな ったといえる 。勿論、素地はタ イルで

あ り、 稜々の豊富な質感、 色合いをもってお り、住宅 も含めた様々

な建築物に使用されると思われる 。

以上、セ ラミック建材の代表的な ものについて、特徴、工法を 簡

単に紹介した。各々の材料についての詳細は各論において 、各々の

専 門担当者により報告されると思われる 。今までの内容に誤りがあ

れば何卒お許しを頂きたい。

冒頭に 述べたように、現在、仕上材料として、内 ・外装種々の製

品が使用きれている、セラ ミック建材はメンテナンスフ リーの建材

として、まだまだ市場に製品を送りだすと思われる 。今後は、製品

開発はいうまでもないが、施工方法においても、如何に省力化して

施工数量をこなしていくかが重要であ ると恩われ る。カーテンウオ

ール化 もその一つであるが、現場施工においても、更に工法開発を

期f寺したい。21世紀にむか つて セラ ミック建材が更に大きく発展す

ることを J羽待したい。

( かとう ひでお/ 日本電気硝子側主I ! 材事業部施工開発課長)
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各論 I ・素材 の現状と動向

ガラス

池 内 清 治

1.建 築 用 板 ガ ラ ス の 歴 史 的 変 遷

(1) 板ガラスの製法の歴史

風雨を防ぎながら、採光と眺望を確保することができる板ガラス

は比類ない建築素材のー っといえる 。

その歴史をたどると、古代ローマ| 時代までは窓材料として半透明

な天然石河や雲母の板が一般的であ ったが、紀元79年の火 LIJ 爆発で

埋没したポンペイや紀元 3 世紀のロー? の一部の邸宅では 、 ヌゲラス

を窓に使う試みが既に始まっていたようである 。 これら板ガラスは

平らな石に砂を敷き、この上に浴副! した yゲラスを流して作られた半

透明の分厚いものであ った。

以来 7 世紀には 「クラウン法」 、13世紀には 「手 l次円 筒法」が発明

されるが何れも手作りで、 1851年に開催のロンドン万国博覧会のク

リスタルパレスでも実に 9 万平方メ ートルもの板ガラスがこの「手

l次円筒法」 で生産されている 。

機械化による大量生産が可能にな ったのは、や っ と20世紀に入っ

てからで、以降次々と連続生産方式が開発され、多くの建築用途へ

の普及も加速してい った。 1959年には研磨しな くても高 llfl 質の板カ、

ラスが連続量産できる革新的な 「フロート法」がイギリスで笑用化

さ れた 。 この製法は急速に 世界 ｾ ｉ Ｚｊを席巻し、現在では全ての建築に

不可欠で最もポピュラーな板方、ラスとな っている 。

(2) 日本の建築用板ガラス の変遷

表一 1 日本の建築用板ガラスの変遷

国産の板カラスが初めて市場に出たのは明治37年 (1904年) で、

まだ百年を経ていないが、その問、 表ー 1 のように戦時を除き発展

を続け、今日ではその生産規模は世界第 4 位で、特に品質レベルや

品種の 多様性においては各国の群を抜いている 。

建築用ガラスの特記すべき変遷をみる 。

網入板ガラスは、 H百和25年に施行された建築基準法に 「乙種防火

戸」として 明記されたが、これは戦時中に空襲による 火災延焼を防

ぐのに多大な効来があ ったと認められたことによる 。 その後昭和40

年代前半には、線入板ガラスが開発されそのデザイン性から殆どこ

れにシフトしたが、 H百和58年以降は判定基準の見直しで再び網入板

ガラスに移行し現在に至っている 。

ビルHl ガラス全般の推移としては、昭和J30i ! 三代に各種の建築用板

ガラスが開発され、殆ど 同時期にガ ラスカーテンウオールが 出現し

た。 昭和J40i l三にはフロー ト板力 ラスが市場に紹介され、板ガラスの

高 品質化、 大寸法化、 厚 板化が加速し た。超高層ヒールも建設され、

昭和47年には全而熱線l吸収 ガラスのカーテンウオールや大板カラス

のサスペンド桃法が全蟻期を迎える 。

しかし、オイルショ ックで以降一転し方、ラス建築はエネルギー浪

費の代表と見倣され、余りに画一的になりすぎた外観への飽きもあ

って急速に衰退する 。昭和50年代は P Cカーテンウオールが普及し関

口部は極端に小さ くな り、熱線反射カラスのみが何 とか 「ガラス貼

り建築」を 維持していた時代となった。

その後眺望や自然、光を犠牲にした 小 さな l対日 昔1¥は、やはり快適で

ないことに人々が気付い た。 昭和60年に省エネルギー上も 俊 れ 、 新

しい外観をもたらす高性能熱線反射カラスが開発され、さらに SSG

構 法 (Structural Sealant Glaz ing  Syst em) が導入されると、一気

にカラスカーテンウオールは見直され、現在はインテリジェントヒ

ルの外観を代表するまでになっている 。

2.建 築 用 板 ガ ラ ス の 現 状

(1) 海外の影 響 と動向

日本の建築j 目板方、ラスは多様な製品が普及し ているが、欧米の数

年遅れで影押が現われるものが多いと 言 われてきた 。現在これを如

笑に 現わしているのが、スパ ッタ リング法による高性能熱線反射カ、

ラスであり、 ｓｓｇｴｾｦｩ 去で・ある 。

セラミ ックコーテイングガラス (写真 1 、 2 )  

年-1"1: 板ガラス i関連動向 建築用板ガラス発売l時期l

明治時代後半 .1主l産板カ' ラスが初めて市場にでる。 .  ｪ ｬｾＧｩ 函』反ガラス - すりガラス

大正11寺代 - 色板ガラス 字LI':! ガラス

昭和: 11侍t¥: 初期l - 板ガラスの本格的工業化がj並む。

. }j 寄き板 /i ラス

10王手千に .  I日』反ガラス 制入 ｊ ￍｴｾ 板ガ ラス

- 太平洋戦争による板ガラス生産縮小 .  ｾｾｻ化ガラスと合わせ ｹγ ラスＨ輸送 機 主 体 Ｉ

20
i
!'-tl: - 戦後の復興と板カ。ラス不足

30王J'. tt

士「大対ヒソラ板レスjガ羽力ガラ一ラスの多機化

. i 9: 府ガラス ・網入居書板ガラス ・強化ドア

- 高度成長期 テンウオー j レめtB攻 - 熱線吸収板ガラス ・色焼イJ ガラス

40年代 ス構法 ｩｬｾＮＮ＠ J止 - フロート板ガラス ・総人収ガラス

- オイ J レショ ック - 熱線反射板ガラス

50正F-t t - 低成長 JVJ L 省j古エネ化安全化の1)( 進

装!干J t. rラスの多機化

60壬ドt¥:
- 安定成長期一c新ガラ機スtカーテンウオーj レの復前

- 高性能熱線反射ガラス

自EZ.5紋カ。ラス n¥現 .  Jl I J 火用透明結晶化ガラス ・液品調光ガラス

*  P .  51 カラ ーページ参 l附
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高性能熱線反射カラスは、特に冷房負荷を減らすと共に、 ミラー

効果や多色化と 室内やスパンドレルが透けて見えないとい った外観

上の魅力も大きい。 日本ではビルのみでなく、千葉ポートタワ ー以

降各地に かラスタワーの流行も生みだしたが、今後はさらに多品種

化が進むであろうし、 曲げカ ラスなどへも展開されよう 。

S S G構法は米国において 10数年前から始ま った。ガラスの通常 2

辺、または 4 辺をシリコーンシー ラントで 室内側IJ のサ ッシに接着保

持させる構法である 。 日本の場合、 地震や耐久性の問題が慎重に検

討されており、安全上 2 辺のタイプに限定されている 。現在も日本

に適合した各種の改良構法が開発されつつある 。

(2) 日本独自の特徴と課題

日本固有の状況も幾っかあげられる 。

建築基準法と建築の密集化による網入板ガラスの普及は日本独特

のものだし、金網の入 っていない防火ガラスのニーズにともな って

昭和63年から透明結晶化方、ラスが市場に出されている 。

カ、ラスP.l の不透明な内外装材の普及も日本の特徴で、結晶化カ、ラ

ス、乳自力、、ラス、発泡ガラスと各種の製品があ り自然石などとは 異

なった質感、が得られる 。

j古内装から発展した装飾庁、ラスと呼ばれているものも日本の多様

化 を示すもので、高級化・個性化に応えて特にエ ッチングガラスや

各種合わせyゲラスはオリジナルテーザインも 可能で、、建築への新しい

展開がされつつある 。

現状の謀題としては、日本でも増加しているアト リウムの屋根用

ガラスに建築基準法上網入板ガラスを使わざるをえず、熱害IJ れの恐

れから透明なガラスに使用が限定される点が上げられる 。欧米では

適度に EI射を遮蔽できる高性能熱線反射ガラスを使 って合わせ ・複

層加工したガラスが一般的である 。 また、断熱複層力、ラス、強化 -

合わせとい った安全ガラスや倍強度ガラスなど機能的に優れたガラ

スの普及が欧米に 比べ相当遅れている点も課題の一つである 。

3 建 築 用 板 ガ ラ ス の 将 来 展 望

(1) 今後の動向を示す事例

高級化 ・個性化の建築動向の影響を受け、 比較的近い将来の指襟

になると思われる国内外の事例 を紹介する 。

欧米で最近普及しているのが「セラミ ックコーテイングガラス」

プラナー構法のディテールと建築例 ( 写真 3 、* 4 、 5  )  

ファイプ スリー ・ファ イプ プラザ * MOMI  

*  P.  52カラ ーペ ジ参 照

である 。色焼付ガラスの色を 多様化 ・オーダー化したものから、テ

キスタイル模様や石模様を施したもの、適度に採光や透視もできる

ブライ ン ド状の各種パターン印刷のものなどがある 。熱線反射ガラ

スなどと同一壁而にデザイン構成をして使うことが可能でレ、建築外

装の個性化と !Iを量化が計れる点で評価 されている 。 ( 写真一 1 、 2 )  

特にヨーロ ッパでメカニカルな建築傾向の一翼を担い、カ、、ラス本

来の透明な スキンを極限まで追求した 「プラナー構法J (Planar  

Fi tti ng  System) が最近流行している 。 これは強化ガラスを 小 さな

lIl l ビスで直接構造部材に取付けていく構法て、イギリスで数年前に開

発された。室内外 ともサッシが全く不要でしかも建築構造に応じた

バ リエーション展開が可能である 。 日本では地震その他検討問題も

あるが導入される日も近かろう 。 ( 写真一 3 、 4 、 5  )  

日本でも特徴あるガラス建築が生まれている 。 これは立体車庫ビ

ルの壁面全体が情報表示機能を持 ったものである 。昼間は「和紙調

合わせガラス」の白いカ、ラスカーテンウオールで、夕暮になると室

内側 の 4 色の蛍光灯とスポ ッ トライトでさまざまな表情を描〈巨大

なスクリーンになる 。 (写真- 6 ， 7 、 8 )  

昼間眺望が必要な一般建築の場合、 「液晶調光ガラス」を採用し夜

間は不透明にすれは、同様の効果がえられる 。 この液晶調光ガラスは

電気的に透明 ・不透明が切替えられるガラスで、アメリカで生まれ

たが、むしろ日本でさまざまな用途に普及しつつある 。

さらに電気を使わなくても見る角度て、透明 ・不透明と変わる「視野

選択カ、ラス」も 市場にでている 。

(2)21世紀への展望

建築用板 j f ラスの21世紀を展望すると、カラスの採光 ・眺望とい

う独自の特徴を生かしながら、現状の欠点である防音 ・断熱 ・安全

性 ・汚れなどの点を大きくレヘルア ップすることであろう 。 さらに

採光 ・眺望の必要性も生活パターンや季節 ・天候 ・時五，IJ で一律では

なくコントロールが望まれる 。これらのニーズを実現する各種の「調

光yゲラス」が開発され普及するであろう 。 また、さらに高級化・ 個

性化に応えた多様な洗練されたガラスも次々に生まれるであろう 。

歴史的にみると、カ、ラスは繁栄を誇る固で進化してきた。 わが国

ではニ ューカラスへの研究開発も加速されており、従来不可能と恩

われた機能を実現する力ラス組成やエレクトロニクスと結びついた

複合ガラスなど新しいガラス l時代は日本が リードするのではなかろ

うか。 ( いけうち せ い じ / 日本板硝子側硝子建材開発部主席技師)

情報表示機能を持つ建築例 (写真B 、 7 、 8 )本

聞 聞 聞 閉 開 閉 島M 回

』ーー国一園田園圃圃圃圃圃圃圃圃 ｾ

霞露書室覇

トヨタオ ー ト大 阪

守口営業了升

和 紙 割 合 わ せ ガ ラス

の 畳 と 夜

夜 に な る と 合 わ せ ガ ラ ス に 翌 日 の天 気 予 報 を 表 わ す 色 の 蛍 光 灯 や 1，1卸uIII のシノレエ

ッ トが投映される 。
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が本能 (I(J に親近1惑を感じる こともあ って 、現イl の になっている 。

各論rr. 素材の紹介・石
外装材の最高として位置づけされている 。 しかし、工場を出荷してから、現場で張り付を

また、天然石は工法さ え完全であれば 、年刈を する現場作業には著しい技術の進展が望めず、州

薄物天然石
統るにつれて年代の歴史が重厚! ' ，主として現れる他 {τl 工 等現場作業者の入手不足をきたした 。

に ｾ￭ｩ を見ない特色があるが、天然石を建物の 外 装 このため特に外装材は工場で大/ ¥リノ ぞネル化する

に使用する場合、 外鋭、 'Jrtl さ、選択の広さ、笑紛 ことにより省力化を計る技術が進歩し、イ7先付 P

折戸 i嗣夫

の信頼性等から 'i fi ど花岡岩に集 中している の で、 C パネル、鉄骨フレームによるストーンパネル等

花開岩重点に記すことにする 。 の工法が急速に普及して省力化を笑視する 一 方 、

花街岩は表ー 1 の如〈 何れも l宅泊、強靭であ っ 超高層建築の外装石張りをも可能とした 。

て、長年月屋外に附されても光沢が ￬ｾ ￭ えることも

ない。 しかし吸水率の高いものは、セメント、シ 4  . 施 工 法

ーリンク材、金属等の彬斡により 、変色 ・汚染を 外装用静物天然石 ( 主として花尚岩 ) T. 法は、

米すことがあるので、事前に適絡な処 i丘をするこ 我国では明治30年頃に始まり 、昭利140年 l1iまでは

とが必要である。 イ1袋にモルタルを充損する混式工法が総てであ っ

外装用 としての ｴｾ 刊 勿天然石は、工法の差により た。 その後、 J也iムによる彩響、省力化、汚れ日;) j JJ 二

士号 1- の差がありますが、現ずlτでは 、25mmから 50mm 3  . 加工 技 術 守を改善した乾式工法が発達して、石を l 枚 1/) に

の範囲で施工されています。 大然石を紀 JC前から建築に使用 した歴史 を持つ 品1; 付る花米工法は、乾式工法が主流となり今日に

これは :?J' jJ 長りの方法、板石の大きさ、イナ上げの ヨーロ y パ に比べて、我国の歴史は 1900年 代初! UI 弔っている 。

州知によ って決められますが、最 も多いのは 30mm からと 格段に 短いが 、加工技術は世界のト y プレ 一 方、，建築物が高層 化 し、且つ工 ｗｉ が ｾ｜ｕｬＨ Ｑ する

f' n主て" あろうと思いますので、今回の静物天然イ i ベルに達している。 につれて、工場生産に よる大型ノ マネル化が要望さ

はこれを 1レ ¥1;と いたします。 特に最近20年間に、研削材としてのダイヤモン れ、 Hg;f日43年 か ら 石 先 付 P C パネルが開発され、

ド工具が向上 し、 1J 1l 工機械 も多機能自動化に托 し 兇に軽 ｻｾ ｉＺ 化を計ってストーンパネルが ｈ 酎Ｑｊ ＵＶ 年間

1. 外 装 用 天 然 石 の 種 類 い進歩を示したので、高 品質裂品 が大量に生産さ 発されたことにより、現:{Iーの外装石川りは大引ノマ

( 1)花閥岩 = 外装材 と し て 最 も 多 〈使用されている 。 れる ことにな って、( 必要の地大に応えられるよう ネル工法が主流となっ た。

' l ' t は硬く 優美であり、耐候性 も 抜群 で 、 外装用花陶岩の仕上げ種類 外装用花筒岩の施工法

1": 界各悶から輸入される原石は 70般 を起

え、色のや'fI XR も世富である 。

(2)砂 岩 =- i:: としてインド産が多〈使用される 。

Ifri ・I候' 1' 1はあるがl吸水率は多い。附いても艶

は:: I J なくて宮リ!ll Lでf変用されることが多い。

ＨＳＩ 大理石 ］ 耐似Ｇド ｬ 二をｾＴ￭￮Ａ在して日本では外袋に使用

されることが少ないが、 外国では昔から

よく位われて いる 。 白大理石と肌色のト

ラパーチンが訟 も多〈、荒mり{土 |二げが

多い。

(.j )その他 = 安山岩、説灰岩等も 昔 lま使われたが、

J)t イ! は花開岩のi愛美性に比して劣る ので、

{止用されることが少なくな った。

2. 天 然 石 の 性 能 と 特 徴

天然石は高級感と半氷久の耐候性の他に、人 IUJ

表ー 1 花関岩の代表石種物性試験表

IJ;';、 :}'， Iil i. J也 色 11 キ:0.主

ホ: ク ロ - L  カナダ ろか1M 中111 1

テ' イ ア 7・ ラ ウ / カナダ 1農灰 ft ¥'I.l E 判1.1 1

カ レ ド ア カナダ 1良l天相U! E キ11I 1

ローレンテイ ヌト ブルーグリー/ カナダ il'l'.I.¥1M< /11.1 1  

フ レ イ ') ー グ リ ー ノ カナダ ＮＧＮｴａ ｾｫ＠ rl' 1' 1  

キア ンプ リア ンプ" 7 Ｎｾ＠ 7  カナダ 小 H

ヴ ァ 一 ミ リ オ / カナダ t主，Jjミ茶
'i' 11 

マ ホ ガ ニ ー レ r ド アメリカ 亦 紫 '1'11 

テ キ サ ス ハ ー ル アメリカ 灰 中ｾＱｉ Ｑ

カ ハ オ ポ ー ー ト プフジノレ JJ ;  小 FI

コ ロ フ ド ガ ウ チ ョ ブラジノレ 米，!J ; 事11I 1

マ ロ ン グ ア イ パ つf フジノレ 茶事転 中Il トl

オ ウ ロ ガ ウ チ ョ つf フジノレ ｬ￬Ａ 也 ｾｗｅ 中11I 1

グ リ ス ，、と ノレ ラアルゼノチン 1，正事ぬ 事11. 11

プノレ ー ハ ー Jレノノレウェー 1由 J f キ11. 11

インペリアノレレ y ド スウェ ーデン ，!J;、
キ11. 11

ブラ y ク ス ウ ェ ド スウェーデン 制11 トl

... <( Ｉレテ ｾ 7 7 " " 7 ウン 7 ィンランド ＿股占Ｚ，Ｚｾ 品 判1.1 1

クリジオベノレ 7 ー ト イタリア 1"1 者11. 1-1

ン
，、

フ イタリア (1) 自l主茶! l E キIlll

Jノ コ二 ト イタリア 灰 I也1M<且E 'i' 11 

ロ ー ザ ポ リ ー ー ヨ スペイン t4t  'i' fl 
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{I: 1げの傾m

本 Jf'守 き

水 Jiり き

--エ 7 トバーナー

小口[ 1 き

ひ

配ひしゃん

し

aで

ん 組1[ ，<しゃん

の み りj リ

ｮ 二車 ｾＨｩ ｾ虫さ IlI lff'; 虫さ

( 1叫[/("111 )  ( 1、日[/("111 )  

1297 94 

1197 97 

11 75 9 1  

11 '10  111 

1309 119  

1633 173 

174 1  109 

1973 127 

1398 96 

1657 154 

1876 150 

1082 132 

1070 86 

1096 71  

1546 175 

1919  108 

15 14 194 

1750 112  

1103 100 

1684 97 

1738 152 

1082 112  

川l工の万法その他

JI止キキ 拝1500- :1 2000のカーポランダム

[，1，イ7または同作 l主の11: J-げと なるダイ

ヤモノド ｛Ｇｉｾ ［ｲ ｩ で ｊ ｦｾ きさらにつ Ｇ＼＾ＱＱＺ し粉

をH1いパ7 で仕 1:. げる。 イiJ 早25mm以上

# 400- ＣＸ ＰＰ めカーポランダム ｲｾＺＨ￯ ま

たは同む' . 1 且の仕上げとなるダイヤモン

ド砥石で! 符〈 。

ｊ ｊｉｉｾｭ バーナーて Ｇ 石 の 表 Ｑ ＨＱ Ｑ を焼いて凶

[IIJffii に仕上げる . 早u，むっとも多い仕

上げ。!i 厚30mm程度

小 ＱＱ ｛Ｑき ｪ 司のみで細か く一定Ｉｊ ｾ Ｇｉ の却 ｬ み

円を {.t けた仕 t げ。イiJ 平30mm以上

30mmfi l に対し 16日ぴしゃん工V.: で予で

11[ 1いた仕上げ。

30mml llに対し 25日びしゃん工以で千で

日[1，、た{士 !:.l f . f.l U ，は' i f i どジェ γ トパ

ナー仕上げに uえられた。

大のみ ・中のみ ・小のみの別あり 100mm

flJ 町中にのみ跡が 5 筒- 40筒千二で11[1い

た{:U げ。イi厚60mm以上。it!: 近{ 草地工

例少な L 、.

I!以ノjくヰ'

( %)  

IJ; -: イ[

施 E法の附 ui τ  

11;: 石 l 枚仰の L下合端科 2 ヶ所に小イL

ｩｾｾ＠ f¥:  r'. 法 をあけて、 110: 付HI 金物で似体と繋ぎ行

の ｾｦ 而にモルタ ｊ レを光明するｲＮｾＮｴ Ｎ

似石 ｬ 枚 Ｑｦ ｦ の 上下 ＨＭｴｾ出 と 似体をステ ノ

ｾ＠ ｦｾ＠ 1. : 法 レス金具により緊結し、由 tll :. 巾t.'U)

に備え、モノレ 11レの充1棋はしない u去。

I ¥! 数の板石の良 i曲に鉄筋 コンク リート

イ1先f . t を打込み一体とし、 11 つイ[ とコンクリー

PCハ不ルL 法 トをコ不 ＷＱ ーで禦いだ大 ｮ［Ｇｾ ...、ネル lι

法.

ｽ日教の似石の小 ｵ 合端 ｊＳ よぴ ｾ＼ｉＨ ｬ￭ から

えトーノハ不ル

ステンレス金共で欽竹 Ｗ レームと ｾｈ ＮＧｩ

し、劇火モルタ Jレ等によリ耐火性能を

備えた経iit 大引ハネ ル l 法

処築物の 外 観に高級感効果を現すのに j泣i血の天

然、イ.. ('{I:'. I詞岩) に対する i謁要はますます J¥fl大する

傾向にあるので、今後もこれに適応した施工法の

改良、| 井l発が期待される 。

( おリと つぎお Ｏ ｾ､ 品大ＮｦＧ ｾイ ￎ Ｈ ド付属 ｦｩＱ 問Ｉ

J也 色 目 キ，'(}皇:

Ａ王 手 ｾＨｩ ｾ血さ Illil f 1主さ l吸 水 中

(l' I: f/<"I1I )  ( 'I:f/("I II )  ( %)  

0. 19  口 ー ザ ダ ン 7  スペイン t真相t ま111-1 1120 113  0. 27 

0. 12  ン エ 一 一 ト モ ン チ ー 7 ポルトガノレ 汲 I天茶 キILFI 1653 131  0. 40 

0 . 20 7  .. 1レ テ ロ ー ザ ポノレトガJレ 桃 中目 1844 160 0 .20 

0. 12  イ ノ ハ ラ ア ィ フ ー ｉｾｪ アフリカ Ｑ 子 ｾＮＧＮ ｉ ￁ 中目 1688 190 0. 10  

0. 17  ベ ノ レ フ ァ ー ス ト It:i アフリカ 制11 目 1535 210  0. 05 

0 .10  t f  デ イ /レ 仲ウジアラビア ｾｉ Ｇ ｬ ＿ｴｾ＠ 中目 1231 104 0. 30 

0 .19  マ ガ デ ィ レ y ド イ/ ド 品、 中目 1799 154 0. 17 

0 . 11 つc 1レ 7"フ γ 7 ピ J ク インド ' 11.紫に桃!l E キIlFI 1414 137 0. 2 1  

0 .13  ジ エ ム ル ビ ー レ ゾ ド イ/ ド 鮮 亦 粍lFI 1328 155 0. 14 

0. 26 サ 7 ァイ- ¥" ブルー イ/ ド ].H茶地茶i証 相l 目 1316  103 0. 27 

0. 10  ー ユ マ ホ ガ ー イ/ ド ｻｪｾ、こ ［Ｎｉａ 中目 1614 141 0. 08 

0. 20 ffi1 G  355 'i 'i仮l li 灰 寸1白 1322 109 0 .41 

0. 20 1J 'i C  603 小川l 1-1  中目 1716  123 0. 33 

0. 27 他 川 ( ポ ー チ ョ ン ) 。年 l 五l 淡 t4t 'i'目 1711 107 0. 34 

0 .10  ?，ト 1E1 (1 (  })II ‘ 1"  )  ｾ， ［ｱ 五 ｬ 1"1 中目 1174 137 0. 29 

0. 1'1  
*，' 

11<1  ノl、 *"I:11i 1  十礼
'i'目 16 13  86 0. 40 

0 .13  fiIi 111 !ii.本 1， 
"1" 目 19 13  11 5  0 .21  

0 .28 ｾｴ＠ ィ、 |品，j l.l l 灰 中目 1307 102 0. 25 

0. 24 JY /，x  l刈111 桃 中目 160 1  111 0. 40 

0. 32 J高 トえ イ[ J .U; :， 桃 'i'目 1622 135 0. 2 1  

0. 52 !己 ;r_ J.L: J: ，' j  桃 rl' 目 830 99 0. 20 

0. 25 ※ ij'. )(り、イ1に f.j 、よ験f 4. : 11t に r，' Ｑ の庄があるので Ｎ本表は・ｦＧ ￌｾＩｦｴ Ｈ Ｈ を，ドす



各論 II ・ 素 材 の 利 介・ タ イ ル

より 石に近く

ているためであろう 、天然石は一つの石でも、

Ｎ ｩｉｾ 山の色てす ｬ 昨成されている 。

. その色はそれぞれ成分が典な っている 。

・ その成分は規則的に並んでいない 。

きる 。利Ii築 を胤jすタイル本体 ( ぷI也という ) の色

を生かす事も巧え られる 。秘義 を全而に施さず素

地の色も 一つの色として使う、この業地の色を変

える ことにより、そ の上に施した柄h薬が同じでも

. その組成分のi主いが微妙な表 1(11 テクスチ ャーに タイルの色は大きく変わる、素地は色の 中まで同

山下 勝利

，建築用素材として 天然石が身近にな ってきてい

る。タイルと同じ施ユニ法で地れる 10mml享の300mm角

の天然石や即納態勢が出来た特殊形状品などが色

・州とも笠富になってきた、このような事や自然

素材としてのベーシ y クな魅力により御 )jt; 石等は

この 5 年間で 2 倫の市安となっている 。 しかし天

然紫材であるための色調の不揃いや色 ・柄を建物

に合わせ るというニ ーズに十分答えられないとい

う欠 円もある、建材商品として天然石と同 じ用途

であるタイルは天然石の欠点を十分にカバーする

特徴を持 っているが天然石以 卜の魅力ある商品が

少ないと言われてきた 。 タイルを魅力ある商品に

するためには、石を先生として勉強する事も一つ

なっている 。

. その組成分そのものに色がある 。

とい うことがミンクスされていて 、自然、な 表情を

作 っている 。天然石の魅力は素材 n身の持 ってい

る魅力であり、それは人のベースとな っている自

然が作りだした素材であるためのやすらぎや ifr ち

ｾ￭ きという安 Ｇｌ 、感、さらに砂や石と呉なる豪華さ

を! 感じさせてくれるからである 。

2  . より石に近〈

(1) 色の開発

タイルが今日のように使われているのは、いろ

いろな色が自由にだせるようにな ったからである 。

数百色というカラーチ ャ トをタイルにして設計

者に届けられるようになりました 。 しかしタイル

一枚のなかにいろいろな色を使 って色を表現した

魅力あるタイルがまだ少ない、重なり合 った微妙

な色とか色の深さを出すという技術開発に挑戦し

なか ったためである 。天然石の色の魅力に挑戦す

るには色の比率、色の大きさなど無数の条件の検

討をして試行錯誤を繰返し石に負けない色を作る

ことが必要である、色数では石に l勝る経の開発が

の方法である 。 できるようになってきた 。

(2)表情の開発

1. 天 然 石 の 魅 力 タイルの表 ｬ Ｈｦ ｩ は利 ｉｾ ( 色のつ いたガラス質 ) が

なぜ天然石 ( 特に御影石 ) は魅力があるのだろ 施されている、利薬はカラスのようなツヤのある

うという素朴な問題からタイルを考えてみると、 ブライト荊I1 とすりガラスのようなツヤを消した 7

l吸水率 ・強度 ・硬度等の機能性ではタイルと石は γ ト柄hがある 。 この二つの性質と色とを施利 ( 利i

差がない。建材商品にはこの機能性と色や表面テ をタイ ル表 I(fj に施すこと ) のJII( i 需を変えることに

クスチャーの意匠| ぜ七が重要である、天然: : r i は素材 より微妙に表情が変わる 。柄11薬の性格には粘性と

が持 っている機能をなにも 加工せずに商品として 比重が大きな要素であり、料;'1<1ーを高めると" "/ ト

じ色な ので首長みを! 必じさせてくれる、ま たタイ ル

の表面に凹凸をつけるのも光の変化が生まれ表情

をtt かにする 。

(3)不規則性の開発

タイ ルは均質な 商品を作るこ との技術を追いか

けている 。 しかし天然は( 9IJ えば黒い斑点でも全〈

同じ大きさ ・形状はありえない、これをタイルで

表現するにはス プ レ ー ( 施明hするための装置 ) を

凹定していてはできない、スプレーの動かし方や

l噴出口を変えたりすることも必要である 。 タイル

の表 面に 凹 ｉｾ を つける と丸くかけられた秘薬が凹

ｉｾ ｉ 部分ではいびつになる 、 こ のように 従来の技法

も新しい角度から見た研究開発を行 っていけば工

業生産品のタイルでも不規則性を持 った魅力ある

ものカずできそうである 。

3  . みかげ石の風合いに一石韻( せきいん) -

T O T Oの石dii は御彩石の魅力をタイルで表現

したものである 。

特徴としては

いる、硬い成分の多い天然石は硬い性質を持ちな 性が強くなり色の厚みが感じられ、比重を高める 石韻 (せきいん)

がら自然な表情を作 っている、 これはいろいろな と色が濃くみえる 。天然石では成分の退いで表情 ・素地の色と 3 色の利i薬の色とで、 一枚の タイル

成分が入り混じ っていて全体の機能と表情を作 つ が変わることをタ イルではこのようにして表現で の中に沢山 の色を 見せている 。

. " γ ト稿h . プライト利の組み合せてv 色の深さを

表現した 。

. 表面に 凹凸をつけ、さらに同 じ色でも大きさを

変化させ不規則性をつけた 。

・一般のタイルよ りも厚い 11mmの厚さにし て裏脚

も深くして重厚! 惑をだした。

際準色は 12色だが、タイルの特徴である建物に合

わせた色の要求には十分応えられるタイルとなっ

ている 。

4  . 今 後 の タ イ ル

タイルは石を原料として作られるため天然石の

魅力に近づきやすい i商品である 。 しかしその素材

を生かせず天然石の表面的模倣だけの商 品とな っ

ていた、新しい素材開発は当然のことながら現行

の素材でも組み合せや角度を変えた研究により魅

力ある商 l品がて、きるであろう、そのためには石を

先生として勉必する事がしばらく必要であるよう

守 -

'_ 。

( やました しようリ )  

点陶機昔前附タイル技術部タイル設計課/
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えている 。 もっとも 、こ のことは、縄文幼生の点 の挫ダ ｉＩＧｲｬ が特に要求されるので、 ｊ 法恥 Ｇｩｊ ｾ の 良い
各論 II ・素材の紹介・ タイル

坑時代の素朴な色合いを持 ったタイルにおいて初J プレス成 ｉｦｾ 品が 良 ｌ 、 。 また、 ｩｊ ｴＺ 、ｻ沙等の ｩＧ ￎｩｬ が付

めて実現されよう 。(写真一1) 泊するので、水洗いが容易でなければならない。

土の感触
舟命を終えた無ゅうタイルが H 本の uこ泣元され 従って、 ｬ 吸水率の Ｈｊｾ ぃ泌総 ＧｬＧ ｬ が主 ＡＡ［ｦ とされる 。

ても、伊Iの池利! 必も生じないし、日本の土に一体 また、すべり抵抗'1' 1をJJ パ す る 必要があり、その

古 谷 博 史

1. 景 観

最近、アメニティ: i u;J < のひとつとして、また、

環境保全のひとつとして、 i止観が重視されだし、

その景観材料として、タイルが十i: FI されている 。

タイルは建築物 を保 B穫する本米の機能の他に、都

市の景観、美観を j11. う機能を イT した材料であるか

らである 。

とな ってとけ込める 。

プレス成 ｊ ｦ ｾｉｾＷ Ｑ が Ｇｩ ｴ￬ ど ｮ Ａｦ ｩ Ｉｊ化され生産されているの

に対し、 11
1' ＺＱ｜し成 ｉｦ ｾ ，日 Ｑ は人千を介して生産される

部分が多い。従 って機械的な正雄さに若 F 欠ける

所があるが、厳然さを外れた時、凡る( t I I J に何か安

心感、安堵! 長とい ったものが生じ、手造りの良さ

が! さじられて、いかにも 1' 1然的である 。

タイル表而の表t J ' ; !!Pち表 If ! I テクスチャーはタイル

の色合いと共に 、景観 を生みだす主! ! ，{ { である 。111'

tHし成形タイルのこの表 IflI テクスチャーはプレス

成形に比べ、いろんな純Ui のものを比較的容易に、

安 価に得ること ができる 。 ( 写真ー1)

せ っ総質タイルの l吸水準は 2 - 3 %が多くその

2  . 指針 ため 、張付けモルタルとの馴染みが良し、。今問題

当社で扱うタイルについて、 ( 1)人 ( ユーザー ) とな っているタイルの制約は始どみられない。 ま

がタイルをとう 見ているか。 =:i ;t 飢 (2)身に介 っ た、押出し成形品では、タイルの災) { をア リ){;Ik

ているか。 =佳築物を保捜しているか。 (: l )i fr，し行 に加工しやすいことも、話1) 泌を少な くしている嬰

に合っているか。 = j主術が進歩しているか。 この | 刈と巧えられる 。

3 つの観点からt ' I キI : ，! &! ，¥i ，をふるいにかけてみる 。 せ っ総' ( ' 1タイルの24時 IH) 吸水率の減ITI 吸水率に) ' )

者I1市の風fJt はその /，; 11ｲｬ ｩＱ ｾｨ＠ t' 1の色令いを持 ってい する飽和係数は 50- 70% であり、 2411寺! 削減水率も

る。 これはその都市の t の色からくるところが大 3 %であることから、耐i点; 呼'M: は良好で、ある 。 こ

さい。 日本には日本の色、日本の 一lーがある 。 タイ れまで ｩｾｩ 蓄の現象は起こ っ ていない 。

ルには色、寸法、 j杉;Ik 、l止ひ的表 1Mテクスチャーと 俄器質外装タイルで建築物をおお ってしまうと、

選択肢があるが、それらはいずれも周囲にとけ込 下地の水分の進げ場がなくなり、 ( 厳衡に云えば、

み、一体となるような L のでなければならない。 同地部分及びタイル表 If I i からのす' i Fの水分の !If， 発

一瞬華やかで人目を ，{''f. うタイルであ っても、周囲 は与えられるが) 、何時 までも下地に水分が含まれ

の色合と調和しないものは、いずれ飽きられるで た状態が絞〈 。 これに対し、せ っ ｾｩｩＱ Ｇ￭は若 ｆ の ｬ 倣

あろう 。 日本の土でiiZ られたタイルは 、最後には 水があるため、下地の水分はタイルをi I f J して、緩

日本の土にかえる 。 そのためには日本の色を持つ ↑E ではあるが、必発する 。 1" j 也に思いやりのある

ためには無ゅうで、特殊な表 Ifli テクスチャーが必

要である 。歩道の一般場所のすべりほ抗( I { ( ( A  S  

T  M E303- 66 T 判定試験万法 ) は45以 卜が必裂で

あると言われている 。

床タイルは 300mm以上の大版化が. i l l i み、色令いは

もlちろん、日本の色、日本のよであり、 14 妹な表

而テクスチャーが施されている 。( 写真 - 2)

4. 施行例

スクラ y チの表 I(t Iテクスチセーを布した外装タイ

ルの施行例を (写真 - 3) に、 lぷタイルの地行( i i l) を

( 写真-4) に示す。

たタイルでなければならない 。我々はこの機な思 タイルである 。 しかし、行 |ー のl吸水性があるため、 写真一3 外装タイルの施行例 (エステルミナス中肉込) *

惣のもとに、景観材料 としてのタイルの製造にあ せっ器質タイルは磁総質タイルに比べ、旧を若 F

たっている 。 1吸水するが、蒸発もまた起こり、 1;' ｪ 也への ［ｪｦｾ 物が

タイルには、 J IS による分知の陶器、せ っ器、磁 起こるまでには相当のH寺11¥1 を要するから、日常的

器があり、名々に胤iゅう、無ゅうがある 。上記巧ー には問題はない。

えを満足してくれるタイルとして、我々は外袋用 床タイルの場合は外装タイルと与もなり、タイル

に拘l 出し成形せ っ器質無ゅうタイルを、! ぷ用にプ

レス成形泌総11無ゅうタイルを選択した 。陶総は

I吸水率が高〈、 <j ! 1 ! 1 . 交も比較的司法いため、外袋、床

タイルには不適である 。磁器は通常 、プレス成形

による工業製品が多く、七モタI ) nが屯保される床タ

イルには最適であるが、外装タイルには、いかに

も機械的すぎてｬｊ［ｪえがない 。 そのＯｾＺ、 Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ 出し成形せ

っき11無ゅうタイルは手iit りの n? ' f ; の味があり、

日本の土にとけ込み 、 日本の土に泣元されても j.@

和! 患が全く生じない。

3  . 特 徴

当社が製造する、 11j1 ｮ｜ い加 ｦｾ せ っ 総 Ｇｻ Ｇ ｬＡＡＧ ｦＮゅうタ

イル/ 立びプレスJ jX ｉｦ ｾ 般旅 ＱＱ 無ゅうタイルの特徴を

先の 3 つの観点から述べると、つぎのようになる 。

無ゅうタイ ルは 、地ゅ うタイルに 比べ、土そのも

のの感触があり 、日本 の土、日本の 色を持 ったタ

イルは、更に周囲の環境によくとけ込み、住築物

を引き立てる効巣がある 。長年 比似れでも飽きが

こず、 " わびぺ" さび勿の境地に到る j弘絡をもそな 写真- 2 特殊表面テクスチャーの床タイル

*  P. 50.  51 方ラーへージ参 附

4 0  挫築と社会/ 1990年 12月号

写真 4 床タイルの施行例 ( 止別陶イ 1戊 ) 1υ 品川

5  . おわりに

当社のタイルの特徴を述べたが、タイルは ljl に

引きたたせ役にす ぎず、，建築物の J;'i] 1耳!の) ! fU;( と一

体とな った美しさがあ って初めて 、タ イルの美し

さが強調される 。今後、 fJ;' P党保全対策として、ま

すます景観が重要枕されていくと忠われる 。

( ふるや ひろし '( 1判，i; : mI;Jイ7研究所所長 )



イ干物のタ ゲ y トを 111 ，、た高周波 スハ y タリ ング (1) 金色金属調 タイルの製造法

各論 11 ・ 素 材 の 紹 介 ・ タ イ ル
で可能であるが、大きな 問題とし てターゲ y 卜と 反応性ス パン タリンク袋 ;l( をmいて、ターゲ y

しての化合物は、中11当な Ifilh't と厚さを必裂とし、 ト金) / ; 1，にチタニウム ( Ti ) 、不治性ガスにアルゴ

金属調タイル
1171倣 1

1

"1で JI佐伯をもち加工しにくく 11Hi 怖も向くなる 。 ン ( Ar ) 、アルゴン ( Ar ) 反応性ガスに窒素 ( N2)

また、スパ y タリングH寺に組成が変化し、化合物 を使用し、 一般的に点空j変 1 X  1O-
5
T orr 、ア j レゴ

が!京 f 、分 f に分解され、 f'[i 発性あるいは蒸気圧 ン窒素泌令ガスを 1 X  1O-
3
T on まで導入、電圧400

神吉 盛

の ｲｾＧｾ Ｑ，Ｎ、分チ｛立、 ｩｖ ｪＮ ｩｪｾ の ｴｪ ，に全部取り 込まれること - 600Vで政'oll .させ、反応性ス パッ タリングによ つ

にならず 、あるk : lll 求の欠乏を 生ずる 。 てタイル利l薬表面に皇室化 チタニウム薄膜を形成さ

これらの欠点が改普され、化合物の剥l成比を通 せると金色の金属調タイルができる 。

当に制御して! l t ましい物性を引き tHすための} ] 法 しかしながら、塗化チタニウムはタイルの布h築

タイルの稀股コ ーテイング技術は、必着法ある が反応性ス パ y タリング法で、共イ本 (1(; には装置は の付・着力 が劣るため、初j めはチタニウムのターゲ

いはスハ ソタリング法が陶般' t ' l MHlh タイルへの代 従米のス ノ{ " i ' タリング法と 相違な いが 、スノ マy タ y トに対して政屯ガスとしてアルゴンガスだけを

表的な書欄' l ' l ii 間 処 理rr方法でタイルの金属調加工 リ ンクの ため政 ｕ ガス Ｂ ｉ ｾ Ｇ に反応性ガ スを出入させ 用いて、チタニウム のスパ y タリング薄膜を5001

に適用されている 。 るだけの方法て¥反! 心ガス の泌 入により化合物議 位 j交の j♀さをつけ、それから笠井ミカ明スをアルゴン

薄膜処理の一つであ るぷ lr 法は、タ イル粕薬表 脱が基板上に形成されるが 、こ の反応による化合 ガス 中に泌せd て室化チタニウム樽肢を 1，000A .f，，1交

官il に高周- t)r の般化チタンあるいは円安化スズなどを はターゲ ッ ト上と［，ｾ板上でお こり、タ ーゲ ッ ト 上 の厚さを形成させると 、室化チタニウムがタイル

高弘中て Ｇ ｾＡＮ ｾｾｬｦ する ｽｪ 法て｜間変化チタンあるいは同ま では化合とスハ y タリングの両方が同H寺に進行する 。 荊h薬而に非常にし っかりつく 。 これは、塗化チタ

化スズの ii't脱を形成させ、病h薬ではでき ない表 I(fi 2  反 応 性 ス パ ッタ リ ン グ の 装置 ニウムがタイル桶h薬面とあまり 「なじみ」がよくな

を日強度、 ｲｾＧＺｪ 光沢に改賀する 。 こ の 時践の ｪ 享さ調 反応性ス パッ タリ ング装置は 図ー 1 のごとく 、 いが、チタニウムは非常によくなじむという性質

強により l耐久性の優れた金析の ような鏡面状の日 作IIUのスパ ソタリング装置と l京i思はほと んどかわ があるので チタニウムが柄h薬而と室化チタニウ

光沢粕薬表 1f1J のタ イルあるいはラスター調のタイ りなく、装ili 上の利 a止としては金属ターゲ y 卜の ムとの IUJ に按着の役割をする 。 また、このような

ルができ 、多 くの使用例があることは周知である 。 使用が可能で、厚さ M' ) に傾斜がついて組成の的 傾斜組成は務践の機械的物性の 111)上に効果がある 。

脱がj形成されること であ り、化合物の組成の調整 (2)銀色金属調 タイルの製造法

ができ 、薄版物性 を改善させることが可能となる 。 銀色金属調タイルの製造法は、反応性ガスを使

図ー 1 反応性スパッタリング装置

3  . 反応性スパ ッタリングで形 成 さ れ る 化 合 物

反応性スハ y タリングで形成される化合物議肢

は、金属 、半導体の般化物、室化物、炭化物、シ

今回紹介するスノ マy タリ ング法による金属関税 リサイド、燐化合物なとて¥ターゲ ッ トとしては

ｉ Ｑ 英処理タイルは、実質的には金以と， ｆｾＱｩｬｬ￮ される新 会以、半導体であり、反応性カスとしては般化物

しい素材をタイル表面に形成させる緋税処理技術 は02、H20 、室化物は N2、NH3、i #. 化物は C H，、

である 。従米のスパン タリ ング法では 、金属f 91j え C2H.，、 C O、硫化物は H2S 、シリサイドは Si 出 、

ぱ金色は金、銀色は銀をタイル表 l師に薄膜 を形成 燐化合物は P H，など使用され、これ句が単体でなく

させるため、付 Inカが劣り 化学的、物理的物性に 不活性のアルゴンガスと 1見合して使用される 。

欠点をも っており 、主主材とし てのタイルの必安物 この反応 ｉｾ ｉＺス パ ｹ タリングで形成される化合物

昨lせず通常のスパ ッタリングででき、ターゲ ント

金属はクローム ( C r ) 、不活性カスにアルゴンを

使用し、 ￄｾ 皮 Ｑ X  1O-
5
T on としてア ルゴンガス

を 1 X  Ｑｏ ＭＳ ｔ ｯ ｲｲ まで導入させ、ｾｉｬ圧 ＴＰＰＭＶＰＰｖ で

放屯させてタイル柏h薬表而にクローム金属締脱

。

I ，OOOAの厚さを形成させると 、クローム金属の銀

色金属捌タイ ルができる 。 このクローム金属薄膜

は綴密なフィルムとなり、 ｾｬｉ ｪ 瓦メ ッ キなどで形成

されたものより 、化学的、物注的物性がはるかに

優れた金属政となる 。

5  金 属 調 タ イ ル の 特 性

金属剥タイルの特性は、 JI SA5029の試験範囲内

では合絡し、従来か らのタイルと 比較してもかわ

りないが、薄膜音11の厚さがl ，O00~l ，5001 と極め

てd干し、ので、使用条件て。洗i'f t適性に 問題も あり、

金属剥タイルの洗浄適性は 、表 - 1 のように注意

が必ｾである 。

X 使用不可

性を満すにo f . らないので、建材として の使用はで は、 化学的には作成て' きなく、天然にない物質が 6  施 工 上 の 注意

きないものとなり、高価な金、銀を使用するため でき、特にJ i i I ! 1.交ではダイヤモンドと同等の化合物

価絡の上でも問題があっ た。 このfiHi給高、耐久4性 となる 。

を解消させるべく新しい方法として反応性スハ ッ 4  . 金 属 調 タ イ ル の 製 造 方 法

タリン夕、法が巧ー楽された 。 AJl.イFのタイル製 j立技術でのfjh楽による金M調タ

この反応性 スハ y タリング法とそ の袋世放ぴ製 イルの製造は、 l丘般的には不可能であり、で きた

造法につい て t記述する前に 「スハン タリンク J と としても転Ｚ与 Ｚｾｪｾ などによる金 、銀 を焼 付処理 する

は 、放 Ｗ 丘中 にＩｾＧｅＮした高速度に Ｉ［ ＱＱ 泌 されたイオン 以外万法はな く、始めに記したように化学的、物

または、! 瓜「が! 占l体表面 ( ターゲ y ト) に衝' 失し EIUI(J 物性は建材として外装、床に使用できないも

た運動誌の交燥によ ってター ゲ y 卜を 情成する阪 のである 。

rが空間lへ)fJ . :.L¥される 現象 を総粉、するものである 。 反応性スパ y タ リング 法により化学的、物理的

1  . 反 応 性 ス パ ッタ リ ン グ 物tl: に優れた新素材 ii 'j . ! 史をタイル表 1mに形成させ、

化合物のスハッタリング u1j . 肢は、I =lu(J とする化 その解決がなされた 。

焔工上、特記することはな く、通常 7 イノレと同

じ地工方法で何ら問題ないが、使用場所として温

泉、広水、常H寺浸水する音11所、洗ゆを1 ? ; J l 寺する ffll

所では極めて ｴｴｾ ぃ金属阪であるため、加ｻ勾の恐れ

からさけるべきで、 一般外装の使用であるなら問

題なく、使用が可能である 。

おわりに

金属調タイルの今後は、 1j1に金属調としての金

銀としての代答使用だけでなく、金属膜の電導セl :

などの機能を活用した静電ｼリｾ JI 二など新素材として

タイルが広〈使用されることを期待している 。

( かんさ はじめ/ ダントー( 的生産部部長 )

建築と社会/ 1990年 12月号 41  



. 施 工 方 法る。故大サイ ズとしては P カラーを除 いて 9 0 0 X

Ｑ ＸＰＰｭｭ までｻ山 ｾｊ '可能である 。

l写みは際 i!l1l 5mmで統ーしているが、カー フ工法

J F l として 21mmJ ' l- を叩11iii している 。

各論 H ・素材 のfJ i 介・セラミ ックス

1l. -60X43 X  21  ( S U S304)  

M-8ボルトナ y トワ ' '''ャー

スプリノグワ ノンヤ

( SUS304)  

パ ，7 ア μ プ材

( ポリエチレ ンロγ ド8φ )

乾式ファスナ ー工法

カーフ金物

T プレート (T - 45 X28X 31x  1.51  e  =  100)  

カーフ ( SUS304)  

部分トロ工法

50 

カーフ工法図 - 3

5  . 施 工 方 法

(1)現場貼施工

① 乾式フ ァス ナ ー工法

上下小曲 にあけたダボイしを利用し、ステンレスフ

ァスナーで躯体と W] 定する乾式工法。 発売当初j よ

り採用し てお り、似体の動きに対してフレキシ プ

ルて' あ ることを特徴とする 。 ( 図 ー 1 )  

② 部分トロ工法

天然石と 同様の工法であり、内! 笠に適用 。( 図- 2)  

③ カーフ工法

2 1mml写の小 I( II l l' にカーフ ( 幅 5 mm、深さ 12 - 15

mmの構) を }JI 口こし、中h¥l OOmmのカーブ 用ファ スナ

ーで躯体 と1，';1定する 。 日ぃ設計一風圧力を必裂と す

る壁面に適JHする 。 ( 図 - 3)  

⑤ サ ンシュ工 法

周囲の厚みを 14mml こl I I I i え板ガラスと問機、サ '1 / "

ュ枠の中に回定する 。 カラスカーテンウオール と

の組み合わせが可能となる 。

(2)/ "ネ ル工法

①PC工 法

石材、タイ ル等; の表而仕上村として P C板に 11 ち

込み、ノ ぞネルb血工する 。 不オノ マリエ の周 囲よりカ

スガイを 1，';1定し、 コンクリートを流し込み困 治す

る。要領はイ i Hとほぼ同様であるが、前工桜とし

て、表而に 緩 衝材 を喰布し 、コ ンクリート の膨版 ・

収納を緩和させる 。地工実主fi は多い。

② 乾式鉄' ，.'1 ハ ネ ル」二法 ( ハイブリ y ド ・カーテ ン

ウオール工法 )

2 1mmJ T，I の上下小 l師全辺にカ ー フ}J 日工を行い、ステ

ンレス金物 を注し込み 、鉄骨ノ、ネル とボルト Ilfl 定

し、工場 でノ、ネル化して施工する新工法。 スチー

ルプレ ム全 IITi にはステンレス板を施しており I上

水性も十分にある 。 P C似に比べ較量 ( 約 1 / 3 )  

であること、 発 生 JUIIHJ がいらないため工 期短 縮 が

計れるこ とを 特 徴 とする 。 ，':ij }( i ' i ビルへの施工に対

しても、 | 分な実験デ タ をそろえている 。

(図 - 4)  

( かとう ひでお/ I:J ＭＱＢ［ ｉｩＺ ｾ｜ｦ￬ｬ ｪＭｊ乙附建材体 Ｉ 施工開発謀長 Ｉ

結晶化カ、、ラス建材

秀 夫加藤

1  製 法

結品化カ‘ ラス，建 材 ( ネオハリエ ) はカ' ラス原料

を協同虫した後、 ; ]( i令によリ 5 - 7  mmのザ ラ メ 状 ガ

ラス粒を作成した後、伽「火物の十WJ.I，反上に 7J ラス*. l i :

をしきつめ 、約 1 1 0 0' C の ilnU立で Il UJ II 熱し 、カラス

キ立を結合させ板状としたものである 。再 加 熱 工 科

において 、ガラス 4立周囲より主 |寸止の微制11な中古品力ず

析出し、ソ フト な 締 きを もっ結品化カラスとなる 。

結品i J は全体の3 5 %であ リ、伐り の65 % は方ラス

の状態であり、軟化させるこ とによ り仰げ加工が

谷易に可能となる 。
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2  カ ラ ー バ リ エ ー シ ョ ン

19 7 3年 発 売H与は、1 ' 1とベージュの 2 色であ った

が、 その製 法 を応用 し収イ1: て"は 24 色 とな っている 。

ガラス原料を治 色し た S カラー 8 色、ガラス f.li:に

必色顔料を ｽｭ え、あ ざやかな 色 ， ＱＱＱｾ を ｲｈ した ｐ カラ

ー 8 色、 5 カ ラーをブレンドしたブレンドカラー

8 色である 。

3  材料特性

結晶 化 ガラス挫 材 ｬｩ ｬｬ ｬｪ げ ， ［ｾｕ 立が ，Ｚい 、といった 物

製的特性のみならず、料" 日1化ガラ スであ ることに

より、 ｉ Ａ 及水 率がセ Ｔ ロで凍ｾーの 心配 が全くなく 、耐

両全性、耐アルカリ '1'1=. にす ぐれた特' 陀をもっ。 よっ

て、般性雨の ;jf3-杯 、 ウォーターフロントでの海水

による塩害の彬糾は全くうけないといえる 。( 表ー1)  

4  標準サイズ

傑準規格サイ ズは 9 0 0 X  9 0 0、9 0 0 X J 2 0 0 mmであ

2且2晶ン- } レ

剣先M8ボルト 1= 40

ｍ Ｘ ナ ｹ ト Ｈ ｾジロ ，ＷＩ

ワ y ンャー ( 件後 φ25)

予ーパワ ' ' ' ' 守一

M8ナ y 卜( ネジロ ，7 )

ｾＧｉ 先 ｍ Ｘ ボルト Ｑ ］ Ｔ Ｐ

M8ボルト

ゥ

一一日

表ー 1 ネオパリ エと天然石の特性

ネオノ、 リエ 〔ホワイト '103) 大旦rrT. 花 l羽岩

( 1色 J立( Ul i ) 89 59 66 

光特性 fl i:l lJc反射準 ( %) 80 42  44 

正反射率( %) 4  4  4  

持品目彰焼係 数σ 3 0 - 3 8 0・t: ( x  10  '  /' C )  6< 8 0 - 2 6 0  5 0 - 150 

然特性 熱 ｦ 云 導ヰ ｾ Ｈ ｫ ｣ ｡ ｬ Ｏ ｬＱＱ Ｎ ｨｲ Ｇ ｃ )  1.4 1. 9 - 2 .0  1. 8 - 2 . 1  

比熱 ( ca l/ g ' C) 0. 19  0. 18  o  18  

比重 2. 7 2. 7 2. 7 

ｉｬ ｬ ｊｬ ｦ 姐ｩＱｾＧ )  ( kg/ cm' )  5 1口 170 150  

機械的特性 ヤングヰ工 ( x 10' kg/ c耐) 5 .2  2 .8 - 8 .4 4 . 3 - 6 .1 

ビンカース 制度 ( k g/ mm' ) 530 150 7 0 - 7 2 0  

モース硬l且 6 .5  3 - 5  - 5 . 5 

由I間差値，，， ( 1% 11，5 0・.%) 0. 08  10 . 2  1. 0  

耐アノレカリ性" ( 1  % Na OH. % )  0. 05 0 . 30  0 .10  

化学的特性 面tn，正水性3 ) ( mg/ cm' )  0. 08 0. 19  0 .1 7  

I吸 水Z草川 ( %) 。
0. 30 0. 35 

i.¥k結 tJJ:抗" ( %)  0 .028 0. 23 0 .25 

図 - 4

4 )  25x25x 15mmの試料 を水に48時 11I 1b. ' 次後の 1 1 l 鼠増加を % で

Wt - ¥Vo  

J <. わした一一一一一一 X 100(0/0)  

'"' 0  

5 )  15 X  15 X  JOmm的瓜料 を25'(; の 水 中 で 2 ｾ、 20'(; で 4 時 1111政

［ｬｩ 町サイクルを ＲＵ ＱＡＡＱ 蹴リ ｾ止した ｦ 主 的 軍 ｊｩ ｬＺ減 Ｈ ｊ ｉ ｓ A  5209)  

1  ) 三 点荷量、 50X 150x 18t Dl III ( ス ハ ;..- 1201ll m)  

2 )  15 X l5 X 1Qmm町 凪 料 を 25'(; で650時 1111掛川 f量的 ilUi t 減 ( %)

3 )  25X 25X 5mmの 試料を 90'(; 円惚 棚 海 水( 榔 水 l kg中に 35 .0 g  

のt瓦町i を含む も の ) ・l' で2' 111与/111世 清 後円 屯 1;[ 凶 (mgfcm' )
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各論11.素材の紹介・セラミックス

大型セラミ ック建材

!京 健一

1  は じ め に

タイル等のセラミ ンク緯村は、耐候性、而トdts 品

性、耐汚染性等に優れた性能を持ち、従来よ 1) 往

築外装材として広範囲に使用されているが、近年

意 匠 I{Uでの自由度が目玉いことから使用の頻度が高

まっている 。大21セラミ y ク建材は基本的にはタ

イルの製法を踏襲し 、材料 の変更によって従来に

ない大型で厚みの五，ｾい内 ・ 外装材を市場に供給 し

ている

2  性能

表ー Ｑ に物性偵を示す 。 石村と比べ山げＧ［ｾＡｉ交 が

向いため、その分厚みの減少と総長i 化が可能と主

る。 現在標準品は 3 0 0 X 3 0 0 mm、6 0 0 X 6 0 0mmのサイ

ズで厚さ 8 mm、重量にして 18kg/ m'である 。

表 - 1 物性比較表

アガト R 7t f トス

御影石 大理石

ソ ワ コライユ

l吸水準( %) 3.0  0 .8  0 .2 - 0 .5  0 .0 - 0 .5  

i叫if l.主 ( g /cm') 2 .2  2 .3  2 .6  2 .7  

1111げ 強J主( kgf/cnl ) 400 500 150  170 

圧 縮 強 J.u: ( kgf/cnI ) 1700 2500 1500 1200 

ンャ J レピ 衝撃強度

1. 3  1. 6 2 .0  

( kgcm/ cnl )  

ヤ〆グ率 ( kgf / cnl ) 4  X  10
5  4. 5 X I05 5 X  10

5  7X I0
5  

ポアソン比 0 .14 0. 16  0 .20 0. 27 

然膨張係数 8 X  10- 6  8 X  10- 6  7  X  10- 6  7  X  10- 6  

熱伝導ヰ:

0. 9 1. 1  1.8 2 .0  

( kca l/ m' h・'C )

建材では一般に |司11'1' 1 : を高〈取ることが望まれる

ＧＱＧ［ が多いが 、セラミ ｹ クスのようなＩｪ ｬｾ 性材料では

必ずしも有利とは言ぃ剣tい l前がある 。 l曲げ強度が

適切j であればヤンク率の低い }J が多少の後みにも

耐え、セラミ ｹ クスの宿命であるＩｪ ｬｾ さの事 ｭＱ ￮Ｇｬ とな

るため 、地工後の IUI げに対しては有利に働 くと与

えており 、 P C版 の Iltl げ試験では これを袋付ける

テータも得られている 。

而'ti 点主性てゴま凍結融向専の反 i反回数が重要と考え

ており 3 0 0サイクルの反 復 でダメージを受けない

ことを目安にしている 。

3  意匠

ｾｾｉｉ 薬で表部のみに着色した地 ｦｬ ｬｉタイプと 、 原料

自体; に着色顔料を出合した繰り込みタイ プの 2H

を準 Ｑ ｩ ｩｩｬ している 。 ｾｒｾ 機顔料による広範囲な色使い

が可能であ り高温焼/iえのため憾色 、変色の問 題 も

*  P  . 51  カラーペ ジ参照

ない 。 ［ｦｾＱｉ : 築のやnN[ により光沢 l面、 < ''/ 卜l耐の選択 が付与されており 、会材が僅かに l吸水'rl を示すた

も1' 1イl唱に行え、また プ レス成 j杉法による表 lili への めに、極めて r:"，!j¥.. 、桜活必さが紛られている 。

テクスチャ 付与1. ， 1也ぷ付に比べて IJ 仕IJ. J t が高い 。 乾式工法は材料 l 枚 l 枚 を 金 物で似体に| 占l定 す

ｾ に 、外装材 としての例は多くないが 無機 絵 ｵ の る方法で、 ｬ ｪｩ Ｎ 体似の ｾｧ ｬ 立性がれ ｊ Ｇ 、のが特徴である 。

ンルクスクリーンプリントが用いられるケースむ ルーズホール等の刻扱機ｻＱ ｙｾ を有し てはいるが北本

ある 。

設計者のイメ ージに 合わせてこれら の 千法が決

定されるが、組み介わせによ って 制 約の生ずる場

介もあり 、) ，. ' . 1 ' 焼きには卜分な l侍 1111 を取ることが

必袋と考える 。

4  加 工

一般には製造工場で切断加工した裂品が tH1'i:i さ

れるが、現地でのダイヤ モンドソ による川l工も

可能である 。

5  . 施 工

表 ＭＲ に当社の ｪｪＨ 奨工法を示す 。 外装 ｊ ｉＧｉ の工ＮＮｴＱｾ

としては 、111式の手必 1) 、 P CJ 坂先付け工法、金

物 を 使 った乾式工法等があリ、使用部位、地工r:; 1j

さ、材料形状に応 じて適切な方法が選択される 。

表 - 2 - 1 施工法の選択

表 - 2 - 2

ア ガ ト ス

ｾＭＺＷスク工法

乾式工法/ 7 ァスナー工法

T ピン工法

ｾｾ枠先 付け工法

PC板先付け工法

使用部位、アガトス形状、及び施工高さと推奨施工法

( 先付け工法を除( )

部 位 下地(1体) アガトス酷技 施 工 法 施工高8

内外装床 モル7 ル一丁- 450醐I!I 未満一一- 7 A  7 工法

ト Ｖ ∞四 ｉｾ 未満 一 一 Ｗ A  7 工法

L _6∞回角以上一一一7 A  7 工法

内 装 壁 ポ ドーァ- 4日岨角未満 接着剤張り工法 .

ト Ｖ ∞醐 ｉｾ 未満 ーァー接 着剤張リ工法 < 6 m 

L ーレ ー ル 工 法 < 10m 

」側聞角以上 レ ー ル 工 法 く 10m

外装壁一，- R C 一「羽田戸l未満 二三ム i ぷ < 16m

|  ト 側聞 Ｑ Ｔ 未 満 ー「一 二えム Ｚ ［ ｾ ｩ < 16m 

トー 7 ァスナー工法 < 16m 

1  L ーT ピン工法 <31m 

L _6∞醐角以上- - ，-ー7 7 スナー工法 く16m

I  L ーT ピノ工 法 <31m 

L _  S  - ，- - 4印皿111未満

ト 6∞凹I!I 未満- - ，ー 7 7 スナー工法 < 16m 

L _ T ピノ工法く31m

L _6∞四戸l以上- ，- - 7 ァスナー工法 < 16m 

L _ T ピン工法く31m

手帳りの場合は袋 I( U にモルタルの空隊ができな

いように合板の 7 スクを使 って均一な厚みにモル

タルを塗布する万法を 1f1i 奨している (7 スク工法 )。

PC工法では 600mmfiLj 未満の材料はコンクリートへ

の l立打ち、それ以上の材料は金物をコ ンクリート

に埋め込んで固定する方法を採用している 。

表 ＭＳ に手 ｾｊ を ＱＩ 、および ｐｃ 工法の下地との核

:{f 'jrtl さの ilJi l定 WII を示す。 材料裏面に蛾 i，Yi .j 止の袋足

的には』巨体の Ifu.fi'iJ支が仕上 がり村J支に杉科を及ぼ

すのでより正純な凶仕上げが必要である 。

表 - 3 接着強さ
1別立( kgf / cが)

¥ 養生方法 主、 Eド先生 ;車熱繰返し養生

工活¥ 材僻 4 迎 3 ヶ月 4  i且 3 ヶ月

手' * ' ) 工法

11. 6  15 .1 12.3  17 .5  

10. 6 13. 2 9 .9  10. 7 

( 7 ス7 工法)

主= 11. 1 文= 1 4 .2 主= 111 主= 14. 1

P C版先付け 14. 9  16 .1 15. 8 12. 3 

工法 14. 9 16 .8  15. 0  13. 6 

(i 宜白地工法) 主= 14. 9 主= 16. 5 主= 15. 4 主= 13 .0

6  施工例

写真 一 1 は高層オフィスビル外怪への P C工 法

による施工wりである 。 ブルーを基調とした施利I品

で近寄るとストライプのスクリー ンプ リントが施

さtLてし、るのカずう士かる 。

写真一 2 は事務所ロビーの泊工例で7 スクを使

った手張 1) 工法である 。

写真一 1 *  

写真 2  *  

7  . お わ り に

大型セラミ y ク建材を発売以米、多数の現場て

実績を和んで来たが、工法、コスト、: tt 匠 各 商 か

ら更に |拝l発を iift め市場ニーズに 1.[;. えて行きたし、 。

( はら けんいち/ (肉I N A X上野工場校術諜謀長 )
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1 特長 つ ぎ の 条 件 下 に 保 持 の liijj 去 の 強 度 を 測 定 し た 紡

各論 II ・ 素 材 の 紹 介. セ ラ ミ ッ ク ス

ガラス1 ' 1 発泡セラミンク建材 は 表 I( ! i から、ガ ラ ! K 、強度変化は認められなし 、。

ス コー ト層、カラ ー フォ ー ム 層 、 ベー ス フ ォ ー ム 1 5 %庫品

カ、、ラス 質発泡

セラミ ック建材

伊 藤 哲 郎

控 築 用 内 外 装 材 は こ の と こ ろ の建 築 ブ ー ムと J5

級 化 を 背 景 に 一 段 と 多 様 化 の 方 向 に 進 ん で い る 。

ガ ラ ス 質 発 泡 セ ラ ミ ッ ク 建 材 は 、 発 泡 ガ ラ ス の特

徴 で あ る 軽 量 、 防 水 、 断 熱 性 等 を 活 か し て 開 発 さ

れ た 新 建 材 で あ る 。

発 泡 ガ ラ ス は こ れ ま で 保 冷 材 や ピ ル の 断 熱 下J也

材に{ 変われてはいた が 、 'i ! l l ! . 支而や表 1(li 処 理 の 問 題

から 外 壁 を 構 成 す る こ と は 無 理 であっ た 。

セ ラ フ ォ ー ム は こ れ らの問 題 を 解 決 し 、 独 特の 質

感 、 色 調 を も っ た 内 外 装 材 と し て 1987年 ( 昭和62

年 ) 10 月 よ り 版 売 を 開 始 し た 。

セラフオーム E の 5 シリーズを幽 げ品との組合わせて'

!併 の 31習で柿 成 され る も の が 法 本 で あ る 。

断! 耐を釧微鏡 で よ止ると、独立 S! U包の 集 合 体 で あ る

こ と が わ か る 、 そ の た め l吸 水 率 が 小 さ く 透 湿 も 起

こさず、また ｩＪｾ 作も起こりにくし、 。

図 ー 1 断面 写 - 2 顕微鏡写真

一 般 的 性質

J ti fo: 1. 1- 1. 3  

1111 げ強!主 (kg/ cm' ) 90- 100 

l 正紡強度 (kg/cm' ) 250 

ヤングヰｾ ( kg/cm' ) 20- 30 X  10 '  

J 三 1(li モース磁 l主 6.5 

企'!¥(ム ;(f，'ド(kcal/ l1l h.C) 0. 27 

全I( ! i 版本中 (2411、H :h" t Oo) 0.1 - 0 .2  

占ｾｾ ｾ 膨 必係数 Ｈ ｲｃＩ 90 X  10 -

園、 ｴ ｲＮ ｾ｜ｩｦｩｩ 幣 ｴｴ Ｈｩｬ，ｬ ｬｬ 主Ｉ，Ｇ ［ Ｎ ｃＩ 60 n  1  

- 耐薬品性

つ ぎ の 粂 1' 1 下 で 試験 の 革¥1;*、ま った く 変 化 は 認

め ら れ な か っ た 。

外 観 上の宮主化

来 品 ｩｊ ｊＢｾ＠ 1.1 IIN' 1:: 1  

円安 0. 5% 、3% 28 11 

カ セ イ ゾ ー ダ 0.5
0

0
、3

0

0 28 11 

!1，，¥ ノド 5
0

0  28 rI 

セ メ ン ト ノ ド 飽和 28 rI 

ハ〈
/  ゼ /  28 rI 

メチ ルエチルケト/ 28 rI 

ア セ /  28 1二l

米民主 )11'1' 刊 i先行'1 5ny 28 11 

ガ 7 ス p)f 1f1泌 !!;i 液 28 11 

ガ フ ス i止 i'{，ｩｬｾ＠ ｉｾ｛ 液 28 1J 

1泣 依 ガ ス 100
0

0  28 11 

'IE (iAc 般 ガ ス 100
0

0  28 1，1  

(iAc イヒ ノド ，{- ;  100
0

0  28 1:1 

ｩ ＧＩｾ＠ 1: 戸
7  ノド 21L'f1l¥1  

使用した日東ビル ( 名 古 屋 ) *  UI:) 液体には完全MJ i . ガえは' 庁;m存協 '1' にN 人。

胞 工 i1;

{ 古川l 条 ('1

l人l 存 Wi 号

(!e JII 部位 ド J出

トト ill または J di i l l に

:30mml '/ 

t停を切リ、この剖; ぅ〉に

Ni )、f止111 .til 、900mmX  I  .800mm ( 外収

T  ｾｾレール ｗ ，
タト 培 鉄筋コ ンクリー ト

全抄J をJI正(.1 け施 l する

の場合は 、ぷ，i J 風1I ーにより jik大使川

IAJ Il，t  j :l< -1'1 

J j W 

. I W! 二市IWJ )

似体か ら(1: 1'. I( !i までの作え 1Iよは75

ｭｭ が ｴ ｾ 司 Ｑ ，

タト ー:，1: 鉄筋コン 7 リート

スハ/ ド レルTzに施 l lOmm)' /. 15mml ・f1I i J ( ( l.I.!)1I .I'il ミ900mm

サ ソ シ r: i1; 

IAJ  片す j:l< '1'1 

する J41介て X I  

I，o!f l 'd:  }j i l 、 ｴ､ 古川 が 必ｾ

モノレタ j レ

ノ1ヘ3  トk 15mmJ '1  

4を .i'} 1  11， l人J Il，t  

イバ111セメ ント似 ンリコーン系 ｾ ｉｩ ｩ 刊 ｪ ￬Ｉｊ ｩ il k人・ (l.l!1I 1.1  I L900mm x  1. 800mmただし、

干I'fl ボー ド 1'i '1 を{止 111 した }jもI i L (v t やビノレの去、 I'ks 外惜の 部にら

JI刊主力 Jレシウム 似
('J.! 11 1  "rtiE 

A LC -i' li 

キ P .51 カラーページ参 11付

44 建築と社会/ 1990年 12月号

且、 ，l111 it.i I  λ  ，. i民持日数 姐11l Jt IKY 試J みU創' 帆'(/ 

1" 処 )11' .  21 100 100 

カ セ イ ソ ー ダ 0.5
0

0  
7  110 90 
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=正点:詰， ｾ作守傾の ｴ浪毘Ａ皮主 の Ｓ来臨 Ｂ刊 Ｑ

'1干ドιtιl) して i呆宇持ト eヰr とした

2  . 製 品 仕 様

製品仕様とし ては 、 ＳＰ ｭ ｭｬＧＱ と Ｑ ＵＥＱ 亨の Ｒ 純 ｾｲｩ が

ある 。 30%1写 は 主に 外 装 用 途 に !)f J )eさ れ ヴ 用 イi'd J.

に よ る 乾 式 工 法 で 、 15% 1' /は lλj 装を主用途に| 井He

さ れ た 製 品 で lV用 接 着 剤 を mい て 取 り 付 け る 。

I見絡 寸 法 と し て は 、平 板 3 的如、 コ ー ナ 一 役 物 4

同 類 と 1111げ 版23.f' Hl i の 規給、1・法が あ る 。

仕 機

干竜 野1 ァクスチュア カラー 及 川

L o. - - リーズ 13色 34kg/ m'  

! 平さ 30
m
品川 M シリー ズ 13色 : l 4kg/m'  

5 シリーズ 9色 39kg/ ，吋

17: さ15
m
両川

L シリーズ 13色 19k9/ m'  

M シリーズ 13色 19k9/ m'  

平 板

規格寸法 (mm) 最大寸法 (mm)

900 X900 

900 X  600 1. 800 x  900  

日OOX 日00

コーナ一役物

規格寸法 (mm) 最大寸法 (mm)

150 X  150  X  e  900 コーナーの jえill は:300まで

150 X  150 X  e  600 コーナー のｾ ， ， ｾｪ 旦 は Ｑ ＵＰ まで

150 X  300 X  e  900 

E ‘ 900 

150 X  300 X  e  600 

3  .施 工 方 法

仕様音11位 や下 I也 、 使 用 条 件 に よ り 地工 方 法 が 災

な る た め 、 適 切 な 選 択 が 必 要 で あ る 。

外 壁 用 の 施 工 万 法 は 30% 1'/ 品 の上 下またはメr : ; { ， ill 

にi I Ii を 切 り 、 ス テ ン レ ス 製 の 金 物 を 差 し 込 み 、 交

け 金 物 で 編 体 に 取 り つ け る T ｊ ｾｉｾ レ ール工法を ｈｩ Ａｬ ｊ

してい る。 ピ ー ス 金物 と レ ー ルイ古物の 使用区日J j は

設 計 風 圧 力 と 製 品 川 付 寸 法 に よ り 決 定 さ れ る 。

4  .今 後 の 展 開

・ 現イ ｬ Ｇ 、 Ｕ シリ ーズ Ｖ Ｑ 締結 ｬ を ｾＺｩｪｬｬ ｬ＿Ｑ 化し、内外装材

と して展開し ている 。 こ れ に 加 え 、 ア ル ミ カ ー テ

ン ウ オ ー ル の ユ ニ y トパ ネ ル や G R C . f J 込み パ ネ

ルも 開 発 "1" で 高 層 へ の対 応 を 目指し ている 。

また 、 ｬ 世材以外 の 活用をはかるため床仕級品、ｦｊｾ

' 街! 支の断熱悶途 JJI も検討 し て い る 。

( い と う 向 う 1  
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Mは使用できない 。 またこの向性能熱線反射カラ ーゲ ッ ト材の金属の純矧と供結気体を変えること

スは 、反射肢を室内側 にすることを前提として設 により 、物性の呉なる薄膜を得ることができる 。

計されており、 ｉｲｾ を外官 ｛｜Ｑ ｈＱ ｊ に使用することは現イ Ｑ このようにスバ ッタリンク法によれば、他の薄膜

のと ころできない ( 図ー 1 )。 形成法に比べ比較的答易に 多穫の薄膜が得られ る

高性能熱線反射ガラスの，ｾ， ｦ 中は 、 反射膜の金属 ため 、これを利用した高性能熱線反射ガラスは 、

の純類と厚さ ・機成法のi主いにより、現在 14品極 色調、性能而て、のバリエーションが広〈、建築家

各論rr. 素 材 の 相 介. ガ ラ ス

高性能熱線反射ガラス

の幅広いニーズに応え得る 商品 シリーズとな ってとな っている 。板厚は 6 mm、 8 mm、10mm及 び 12mm

が際司{ミであるが 、15mm、19mmの製造も可能である 。

なお品般名は 図 - 2 に示すとおり、色調を表す記

号と可視光線透過率で表示されている 。

長橋 健一

いる 。

3  . 高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス の 特 長

(1) 反射色調について

熱線反射ガラスの反射色調は、コートする金属

の種類と素板色の組合わせで決まる 。

従来のシリーズの反射膜は金属同変化政であり、膜

そのものは 色がない。 したがって反射色は素板色

によ って決ま っており、全品種で 4 品種になる 。

これに対して高性能熱線反射ガラスは現桁ーのとこ

ろ索板としては透明フロートに限 ってお り、 14品

開の反射色調は全て使用する金属の種類、 l早さと

柿成法によ って生ずる膜自身の色調である 。 スパ

はじめに

熱線反射ガラスは、板ガラスの表而に特殊な薄

膜をコ 卜して太陽光線や日射エネルギーを適度

に反射させる性質がある 。 そのため、デザイン的

には独特の反射色調とハーフミラー効果を、また

機能的には太陽エネルギーを遮蔽し、冷房負荷を

税減する効果を有する高機能ガラスである 。
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図- 2 品種名の読み方

全体的には従来の熱線反射ガラスに 比較して透過

率が小さめのシ リーズとな っているが、 各性能値

のバ リエーションが広〈、その分選択の 自由 l立が

高いのが高性能熱線反射ガラスの大きな特徴とな

っている 。 γ タリング法は両 ｾｩￆ のように膜のコントロールが

比較的容易であるため、反射色調バリエーション

2 高性能熱線反射ガラスの製造方法スバッタ も近い将来にはさらに広がるものと考える 。

リング法について (2)可視光線透過率、反射率

高性能熱線反射ガラスは、スパ y タリング法と 各種熱線反射がラスの性能値を板j享8 mmを代表

いう一極の瓦2721膜形成技術i てω製造されている 。 lrli として比較してみると、従来の熱線反射カラス

スパ y タリング法の原理そのものは、 18世紀に既 の透過率は、主に素板の透過率の彩終で 30% - 6 5 %

に発明されたといわれているが これまでは主に の範閤にあるが、反射Z容はほぼ30% にな っている 。

1  C 基板などエレクトロニクスの分野で多〈使用 一方、高性能熱線反射ガラスの場合は透過率で 8 % -

され、建築用板カラスのような大而椴でのコーテ 4 0 %、反射率で 9 %- 5 0 %と、広いパリエーンヨ

インク校術への応用は 比較的来li しい。 ンをもっシ リーズとな っている 。

(3)熱的性能

各種熱線反射ガラスの熱的性能について日射熱

取得率 ( または遮蔽係数 ) と熱1' t 流率との関係で

比較してみる 。 ここで日射熱取得率 ( n 値 ) とは、

ｾガラスに入射する日射エネルギーを ＱＮ Ｐ として室

内に入る日射エネルギーの比を表したもので、日

身、I熱取得率が例えば0. 5であることは、窓に入射す

るエネルギ一半分が室内に入り 、後り半分は外部

に反射または再放射させることを意味する 。 した

写真 ゴールドタワー*

しかしながらひとくちに熱線反射カ、ラスとい っ

ても、各 y リーズで性能や特徴が異なるので、商

品特性をよく理解した上でご使用していただくこ

とが大切である 。 図- 3 熱線反射ガラスの製造法(3)ースパ y タリング法 が って n 値が小 さいほど太陽エネルギーを遮断し、

本稿ではこれら旭硝子の熱線反射ガラスシリーズ そのぶん冷房負荷が小さくな って 、高性能の "fE. ガ

の中の高性能熱線反射ガラスについて説明する 。 この スバ ッタリング法は図 - 3 に示すように、 ラスと評価できる 。

ｊＧＩ｟Ｚｾ室内にコ ティング用の金属 ( これをターゲ 高性能熱線反射カラスの性能をみると、従来の熱

1 . 高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス の 概 要 ッ ト材と呼ぶ) とコーティングする板ガラスを 相 級反射ガラスの日射熱取得率が0 .43 - 0 .64に対し

高性能熱線反射ガラスは、スノ マッ タリング法に 対させて出き、真空ポンプを用いてｦｊ［ｾ室内を Ｒ Ｍ て0 .21- 0 .49 となり格段に 小 さくな っている 。 ま

より、透明フロートガラスの片側IJ表面に反射膜を 3  x  1O- 3torr (  =  2  - 3  X  1O- 3mmH g )程度の真空位ー た熱 11流率の点でも優れた性能を有する結果とな

形成した製品である 。 ただし単板として用いるた に保つ。その状態でターゲ y ト材に ( ー) 、装世全 っている 。

め、使用する金属はステンレス、 チタ ンなど耐蝕 体に ( 0 ) または ( + ) の屯圧を印加して電位差

金属または合金系に限られ、鋼、銀などのNobl e金 を与えつつ、膜の設計条件によ って、 O
2 、N

2、A r おわりに

などの気休紋出をする 。すると放電によって、こ 日本における高性能熱線反射ガラスの係用は、

れらのう託休は ( + ) にイオン化された分子 ( A r+) ゴール ドタワ ー ( 写真一 1 ) 、梅旺l センタービルを

と電子 ( ー) に分離した状態、いわゆるプラズ7 はじめ年々増加しつつあるが、それでも米国、ヨ

状態になる 。その結果、イオン化分子 ( A r+) は( ー) ーロ ッパなどに 比較すると l 桁低い比率である 。

の電位をもっターゲ y ト材に沼気 (I'J に引き寄せら 高性能熱線反射ガラスの基本的商品コ ンセプトは

れ、高速でこれに衝突し、その{ 釘突エネルギーで 「色調、透過率、反射率などに関し、ユーザーの

ターゲ ッ ト材の分子がたたき出され 、相対するガ 選択す る幅広いカラスの供給」である 。徐々に体

ラス表 1(li に'H¥固に付着し てコート膜が形成される 。 f!J 1]を怒え、建築家のmr 納ーに応えることによ り、 外

コート肢の厚さはターゲ ッ ト材の印1)日電圧と l侍1M] I: ; I ' デザインの向上に武献できれば幸いである 。

をコントロールすることによ って決まり またタ ( ながはし けんいち Ｏ 地研 ｾ￭ ( - ( 的建材Il f J 発課 )

室外側

図ー 1
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2 枚の力、ラスの間に しC F  ( Li ght Control  Filtη )  

と呼んでいる 特殊高分子膜 をはさみこんで、作 っ

たガラスです。視野選択の機能はこの特殊高分子

膜 L C  F カずもっており 、こ の L C F は住友{じ今2 と

日本板硝子で共同開発したものです。視野変化の

方向性は、高分子原液を 1真、lkに広げた所に 一定方

[ ，材、ら紫外線を !m射し透明 )T["[ をつくります。

ガラスとしては 、合わせガラスとな っています

ので、綱入り方ラスや熱線 l吸収ガラスなどと の組

み合わせも可能で、使用法 - 施工法としては 一般

の合わせガラスとほぼ同じ仕様で使用で きます。

処築の世界における |井l口音11 という のは 、本来、 中間肢はこの L C F 股と接着膜 2 枚でt昨日比 されて

人、物 、宅気 、それに光の 出入 りを目的として作 いますので、一般の合わせカラスに比較すると少

られている 部分で す 。中でも 、カ ラスを使用する しl享くなりますが、 1 ｲｮｭｾｨｪ の ｬ 厚みですので 、構成

!日l 口部 というのは 、閉鎖した状態であ っても光を する 2 枚 のカラスの厚みに l 酬を 加 えた厚みとな

透 過 させることを主目的として設計された ｬ ｾ ｦｊ 口 書 Ｑ Ｑ リます。

のはずで す。 ところが、人聞の限りの無い欲求と ただし、視野選択の機能上、祝針変化の方向性が

我がままのために 、「光 ( もしくは明かり ) は欲し あり 、縦と横の使用方向と、税針変化のタイプを

各論II. 素材の紹介・ガラス

視野選択カ、、ラス

松延

三陸.

El  

いが視線はいらな しり と い った自然の原則に反す

るような要求を次 々と求めは じめています。 この

ように 、現代では開口昔日本来の目的が大きく変化

し、これらの目的にあった関口部材料の開発に大

きな重点がかか っています。視野選択ガラス ( nij 

lfl: 名 アンクル 2 1  ) は、まさにこの目的の変化

に対応するためにつくられた材料です。

1  .基本性能

悦IDi' i選択カラスというのは、設定されたある 一

定方向からは透明カラスとして 見透せるが、別の

Ji 向からは不透明となる、もしくはその逆で、 一

定方向からは不透明だが 、別 の方向からは透明に

凡えるというカラスです。 l 枚のカラスに、すり

ガラスと透明カラスの 2 つの機能をもたせたこと

に大きな特徴があ ります。設定した角度は、 3 純

釘lで、 A - C タイフ。があります。( 図ー 1 )  

視針変化の角度 ・方向は 図ー 1 の形とな ります が、

現実にとのような変化をするのかをイメージする

ことは雛しいかと 思 いますので、具体的な光学ドt

能とその他一般の カラスとの比較をしてみます。

) 享さ 6 mmのフロートガラスの場合 、百I視光線透

過率が88.7% 、視里子選択 ガラスの透明部分の j昼過

不が約8 2 %て" すので 、透明釘jJ 或での 見えかたは、

はぽ同厚のフロ ート カラスと変わりません 。

また、不透明状態での透過率および拡散状態も引

板カラスの 「かすみ」に近く 、一定方向からだけ

凡ていると視野選J尺カラスが使われていることに

公づかないほどです。

2  . ガ ラ ス 厚 み と 構 成

視野選択ガラスは、合わせカラスとな っており

f¥7 イ7

ＨｉＨＩ Ｈｩ在に選択する必要があります 。 最大寸法は、視 ｾＧｪ

変化方向が 1829mm、幅方向が1219mmです。( 図 - 2  )  

3  .主 な 用 途 と 使 用 法

現イ王 、こ の視野選択ガラスが使用されている主

な用途とし ては、次のような WIJ があります。

(1 ) 高層住宅の近隣対策 ( 図 - 3  )  

jI¥; 層住宅地の中に建つ高府 の集合住宅で、近隣

の住宅からプライパシーに関しての刊: ↑ Jj がある場

合。 B タイ7 'の視野選択ガラスを 使用 し、近隣住

宅の方向が不透明になるように使用すれば、水平

方向やZEの景色は見えるが、近隣{王毛をのぞき込

むことはなくなります。

(2)雁行する集合住宅の相互対策 ( 図 - 4 )  

雁行する平面形式の集合住宅の場合、各 i主戸肝IJ

の視線を遮断する ために、隣の{ 王戸に而する音11分

には ｉｾｈ 口部を設けることが雑しいものですが、視

ｾＡｦＧ選択カラスを横方向に変化するように使用すれ

ば 、住戸相互間lの視線を述 1) 、しかも JM}Rを楽し

み、42直に太陽光を取り入れることがで きます。

(3)吹抜け、ハルコニ一部分の手摺

手指官11分のガラスは 、直下位置から 見 ると 、女

'/'1 の足 l 亡が見えたりして 、不愉快 なものですが、

1219 

1829 

出

N

叩

E  

N  

図 - 2

相31・

回16.5 的31'

137 イ7

図 - 1 視野選択タイプ
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図 - 3  

図 - 4

' ¥リ板カラス などを使用すると、法:!i tまでも見えな

くなり 、さらに不愉快な意匠になります。 この場

合も B タイプの視野選択ガラスを使用し、下方向

を不透明にすれば、泣くから見ると視野角度が水

平に近くなりますので、五日1)1 ガラスのように見え、

( 写真 一 1 ) 近くにくると不透明になる ( 写真 一

2  ) とし寸効果があります。

(-1 )室内の l間仕切り

事務所などで 、エレベーターホールや廊下に面

して受付けヵ、あるような場合、受付けからは見え

るがその奥の部屋からは見えないようにするため

に視野選択カラスを横変化方向に使用する 。

4  . おわりに

以上のような用途以外にもまだまだ多く の用途

が考えられると思いますが、目的とする視野角度

を路実に把援しておかないと、視野選択の機能が

発嫁されない ことがあることに注怠してください。

( まつのぶ すすむ/ 日本板硝イ (附大阪支庖 )

写真一 1
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桜子ｲＮＺ ｽｭ 工を加えると容易に ［ｾｉｊ 離するため 、 屋十 ｈｈ 優 れ て い る 。

各論rr .素材の紹介・金属 として 州利 用 す る こ と は .'1-¥米 な い 。 ② 均 一 な 性 能の 製 品 を大 :，::生 産 で き る 。

このようにさまざまな特長を持つ天然 ｾＮＺＯｮ Ｇ ｦ を、 ③ Iti JI 旨の選択によ って は 、 初期!の 色訓をある れ' 皮

を同

人 工 (I(J に 作 ろ う と し た の が 、 本 米 の 「紋1 V 釧 似 J の JVI I日l維 持 で き る 。

である 。 JJL伯 、 銅 板 j ー カーだけでなく、鍍金、 ③ 板材だけでなく、コイノレ材の生産も "f 能 て4 ある 。

似全、検装業、 Ｑ ＧＱ Ｇ 銅問屋ミ守ーからも 、 それぞれｾＡｊｬ ｉ Ｇ Ｑ (  ｾ｜Ｈ所Ｉ

古川 進

の忠、危l と 製 法 で 作 ら れ た 商 品 が 市 場 に 出 て い る が、

銭 念 な が ら 現 段 階 で は 、 天 然ff.: k-，'[- と全〈同 じ品Jl 成

や 性 質 を 有 す る も の は な い 。 総 l 'Y- 銅 板 l主、 大 別 す

ると 化学 反 応 法 、また は 検 装 法 U 呼ばれる処. E 11!法

で作 ら れ て い る 。 ま た 天 然 林-Nへ の 誼 換 を 第 一 義

と し た も の と 、 色 調保 持 を第一義 に し た も の と が

ある 。

釧のシンボノレマーク、、♀" が、愛と美の女神 ヴ (1) 化 学 反 応 法

ィーナスＨ金Ｉ ， ｾＮ ) を 象徴すると 言 わ れるよ うに 、 各純薬品て本土161 を 発 生 さ せ る ) j 法で、昭和新下1

ｾｉ ， ［ ｊ 板 屋 線地 工後の変化は、女性が乙女から女へと 殿 建 築 の | 際、東京 芸 術 大 学 の 小 口 名 労教 段 に よ っ

変 身 す る 過 位 に 似 ている 。 一 般 に 女 性 の JULは 、男 て11日発 さ れ た 方 法 が 代 表 的 な も の で あ る 。

1' 1:に 比べ て デ リ ケ ー ト て ¥ 年 齢 と 共 に 手 入 を 大 切'J ( 長 所 )

にし 、 化 粧 を す る こ と で よ り 一 層 魅 力 的 で対円 、女 ぐI) 組 織 や 成 分 が 天 然 紋 「f に j互いものであるため、

へと 変身する 。 同機に、 ｾｊＧｊ は気候や外気環境の変 色 制 や 質 感 ( テ ク ス チ ャ ー ) が優 れ て い る 。

化 に 敏 感 に 反 応 し 、腐 食 作 用 が 働 く と 表 I(fj に 般化 ② 経 年 と と も に 銅 素 地 か ら 天 然 紋-，'l が 生 成 し 、 人

被 膜 を 形 成 し 、 地工 当 初 の 赤 銅 色か ら 、 補 色 、 県 工 総 -，'I' と置換する 。

約 色 へ と表悩 を 変 え な が ら 最 終 的 に 美 し い 総-，'，.へ ( 制所)

と艶 や か に 変身 す る こ とて"'， liti.1 久性を即l す と 共 に ① 釧 との図 活 力 が 弱 くはぜ折リ 等 の 1111げ加 工 を す

建 物 に 風 格 と 安 ら ぎ を 提 供 す る 。 こ の よ う に 鋼 板 ると、初l離 を 生 じ 1J 日工 陀に劣る 。

屋 根 は 、 様 々 な 表 情 を 持 っ て 住 む 人 に 諮 り か け 、 ② 処型 ｬ 中の ｩｍＮ 度や ｩｾ ￮ＡＮ 度等によ っ て、性能が左右さ

耐 久 性 に i憂れ 、}lU工性に' Q;み 、料 品 で 建 物 へ の 負 れやすく ｴ ｾｊ ーな品質の製 品 を作 り にくい 。

.jit が 少 な く 、 ど ん な 形 状 の 屋 般 に も 地 工 可 能 で 、 ③ 天然 ｍ 汗の主成分 ｏ ￭ＮＮ｜ＮＩ，ｾ性出 Ｉ ではなく、釧化

統 済 性 の 府に お い て も 有利なこ とから 、 多 く の 建 介 物 を 銅 表 げ11 に 発 生 さ せ た も の は 、 水 に 対 す る 治

築 物 に 用 い られてき た。 H¥率が大きく 、 施 工 初 期 の 段 階 で fit j l ji ( こ白 'lI i 化 等

近年、強Ａ ｾ微式の 多様化 と芯 ｬ 亙 ｼ ーの要 求か ら 、 の 変色を起こしたり、 f他也の，挫注z築E百郎品位を汚染する忽悠t  

割銅H同j の 色司調l司1変 化 を 人 工(1作的lド内tりJ に 作 tり) I出H した t紘，k-，' i-I-

化 銅 板 が各 社 てで，サ悦|日開1羽目 発 さ れ 、新 し い 反似 材 と し て 注 @ 初 J則B切l流失や変色を| 防幼〈ぐe た め 、イ ンクララ y ク等等
才

H されている 。 のク リア ー で コ ー テ イ ン グ を す る と 、天 然 紋-，'Jーの

1  緑 青 銅 板 '1ご成 を 疎 外 し 、 長 期 的 に は ク リ ア ー の 劣 化 に fl う

屋 棋 に 使 用 さ れ た 銅板 は 、施 工 後 10 - 20年 の 歳 争IJ脈 によ り見前 し い 状 態 を 呈 す る 。

月 を 経 て 天 然M ，'f を生成する 。 こ の 天 然 紘 刊 の 主 ⑤ Ｇｬｉ ｩＮ 石 ｩｊｴ 椴 Ｈ ［Ｈｅ ｾ ， ￞￹Ｈ こも 合まれるＩや風 化第 二 水銀

成分には、 ｴ 民法性炭椴鮒や塩 ｊιｼ 生Ａ日 ｌ 般 ｾｉｾ 、 ｈｫ Ｎｊ刈主 主 辛の ｉｾ ｉ ｊ 薬を 使用 したものは、それが掃 出す る ＺＧＢｾｾｊＮ L  

I瓦化銅な どがある 。 ま た そ の 色 調 は 地 域 環 境 に よ が 大 で あ る 。

って奨なり、生成する嵐人民性甑の純惣iによ って 育 ⑪w納 JYI ・大 48i 生 産 に 不 適 である 。

l床の 強し、 も の か ら 紙 色、 黄 緑色、 白 紙色 までさま (2)塗 装 法

ざま である 。 さ ら に 天 然 緑 青 は 、 水 に 対 す る 裕 出 ｾ ｉ ， ［ ｉ 板表 ＱＨ Ｑｩ上に樹脂塗宇 ｼ をコーティングする方法

本 が極 め て 少 な く、 大 変 級 密 な 結 川 か らな って い て ¥ 人 工 総1V 処 理の 主 流 に な り つ つ あ る 。

るため、イ呆 ，II並被肢 の 11'1J き を も 兼 ね 備 え て い る 。 し ( 長所)

か し 、 天 然 続ft が 生 成 し た 銅 板 は 、 は ぜ 折 り 等 の ① 1'" びのある日ii 脂を保汗! することによ り加工 A陀に

硫化 処置法 (i X式・ 乾式法)

処理法 使用紫材 ｾￍ￮色 の ｈ 寺 ｊｕｉ 王な処理液 主な用 i主 その他Z

ｩ ｾ ｛ＺＧ 式法 鋼板 プレ コーテイング 610 1l A P  ( ムトウ

出版 ・樋 ・!込村

lI '件反に適し{ ，;:産

(i /，dl ニS同』反 銅条 ( 加工前 ) ハ ップ) 硫化Jm虫 が "f 古tf s : コスト

位式法

)'J 釦iJtIJi

ポストコーテイング

内外装材 { ( 色する物の

(i /，d ヒ2問中反

JUI' I -I，反

(J JII 工後 )

51却しfヒアンチモン カ テンウォーノレ }杉，υ¥. 寸法を

S向中反 ドアー. ｾＮｾ板 や ｫｪ ｬ 似 JliJ iつなL 、

鋼板メー カーの緑青銅板

メーカ 商 品 名

tl:i i V¥ .t 法 ( mm)

l平 み 中日 長 さ

サ ン ポ ー 0 .3- 0 .5  365.  445.  606 1.212- 4 ，000 

三 'j くれl' 鋼 工 業

，ミ
チ ナ 0. 4 - 0 .8  1.000 <コイノレ> 303- 606 2. 000 ＵＰ Ｍ ＶＰｫ ｾ＠

三 菱 {'I' $1'1 

0 .3.  0 .35 <HJi t，グヲ> 365.  455  <-IJ J i むの > 1. 212  

ア オ タ ン

〈コイノレ> 50k;: 0 .4 〈コイノレ> 365.  455.  606 

r'l i河 .IT.主t ユ二業 磁

0 .3.  0 . 35 <- I1i むの> 1，212  

年ー 365.  455.  606 

〈コイノレ> 50 - 60k; :  0 .4  

本 自J

カ ク タ ス 0 .3. 0 .35 <-I1i L の> 1. 212  

円 '!f; 

グ リ ー ン

303.  365.  4SS.  606 

〈コイノレ> 501、氏0 .4  

神 戸 製 鋼 所

コ ベ ノ レ ー フ

グ リ ー ン

0 . 3- 1. 0  365- 455 1. 212  

三 井 金 胤 鉱 業 K O D AI  0 . 3- 0. 5 303- 606 

〈似 も の > 1. 212  

〈コイノレ> 50 - 60k; :  

|百l 利 金 以 工 業

ス フ，Iレーース

カ
/ <  

0. 1- 2 .0  品!j l l 施li 泊二

① 天 然 i Hi'f に 比 べ る と 色J 司が必j ー な た め 、 特 に テ

クス チ ャ ー が 単 調 で1主任' 1' 1ーの点で劣る 。

② 115級 な 鋼 板 を使 用 し な が ら外 観 上吹 装 銅 板 と の

ぷ別 が 図 純 である 。

③ 顔 料 検料等を 使用 したものは 、 Ｑｭ 料 それ ｉ ｾ ｉ 休に

耐候' 1' 1:が な い た め i土1' lI i 化 等 の変 色 を 起 こ す 。

④ 天 然 綜i 'f へのj j 11換 が 行 わ れ に く い 。

(3)採 用 時 の注 意事項

① カタ ロ ク' や製品 見 本 を 入 手 し 、 内 容 に つ い て メ

ー カ ー の 説 明 を 十 分 間 く こ と ( 0 E Mに よ り 同 じ

製 品 が 名 称 を 変 え て 版 売 さ れ て い る も の も 合 め 、

1'1' 銅 メ ー カ ー だ け で も 現作 10数 的 知 の 製 品 が 製造

111:( 売 さ れ て い る 。 従 っ て 、総 工 業 者 が そ れ ら の 内

行 を 全 て 犯 挺 す る こ と が 不 可 能 な た め )

⑦ 特に施工後の経年変化については、 ｾ ｕ ｉ もが 知り

たい ｾ ｊ みであ る 。 各 メーカ が 製 品 の 色の保 吉iEや 経

年 変化 の 状態 をi事l 刊 に で き な い の は 、 同 じ メ ー カ

ー の 製 品 で も 建築 地 の向 然 破 境 に よ り 、 必ずしも

皆 同 じ 様 に 均ー な 変 化 を す る と は 阪 ら ず 、 地 工 条

1'1' や 自 然 環 境 を 再 現 す る 通 行うな方法 が な い か ら で

ある 。 従 って 、 この場合は実際の施工f 9 1 j を見学す

るか 、また は 建 築 予 定 地 で 屋 外 l県 露 試 験 を す る こ

とを お 勧 め す る 。

ｃＹ ｾ 見物見本で色調 を決定する 場 合は 、見本 を 目似

の 高 さ ( 屋恨 生J 自己 ) に し て 見 る よ う に す る 。 また

太陽光の下で的辺、するのも良い方法である 。( 見 本

を !!l 上 に 遣 い て 選 択 す る と 、 施 工 後 のイ メー ジ と

i主 う 場 合 が あ る た め )

2 硫 化鋼 板

銅板を硫化液を用いて ｊ 日系 の反 応被ｼ肢 を 作り ｬｬｾ す

処 理 方 法 は 、 金 以 工芸 の 分野 だ け で な く 建 築 用 材

料 に も 早 く か ら 取 り 入 れ ら れ て き た 。 linc化処息1法

には 、 ｩ ｾ ］ｴＮ 式法と乾式法があり 、 前者は昼恨 村 に 後

宇; ーはドアやカーテンウォーノレ等 、内 外装 材 の 処 理

法 と し て 用 い ら れ て い る 。 特 に 乾 式 法 で 処 理 し た

もグ〉を r li此f ヒ!_.' ... .i-:し 」 とH乎んでし、る 。

日IJ 表 に 示 し た よ う に 、 屋 限 付 前l け 硫 化 鋼 板 に は

こ れ ま で 硫 化j川. l l i 液や610ノ、y プ ( ムトウノ、 y プ )

等 の 処理 液が 使 わ れ て 来 た が 、今 日 で は 各 社が 独

II に 開 発 した薬液が使用され、 111式 法 でjl'l 表 耐 に

l! 1'J と 硫 黄 の化 学: 反応膜を形成し 、こ れ を 本 来 の r li丸

化 銅 板」 という名 称 で 販 売 し て い る 。 しかし同じ

名称でも、 ｩｦ ｦ，｟ 料で う 白色した全 〈異質の 商品 もそ去 ｴｾ ｪ

して いる 。化 学 反 応 j苛を形成したも のは 、天 然 林

71の 生成 をIlI l 蓄 し な い が 、 続 殺 し た も の は 、こ の

.1.

1

，1 で劣る 。 ま た 硫化 鋼 板 の 色調としては、よ旦色の

f也に 茶色、 赤字品色等ーがあるが 、 化学反応処遇1 した

ものは 、い ずれも総工後数年で黒字品色の味のある

色になるが、 r.r装 し た も の は 、 そ の 微 な 変 化 は 期

待 で き な い 。 従 っ て 、 使 用 に 際 し ては 、メ ー カ ー

の 説 明 を 十 分 聞 き、サ ンプノレ等で雌認することが

大 切である 。

お わ り に

純子7銅 板 や 硫 化 剣 似 に つ い て は 、 今 後 と も メ ー

カ ー 各 社 か ら 新 製 品 や 改 良 品 が 発 売 さ れ る だ ろ う 。

また こ れ ら 以 外 の 色 調 や 特 長 を 持 ったま問屋恨材が

仔 坊 す る 日 も 泣 い と 思 わ れ る 。 当 社 と し て も 設 計

者 は じ め 建 築 関 係 者 の Y. l: f を大切にし、 li l'J と い う 古

L 、廃 史 を 持つ 屋中N Hを 近 代 建 築 に 対 応 さ せ る た め 、

よ り一 層 の 努 力 を 重 ね て い き た い と 考 え て い る 。

( ふるかわ すすむ/ 三"j( 仰鋼工業(仰建材チーム謀長 )
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各論 II ・素材 の紹介 ・金属

アルミ合金鋳物

佐 藤 秀信

1 特 徴

フト 化 で 図 式解 析 を行い必要な晋11位 に 必 袈 な強 度

を 持 た せ る 設計 が 行 わ れ て い る 。 造 形 性 の 谷 易 さ

からパネノレの表而に 凹 凸形 状 を 酉Gfli す れ ば円 筒 形

日 j将ビ/ レの風圧 を30% 続 減出来 る こ と が 実 証 さ れ

た。 水 W，' 性 能 は 、 造 型 の 自 由 さから、 外百11雨仕 切

り、 内音11風 仕 切 りの等圧空間 を 設 け る 形 状 を 符 易

に ｽ 例乍ることが百 ｔｴ ｩ ｾ であらゆるオ ープン シス テ ム

に 適 応 さ れ る 。 例 え ば、外古111lt11の間仕切り ドラ イ

シー ノレは "桂ジョ イ ン トの 内 1UUに 配 し 、 上 下 の 横

ジョ イ ン トはオ - 7 . ンとする 。 この l時ジョイ ン 卜

部分 の 立上り を日 くし 、. 11 つ |荻合 1惨状をジグザ グ

にして ｊ ｬｴ｜ 圧を ･ 隆減させ、 日ヨ 仕 ｾＱｾ いの 劾 よ ＡＡＺ を百 万 める

断 ｲｭ が 、 鋳 物 の Ｑ 体 形 状 で答易に設計 ｉ ｬｴｾ 来る 。 な

お 、 内宮IIJ ! l l ¥仕切り は 、パ ネ ル の 凶周 に 連 続 に 取付

アノレキャス トは、 アル ミニューム合金鋳 物であ け ることによ り、 全 ノマネ j レに述結 され気 街 性 を 先

り、村幸子J鋳 造法に よ って 薄肉、 大 形状、 そして桜 全 なも の と し て いる 。現在、 主IJ; 築 中の 150m;: 'lj さの

雑 で 立体 的 な形 を思 い の ま ま 表現 す る こ と が可 能 ホ テ ノレの怖 能実 験 に 於 いて、 p = 十 200kgf/ 耐 の

である 。 近 年 、 ビ ル 建 築 は 単 な る 総 を つ く る の で ｬ 時、 差 庄 は 、 ＰＮ Ｕ Ｍ Ｐ ＮＶ ｾ ｦ Ｏ ｭ Ｇ であ り、 スペ ー サ ー

なく 、 そ こ で 活動 し 、 生活する 人 々 が人 1/¥11床あふ の挿 入によ り約1500mm' 解放後 、6. 0- 7 .0kgf/ 耐 の

れる ｾ かな ｾ Ｑ 境を ＡＧＤ 受 する よう建築のデザイ ン ｎ ￴ & 圧を Z.5め て も い ず れ も 漏水 等 典常 は 認め られな

と耐 久 性 が 求 め ら れ ている 。 か った。 ( 4 e/ m富 山口散水 虫) また 、 ウエ y ト

(1) 進形性 シー ノレに よ る ク ロ ー ズド ジョ イ ン トの場合も 一 次

ア ノレキャ ス トは 、 造 形 性 に 最 も 優 れ た 鋳 物 製slJ ， 及 二 次 シー ノレの 中r : n空 気府 を 水 抜ノマイプ逆 流防 止

で ある 。 す ぐ れ た ア ー チ ス ト の 造 形 力 を そ の まま 弁 で 等 圧 に し て い る 。 その他 、 耐 火 、 断 熱 、 進 計、

尖 税 す る こ と が出 来 る 。 即 ち、形 作 ろうと する パ 耐 良 性能 は 、 金属 素 材 の 場 合 、 袈 fl ij に 耐 火 性 能 を

ネノレの フ ォノレム 、 表 而 の テ ク ス チ ャ一、車Il 令せき 布 する他 材 と の 複 令化 によ り、 1  I時間 耐火 の 非 耐

れ た デ コラテプな 形 状 、 繊 細 でl吸 か み の あ る ぷ現 力墜 と し て.tl' lil成 される 。 他 材 は 、然 伝 導 率 の小 さ

を I' IIRで立 のまま に 写 し出す こ と が可 能 である 。 い も の で、壁 、 娘、床 等按 合 古11分に 隙 /"l nが 生 じ な

オ リジナ ノレデザインで設 計 され た ビ ノレの外 袋 、 ア い よう 施 工さ れ る 。 耐 震 性 は 、 パ ネＯレの 取十 ｊ ｭｬ Ｎ ｦｪ Ｏｾ

ノレキャス トカ ー テ ン ウオー/ レ、 アー トウォ ー ノレ、 と柿 造 休 との取り 合 い で、 スラ イド 方 式 又 は ロ ッ

その他 フ ェン ス、レリ ーフ 、 モニ ュ メ ン ト、街路 キ ン グ方 式で設計さ れ る。何 れの場合も 、取千l フ ァ

灯 等 エ ク ス テ リヤ 弘1品にも i盛期 され ている 。 スナー のス ロ ッ トホー ル 、治材ノ マッ キ ング等によ

(2)色 訓 り変 {立の大部分 が吸 収 さ れ る が、 ア ルキャストノ マ

ぷ怖 を笠 か に し 、 素材 の耐 久 性 を 2.5め る た め、 ネノレの柔軟性 か ら 10% 程 度 が 本 体応 力によ りl吸収

表 ｦ Ｈｦｩ 処 理を 行 う 。 色 調 は、 メタ リ γ クを ｾｾｾ ［ ｏｍ した される 利 点がある 。

IIJ' J るい深みのある カ ラー 等 、 選 択 は 向け1でみある 。

ｊｾｬ 近、金 属 ｪ 日 の 主 主 料 と 加 工 技 術が発注し、 アク ＧＩ 3 .鋳 造 加 工

ノレ ウ レタ ン樹 脂主主装から 、 アク リノレ シ リコン検 袋、 (1)鋳造

フ ン栄 樹 脂主主裟等 が 一般 的 とな っ て きた。 アノレキャ ス トを鋳造するに 当 り、原型 を 木 型 で

(3)一 般 的 特性 製作 する 。 段 近、顧 客 の ニ ー ズは、ハイテク感' j ，1

鋳 物 製 品 で あ る た め鋳 造 l時に 必要 な 1fI S"II I，が 1 体 を表現 する ン ャー プで綴箸; なデザイ ンが 要 求 さ れ

鋳 造 さ れ る 。 取イサ用 ポーノレト、 水 抜ノ ぞイプ の鋳 包 る。 デザイ ン イメー ジ を忠実に表現するために、

み 、 間仕 舞 用 フラ ッ y ン グ、 レベノレ7 一夕 、 鈴 .'H 木 型 製作 で、従 来 の 技能 者が土台っ て きた 技能 経 験

し蒋号等である 。 ま た、 軽 量 で容易な l i l ln:'院 をイ了 と コ ツ だ け で は 正確 さ と 迅 速 さ に 欠 け て しまう 。

し、ポ 材 は 耐久 性に 優 れ 、 耐辺機 構が 容 易 に 設 計 移L在 は 、C AD/ C AM による む勿ーグ ラフ ィ ッ ク を手IJ

ｈ ｾ 長 Ａ とる 。 経 年変化に み られる 表 聞 の汚 れ や 劣 化 は 、 j 目し て設計 製 図を行い、 そ の デー ター をもとにソ

他 材 と比較 して極 め て 少 な く、メ ンテナ ンス 1tJ 1J 7 トモ デノレを構 築 す る 。 倣 い フ ラ イ ス加 工と 同級、

が 悦減 ｈ Ｂ ｜ き る こ とが笑証され て いる 。 ｉｊ，Ｃ［ ｾ ｾ のスタ イ ラスをそ のソ フ ト モデノ レ 上に 走 ら せ

て N Cデー ター を作 成 させて い る。

2 性 能 写 真一 1 は上 記 の方 法 に よ り木当日を完成 させ、

(1)一 般 的 性 質 鋭 j宣さ れ た外 装レ リーフ パネノレである 。 こ の 方 法

材 質 は] IS H 5202. AC3A ーF を使 mする 。本 材質 によ れ ば 、 設計 者 の イ メ ー ジ通 りの 日 級 感 と あ た

は 椛解 鋳 造 性 (薄 肉 大 型鋳 物) 耐 食性 、川l工性、 たかみのあるアノレキ ャス ト意匠製品 を完 成 させら

溶接 性 、 機械 的性 質 ( 引張 強度 18kgf/ 聞が以上 、 仰 れる 。 鋳 造 は目立製 を 放 も 正確 に 再 現出来 る 減 圧 造

ぴ 5 %以 上 、 比重 2. 7) に優 れ、 建 築 の 内 外袋 、治: 型 法 ( V プ ロセス システム) を探J 目している 。 こ

l正製品 に 適 し て い る 。 の .!J 法は 、 砂鋳 製 の '1"の 空 気 を 1]且IJ Iし、 砂の I't 隙

(2)祁 性能 ｾｾｬ 皮を高め 、 硬 化 造型する方法で 、原 型 の 形状や

耐 風)主性能は、 主主物 の 高 さ、形状、 パ ネノレの大 政 織 を 寸 分 fこがわず写しとることが出米る 。

きさ 等に より 設 計されるが、 アノレキャス トは 、 必 (2)却に仁

生Eな強wr を得 るために、 パネノレ誕百Hに リヴ を 設け 上 記 の進 当日法 は、 製 品の精 度 をrJ Jめ 、 鋳 造 後、

ることに よ り 対 応 し て い る 。 リヴの l士:j J平、 刊 さ、 鋳 製 よ りl[j (り tHされた 製 品の童話f パ リ、場口 等を 除

勾 配等 、 内由に調 整す るこ とが出来 る。 パ ネノレ n 去すれ ば特 に 機 械 加工 を 必要 と し な い。 コー ナ 一

体 に 発 生 す る 応 力 分 布 を有 限要 素 法 に よ る nl :n: ソ 札 1-hや 、変 形し た 役物 品 は、 原 則 的に 株 単品 を 切J

*  P  . 52カラーページ 参!削

48 挫築 と社会/ 1990年 12月号

写真一 1 阿倍野橋 ターミナルビルフェンス *

断 、J : i i媛 す る こ と で 形作 られ ている 。 製 品 l勾}平は

5  - 7  mm、大 き さ は 、 長さ 5300mm1Tr.i 3200mm、 比込

み 450冊目l までの 笑紛 を 有 す る が一 般 的 に機 械談 ;丘

で '1三政 され る サ イ ズ は 長 さ 2200mm、 ITT.l 1800mm_I，，!，込

み 250mmて' ある 。

4 施 工 法

際 f，t で芥 易 な 施 工 性 を イミーするこ とが 必 要 条例 で

あるが 、 アノレキャス ト自 体 の重琵は、ｾＨＮｊＲ Ｐ ｫ ｧ Ｏ ， げ

で あ り 、 耐 火 材1立ぴ補 助 材料 を 1 体 複 合化 して も

約 45kg/ m' であ る。ノマネノレ取付 は、一 次 ファス ナー

に 、l l J JIぷ川 f手工 場 で 組 立さ れ たノマネノレを新 令 す る

だ け の fi 1j lj 1.な二l司法:であ る。 T釘外方 向 のイ丘町 決め は

一 次フ ァス ナ ーで 決 め、面 垂直 皮 を ｾ ｏｬｾ 絡する 。 Ｑｭ

内 ) j lIl J は 、パ ネノレの rl"央 銀f 出 しマー クで決 定 され

る。 写 真 一 2 は 、 上 下 方 向の レベノレを決める rzさ

訓 ｬ ｾ 経ポ ー ノレトがファスナーにセ ｹ 卜されてい て 、

パネノレ1'1体 の 鋳什1し座を支えている 状 態 が わ か る 。

この よ うに 泊 工 は 極 め て 簡 単 で あ る 。 また、大

仰パネノレ を て 場 で アノレキャスト + サ y シ + ガ ラ

スと 車11立 し 、 現 場 ま で コ ン テ ナー に よ り 搬送 、 大

ｊｾ ｾ ク レ ーンに よる取 付 を行 っ た笑 例 もある 。
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5 . お わ り に

ア ル ミニ ュー ム 鋳 物 製品 である ア ル キャス トは

機 械 製 泣 ラ イ ンの 中 で 生 産 性 の 高 度化 を計り、 府l

符 の ニー ズに応え 、 :也、匠 性が 高 〈、 f l lli な jft Ｉ ｾ ｾ で

同級 感 あ ふ れ る 製品 として発 展 しつつ ある 。 現 在

Ｈ仰 クポタ で はオ ー ダ ー 製品 の ｦｪｾ 匠ノ 守 ネノ レ と 併 せ て 、

燃 準化 されたデザインパネノレを、 サ イ ズの 内 Ili 1' l:

まて寸liii え た 尚品 として発i仮、 !i1- 評 をwて い る。

( さとう ひでのぶ/ (附 クボタ恩)Jl i! ;'¥=仁品川11長)



各論 II ・素材の紹介 ・金属

チタン

芦 原 幸 一

東京都臨海副都心計画、関西新空港とい った大

型ウォーターフ ロント 計画や、 7 リン リゾート 開

発において、錆は避けて通ることの出来ない問題

であ り、 更に、景観美を重要視す る傾向に ある今

日、ょ うやくチタンの金属特性 ( 軽〈、 強 〈、錆

に強〈、かわらぬ美しさを保つ) が認められてき

ている。また、高級化、 差別化志向が高まる傾向

にあり、チタンのもつハイテク、 21世紀、永遠の

イメ ージが建築物にも生かされつつあると言える 。

1 チ タ ン 建 材 の 特 徴

(1) 優れた耐食性により 半永久的に鈴ない。

(2) 維持費を考えた、ランニ ングコス トで経済的でー

ある 。

チタ ンの錆にくさは、ステンレス鋼をはるかに

凌ぎ、特に海水に対する耐食性は白金に匹敵する 。

錆についてのメンテナンスがフ リーと なるため、

施主にと っては、管理が容易と なる 。ま た、建築

釜命酒製造側本社ビJ レ長

チタン外壁、板厚2. 0t 2540m'  

施主 : 獲命酒史遺附 古車工 : 鮒竹中工務J苫

放 射 附山下設計 外壁工事側神戸製鋼
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家にと っては、鈴を考慮に入れない分だけ 、凝 っ

たデザインが可能となる 。

さらに、最近においては、景観材料としても注

目されてきており、 度線、外壁 にはもちろんのこ

と、モニュメントへの使用もふえてきている 。

チタンは酸にも強い耐食性を宥する 。 山形県工

業技術センターと日本大学による 、蔵 王 ￬ｾ 泉にお

ける金属材料暴露試験紡占拠にお いて、チタン は極

めて優れた成果をあげており、今後問題となるで

あろう駿性雨に対し高い耐食性を示すことの出来

る材料である 。

(3)熱膨張係数が小 さいので、気浪変化による 変形

や継目への応力集 中が少ない。

係数は、アルミニウムの約% 、ステンレス鋼の

約半分であり、 きれいにおさまる 。 また 、 コンク

リート、 レンガ、ガラスと近似イi立であ り、異種材

料と のなじみが良い。 、

(4) 陽極駿化法によ り、 多くの色の発色が可能で与ある。

陽極酸化電圧をコ ン トロ ールすることにより、

賞、育、緑、ピンク、茶、紫など( 赤、 白、黒は

出来ない) 多数の発色が可能であ り、紫外線によ

る変色、海塩粒子やS02ガスなどによる腐食に対

しても優れた耐食性を有する 。

(5) 軽いので、持ち迷ぴや、同所への持上げ作業が

容易である 。

比重は 4. 51。銅やニ ッケルの約半分、ステン レ

ス鋼の約60% という軽さである 。

(6) 堅牢なので、在.Ij. くすることが可能である 。

比強度は ステンレス鋼や特通鋼を上回り、アル

ミニウムの約 3 僻である 。

(7) 定食

チタ ンは屯位序列 として貨の金属であ り、 鉄や

アルミニウムと桜触 ('i [L気的に 短絡) すると 、こ

れらの金属に腐食が進行する。ステンレス鋼との

組合せでは、電位差が少いため、かかる問題は生

じないので、建築の場合、 m補強i材やボルト類に

は通常ステンレス鋼を使用し て いる 。

(8)21世紀をイメ ージす る。

施主や設計者は建築物に未来を投影する 。宇宙

開発や深海海洋開発の材料として使用されている

チタンは 21世紀のハイテクをイメージ出来る金属

であり、イ ンテ リジェン トビルのイメージに合致

する 。

物理的 ・後械的性質

区 分 物 性

チタン

(  1  f1f[) 

縦抑制ニ係 数 (kgf /mm' )  10. 850 

比重 4. 51  

融点 ("C) 1. 668 

物理的性質 比然 (Ca! / g/"C )  0. 13  

熱 伝 持率

0. 041 
( Cal !<..，. /sec/"C  /cm)  

熱 膨 張 係 数

8. 4 
( x 10- 'cm/cm/・"c • 0  - 100.C )  

敏性 なし

引 張 ｾｾ ｩ 皮 (kgf /mm' )  28- 42 

面i;t:;I] (kgf ! 耐) 17以上

機械的性質 イ1" ぴ ( %)  27以上

硬さ (Hv) 100- 130 

ｾｊ 断 ｩｩ ［ｪ ｈ 支 (kgf/mm' )  32 

2 チ タ ン 建 材 の 加 工 技 術 ・ 施 工 方 法

(1)成形加工

チタンのrUI げ、絞りなどの成形加工は 比較的容

易である 。板の 1111げ加工に際しては普通、内側半

径は板厚の 2 倍以上まで曲げ られる 。成形性はス

テンレス鋼とほぼ同等と言えるが、スプ リング

パ y ク性が大きいので工具等の微調務が必要である。

長尺金属鹿般においては、ポケ ッ トウェ ープ( 波

状歪、ベコ) が問題とな っているが、これを防止

するためには、チタ ン素材の結晶粒径を均一微細l

に調整することが極めて効果的て・あ り、従来の一

般的な製造工程である真空焼鈍 (V A) よりも 短 時

間で加熱、冷却を行う連続焼鈍+ 酸洗 ( AP) 工 程

が有効て' あり、当社においては、建材の場合この

工程を採用している 。

(2)溶接性

屋根等にて 施工されて いる シーム溶接や、 ス

ポ ッ ト溶接については 、大気 中にて溶接が可能で

あ り、溶接機もステンレス用と同 じ機械を流用し

ている 。T IG溶接においては 、アルゴンガス等の不

活性ガスによ って大気を遮断した状態での溶接が

必要である 。いずれの場合にも浴接性は優れてお

り、溶接音11付近か らの錆の発生や、 材料の劣化は

ない。

(3) 施工方法

屋根に |刻しては、シーム溶接工法、立平訴、瓦

締主主、 一文字主主等、ステンレス鋼の可能な工法は

全てチタンにおいても 可能であ り、特別の機械等

は不安である 。外壁パネルに 関し ては、板厚0 .4t

- 0. 6t のチタン薄板に珪酸カルシウム板や、アル

ミハニ カム材の裏打ちをする方法、エンポス加工

によるブI 法、チタ ン板 j享1. 5t - 2 .0t を使用しチタ

ン板の厚きでフラ y トネスをもたせる方法等がある。

3.価格

施工方法に よ り異なるため、 一概には言 えない

が、材工li11i絡において ステン レス鋼屋線、外壁の

ＲＱ 音ｾｾである。

チタンによる屋根、外壁等の製作綿工は、さほ

どむずかしいものではなく 昨今の海岸地帯におけ

る都市l摘発や高級志向には最適材料のーっと言える。

( あしはら こういち 1  

( 紛神戸製鋼所チタン販売部市場開発課長/

チタンと 他的金属材料との特性比較

チタ ン ステンレス アル ミニ ウム "lJ i泊室岡

( 2 f:'fl) (5U5304)  (A 2Pl )  (5541)  

10.850 19. 690 7. 000 20. 400 

4. 51 8. 03 2.70 7.85 

1.668 

1.400 

660 

1.425 

一1. 427 ー1. 528

0.13  0. 12 0. 21  0. 11 

0. 041 0. 0390 0. 49 0.107 

8. 4 17. 3 23. 5 11. 3  

なし なし なし あり

35- 49 60 20 41- 52 

22以上 25 10 25以上

23以上 55 25 21以上

130- 150 120- 130 60- 70 110- 130 

32 40 12 25 

挫築と社会/ 19卯 年12月号 49 



実 施 例

石

花岡岩 テッセラ面

タイル

花崩岩 大型セラ ミックス

花岡岩 断熱タ イル スク ラッ チタイル ( 外装)

50 控襲 とH 全/ 1990年 1211 ，;  



ガラス

スクラ ッチタイル ( 床面)

セラミックス

大型セラ ミックス( マスク 工法)

大型セラミ ンクス ( p c工法) ガラス質発泡セラミ ック建材

51 



金属

プラナ ー構法

② 液晶観光力・ラスの変化( ① ②)

② 

③和紙調会わせガラスの昼と夜( ① ② ③)

熱線反射ガ ラス ( ゴールド系 ) チタン外壁

52 



- 使用開制

限パチナ1I ! I 1

- 繍浜市開港記念会館

所 在 惚 術 策 川 県機浜市中巨

聞睦1I 山 田 七 五 郎 恒藤四国

後 工 年 大正6をま

- 彊元工・

暗 主 横浜市

蛇 削 機J ¥ffilll 高 局 濁 水置陸

時 工 濁 水11阻

緑 青 銅 板

関 東 大 震 災 で 消 失 し た ド ー ム 屋 根 の

詳 細 に わ た る 復 元 に よ り 、

時 を 越 え て 、 当 時 の 姿 を 取 り も ど し 、

国 の 重 要 文 化 財 と し て 保 存 さ れ る

機 浜 市 開 港 記 念 会 館 。

人 工 緑 青 銅 板 ( パ チ ナ 〉 に よ る 、

ル ネ ッ サ ン ス 様 式 の 屋 根 が

歴 史 を 忠 実 に 再 現 し て い る 。

進 化 す る 文 明 と 保 存 さ れ る 文 化 と

大 き な ス ケ ー ル の 中 で

人 工 緑 青 銅 板 の 持 つ 役 割 は か ぎ り な い 。

ヲコ成: . . .ｊ ｉ，ｾ テナ

三室伸銅ヱ業株式含ま士
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と

、

ネ

オ
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エ

潮

風

か

ら

建

篇

物

を

守

る

「

ネ

オ

パ

リ

エ

」

。

日

本

電

気

硝

子

の

「

ネ

オ

パ

リ

エ

」

は

、

潮

風

に

非

常

に

強

い

建

材

で

す

。

ガ

ラ

ス

質

の

中

に

無

数

の

結

晶

を

成
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さ

せ
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結

晶

化

ガ
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す

か
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、
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着

し
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塩

分
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内

部

に

浸

透

せ

ず

、

海

水

に

も

侵

さ

れ

ま

せ

ん

。

厳

性

雨

に

も

強

〈

耐

厳

性

は

、

花

筒

岩

の

日

倍

、

大

理

石

の

1

3

0
倍

。

「

ネ

オ

パ

リ

ヱ

」

を

外

裳

に

使

用

す

る

こ

と

で

、

ピ

ル

を

ガ

ラ

ス

で

覆

い

、

係

省

聞

す

る

効

果

が

生

ま

れ

ま

す
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ウ

ォ

ー
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ー

フ

ロ

ン

ト
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建

築

物

を
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風

や

厳

性

雨

か
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し
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か
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守

る

。

こ

れ

も
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ネ
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エ

」

が

持

つ

大

き

な

特

長

の

ひ

と

つ

で

す

。

家7 rl r uz

ハイテクガラスで未来をつくる

8 . ・ 鑓 踊 子 練 武8 純

お問い合わせは・日本電気硝子稼式会社建材事簾郵東京 (03)456-3511 大阪 (06)399・2721・4車式会社建材社牝幌 (011) 736・1138 釧路 (0154)23・4121 苫小牧 (0144) 74-1651 

旭川 (0166)48・5935 帯広 (0155)36・5191 画館 (0138)43・ω69 ・臼本硝子建材稼式会社仙台 (022)295・6341 高崎 (0273)25-3220 東京 (03)632・7721 繍浜 (045)661・1531

・エヌイージー建材練式会社名古屋 (052)522・5491 金沢 (0762)43・1058 大阪 (06)723-5∞l 広島 (082)284-4591 1高松 (0878)66・飽22 縄問{ω2) 561・3611 鹿児島 (0992)82・5516
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I NAX  

人- 閏
• 

{

山

工

• 
閏 た せ つ

I NAX が提唱する「環境美」は、都市空闘を再構成する都市美、

高質の住まいづくりを推進する生活美、

そして企業イメージを建築物で高める企業美一一

この3 つが柱となっていま主

そしてここに共通する基盤は、「セラミック技術」で‘す。

台所、浴室、トイレなど水まわりはもとより、門、庭園、玄関まわりなどの

エクステリアをカバーし、さらに建築の内外装から街の広場つ、くりへと、

I NAX 商昂の世界は大きく未来をひろげつつありますh

椋式会社 I NAX本 社 〒479 愛知県常滑市鰻江本町3丁目6番地 H 0569- 35- 2700

55 



イ

Z  

今日

りん

ますます個性化、高級化が求められているビルの内装、外装。セラフォームは、そんな時代に向けて開発

された画期的な内外装素材です。ニれまでの建材にはない軽さ、質感、 テクスチュス耐久性なとーセラ

フォームの優れたスペック。オリジナルでハイグレードなイメージのピルづくりにおすすめします。・クリス

タ')v. でシックな質感とテクスチュ九 ・カラーも多彩。・軽量てーも・変色・槌色しません。・作業性の良さ。

56 

ーセントラル硝. : j -

本社 干101*) 江部千代川区 神川錦町 3ー7ーI (興拘l一橋ピル)

主主材自i業部七ラフォーム富臣 官 ( 03) 259- 7142

札 帆 支 l[; f t (OII ) 24 ト 425 1 大 阪 支 出宮 ( 06) 315- 1531

仙 台 文 1;I; f t ( 022) 227- 9 191 広 島 支 町宮 ( 082) 228- 0531  
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1 8 7  

X 形配筋一( 仮) MKOマン

ションの設計と施工一

八 木 貞 樹

昭和61年度に笑施された「桜之宮 中野地区都市

型集合プロジェクト 開発設計競技」の最優秀笑を

もとに進められているプロジェクトの、 '.1' 核をな

す Ｔ Ｑ 階建民 Ｑｭ 分殺マンションは、 ｒｃ 造の超 Ｒ悶 目Ｓ引 ｾｉ 附杯

建物として日本てで. 初めてチユ一フ

穏々の来新新 ｦ冊 『 技術を用いて建設 ｴ中 ｬ Ｇ てで ･ あるが、本有Ｎｾて ・は

その技術の一つである X 形配筋について述べる。川

X 形配筋部材の設計

1971年、ニュージーランドの Paul ayt，'j : 上が Cou.

pled  shear wall の境界梁に X 形配筋音11材 を用いた。

以来、日本では、若林 ・南両博士が主として柱へ

の適用に向けて精力的に研究を進め、今日では30

棟を越える建物に X 形配筋が用いられるようにな

X 形配筋部材の施工

I i f f i 工に際し、この建物の特殊性を考慮し、自動

化による省力効果の高いと予測される作業につい

て集 中的に技術開発を行い、 j北栄: を得ている 。同こ

こでは X 形配筋の地工を '1'心 lこ、鉄筋工事におけ

る管理業務、作業の門動化・省力化に ついて記す。

(1) 鉄筋総合管理システム

当システムは、精進計t ) : やfj '!tl: システムなど上

流の業務で作成したデータを利用し、いくつかの

データを付加して建物全体の鉄筋の構成を把握し、

鉄筋工事用データベースの原形を構築した。 この

データベースをもとに 、①鉄筋相互の干渉をチェ

ックして位置を決定、②組立鉄筋プロックの最適

化、③パソコンC ADによる配筋詳細l図作成、④プ

ロ y ク単位の各鉄筋について加工の伸びを考慮、し

た加工図の作成、⑤データベースからミ リ単位の

鉄筋発注警の作成、⑥組立作業や在庫管理のため

の作業指示警の作成、等々が可能である 。本シス

テムの逐用は現場担当者「が一人で行って おり、管

理業務の省力化 ・迅速化に大いに寄与している 。

(2)  X形鉄筋自動幽げ装置

X 形鉄筋の山げ力u工は 、単位組立鉄筋ブ ロ γ ク

当た り約1 0 mの太径鉄筋 ( 枇大 D 41 ) を約 15・- 2 0・

の浅い角度て治大 6 カ所 lUl げ る必要がある。そこ

で、作業の効率化と精度確保のために 6 カ所を同

時に曲げることが可能な装置を当社で開発した。

ったP また、本年 8 月には建設省住指発第542{予に 本装置は Ｖ 台のストローク ｪ ｬ ｾＱ 街 ｬ 式ベンダ装置、 加

て、 X 形自己筋の取り扱いの通達が出され、 一般的 工台、 7 イコン制御盤とコンプレ ッサで構成され

に使いやすくな った。 ている 。操作は鉄筋を ベンダ上に 載せて位置を決

さて本建物に ｘＩ ｾ 自己筋を梁に主として用いた理 め、 曲げ角 ストローク他をデジスイ ッチで設定し

由であるが、本建物はス パン 3. 25 mのフレームチ て始動ボタ ンを 押すだけである 。 各ベンダは、鉄

ュープ桃造のため、従来の超高層 R Cでは余り IifJ 筋のスプリングパ γ クを考慮した上で所用の角度

題とならなかった付新書11裂破壊が問題であ った。 に曲げ、加工鉄筋を取り外すとベンダはオートリ

600 x 850の断面の梁の最大必要主筋本数は、 4ー ターン機構により元の位置に戻る 。 この装置の使

D 41.  2- D38 (S D4 0) である。この場合、短ス パン 用により、加工作業時I: : J はポータブルベンダーで

梁であるため、森閑 ・藤井式、柴聞 ・縦井式てやl 曲げた場合に 比べ 約 1 / 10 のH寺聞に短縮され、か

靖容11裂のチェ ックを行ったが、いずれも従来の平 つ十分な加工粘皮が硲保できている 。

行配筋ではイサ抗告11裂が生じる恐れが強か った。こ (3) 長手梁地組装置

れを防止するには断而を大きくするなどでも対応 鉄筋加工 場 で加工された鉄筋は 、一組の鉄筋プ

可能であるが、余りに断聞が大きくなるため2- ロ ックを 組み立るに必ｾな数を載せたパレ γ 卜に

D4 1 をX 形配筋とすることで、級性に自み、適切な て、作業指示番苦手とともに地組; 場に括性入される 。

せん断補強筋訟の部材設計が可能とな った。 主筋がD 41で約10 m とすると、 1 本当たり約100kg

X 形配筋昔11材の終局せん断耐力式を以下に示す。 の重きとなり 、従来のI也組作業では非能率かつ危

Qu= t Qu+ dQu. ..... (1)式

ここで、 t Qu ウルポン評定式 ( 荒川 m m式)

dQu:  dQu=  2 ・dat ' dσy

dal :  ｽ 刊 ＱＱ Ｑ の ｘｊｾ 主Ｇ￬ｦｊ ｪ 断 面 Ｎ ￍｊＧ｛

day:  X 形主筋の降伏応カ度

0: 材取hとX 形主筋との傾き

式の妥当性を検証するために 、笑大の% モデル

で、せん断補強式のみを減じてせん断li 皮級させる

供試体等を 3休製作し、曲げせん断実験を行った。

これによれば、 X 形主筋の引張、圧縮降伏を考慮

し、単純然加した( 1 ) 式で終局せん断耐力を評価 で

きることを硲認した戸また(1) 式を用いて設計され

た梁の笑大% モデルでの笑験で、両端に lHl げ降伏

ヒンジが形成され、塑性率 4 以上でも最大耐力を

維持することを 、ゐ孔 梁で、は ｰｑｵ にゐ ￯ｾ 日孔終 ｦｊ せ

ん断耐力式を用いて適切に |羽孔補強すれば、同じ

く塑性率 4 を確保できることを確認した。川

険もともなう 。 そこでハ ン ドリ ングの軽減、組立

精度の確保、効率的なJ也組が可能となる装置を開

発した。本装置の椛成は 、油圧シ リングで駆動す

る 5 組の鉄筋支持ア ーム( 上下筋朋各 2 段) 、ベー

ス台、 油圧ポンプ、 j1J lj 術l盤お よび 2 台の簡易 ジプ

クレーンからなっている 。本装置の導入により、

従来工法との工数比較の実績では約% に軽減され、

作業能率の向上に寄与している 。

おわりに

新しい R C造への挑戦は、主として施工能率や

精度保持への不安が当初は皆無とは言えなか った。

しかし多くの関係者の努力により、今や順調に大

阪の空へ向か つてグイグイとや11びている 。手前み

そではあるが、今さらながら総合力の大切さを笑

感する毎日である 。

X 形配筋梁

長手梁地組装置

参考文献
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スポーツ地設、コ ンベ ンション 焔設等の大空1111

椛造物は、多僚な用途に供され、しかも不特定多

数の人々が入場することか ら、そ の安全性につい

て種々検討がなされてきた。 このような大空間lに

最も適した防災設備、とりわけ火災 の検出手段と

して開発された 「熱放射式走作引火災感知総」に

ついて、ここに利介する 。

大空間における火災の特徴

ひと口に大空 ｉｪ ｬｊとい っ ても、 ｾｊｈ 失 の ｉｦｦｩ では挫築

物の 中の大きな吹き j) ，( けという位度から- * 京ド ー

ムに至るまで、また空間iの使用形態の l而ではホテ

ルのロビーから競技場あるいは展示会場まで、い

ろいろな粍矧がある 。 この ような大空間に大品の

可燃物が持ち込まれ、展ポ会や物品 l仮光会場とし

て利用される場合、万一 火災が発生すると延焼拡

大速度が速く、火 災m. 校も大きくなることが予ィ1111

される 。

大空間に対する防 災対策は、 J在本町J にはお のお

のの 佼われ方 や ｾ ｉｈｉ の 形態に応 じ て設定 さ れる べ

きである が 、東京ド ームの ように直径200 m、天11

の高きが60 mにも/ 止 ぶ クラスの 大空間] では、来た

して在来の ピル用設備 で火災に 対処 でき るだ ろう

か。特に、大空1::1内 での 火災性状や慢の挙動のi主

い、多数の鋭符のilli 錐誘導と初l Ul消火活動等、い

くつかの閤難が予想される 。

大空間における火災検出の課題

天井 の高 さが6 0 m限度となると、上列 した熱気

流や煙が天井面に迷するまで時間がかかる 。 また、

到達し て もイ 巨 来 の Ａｾ知器が発事長する温度や煙 の 濃

度に至るまでには、 さらに H寺問 を要する 。 また数

万111 にも及ぶ広い民視域 となる が、そ の一 点か ら

tH火しても燈は 空rr で広が リ、 天升ニ l面全体に! 荷 を

形成するため、イi二米 の!i' t:知器では多数設出し て も

結局は一 斉に発報することにな ろう 。 l k い: 1: 1::1で

あるほど、初期対応のために迅速な火 源位置 の把

wが重要であるにもかかわ らず、こ の よ うな火 災

検出形態となる .{f :来 の技術は、大空 1::1に適切とは

L 、ぃ難い。

光，l L 式分離別感知 Ir " 詰は、こ の ような問題に対す

る強力な手段として，l'l' fiHi て、き るが、紋大阪悦E巨高ft.

が100111 であるため、直径200 111 クラス の ドームに

は使用できない。 このほかに、 M t- が向いため、

天井田設置式 の も ので は保守 がき わめ て 性 ｬｾ ｦｉと会

58 越築 と社会/ 問 時 間 号

る。使用形態の 多様性や自動車の出入り等を考え

ると非火 災報が発生しやすく、そ の防止対策も重

要であるなど、問題や諜組ーが多い 。

以上をまとめると、こ の規模の大空間における

火災感知総には、次の ような条件が求められる 。

( 1)火源そ の もの を探知できること

(2) 火源位置が特定できること

(3) 天井面以外に設置できること

(4) 各種の使用形態に応じ、昨笑に火 災を検出する

と ともに、 ｾ ｉ ￴ 火 災 報のないこと

熱放射式走査型火災感知器の権成と機能

本感知器は、屯子冷却式赤外線検出素子を使用

し 、半径 Ｒ ＰＰ ｭ の政視 ｾ￩ 縦 Ｈ 答戒域 Ｉ 内の燃焼物質

から発生する、平常 H寺とは呉なる強い熱放射エネ

ルギーを検出し、火 災位置 ( 火狐 ) の特定を行う

熱波射式走 ＱｴＧ｜ｾ 火 災 感知総である Ｈ 図 Ｑ )。検出部

と演算音11 とで織成され、防護対象域上部に 2 台が

設置され、常H寺は l 台が火災の敗視にあたり、そ

の作動中の検出部が火災土検出した時点て¥待機

'1' の検出部も自動的に始動し、 一走作ごとに 2 台

が交互に }j，' 1 ! 回定作して火災位置の特定を行う 。

. 最大監視距離 200m 

・ 最大垂直走査角度 90・

. 最大水平旋回範囲 180・

・水平旋回時間 15. 4秒( 180・)

・周 囲 温 度 ー 5- 50'C

・周囲湿度 20- 90% (非 情甥)

. 倒造 防 塵 非 防 滴 禍 造

. 寸法 300w  x55000  X725H 

. 霊量 杓lDOk官

図 1 熱放射式走査型火災感知器検出部

(1) 構成

検出部は、火 災の検出を行うための光学的機構

と屯気的回路からなる検出ヘ ッ ドと、防護対象域

の全域にわた って監視を可能にするため の水平走

併 を行 う政 凶装白から構成されている ( 図 2 、3 )。

検出へ y ドは、検出家 F へ熱波射エネ ルギーを

将〈 外活し光Il}j 止用 フー ド、保 I護ガラス、フィル タ

ー を含む レンズ群等の光学的な機構に関係してい

' ''_ / / ↓ '¥.'¥. 叩 1エマレギー:

ｾ＠ I  垂直走査 |ミラ蹴 : 円 :  

ンズ i  引 :E  

Z; |  レンズ辛 ｉ ｾｾ ザ 〉 割 引 !言

↓  〈 ノ ノ r ， ' 1査|

ド 1 崎 山 戸 |光電変 喝 : l一一J :  

高

野

部

垂直角度 水平 角度

図 2 ワイドスキャ ッツの構成

検 E品、" "
tz:. J l I'J' " 止してt

ると ｷ ＺｮＮＮｴＺ ｾ 舎の

Ｑ［［Ｚ ｾｉｕ ＢＧ ｴ てＮＢＢ
-- . :; fl d四 ・i t二♂A

.:J.(":I' )勺岨 方 へ" 奮

する Ｔ 舎 のフ Ｂｾ ｎ Ｚ
スJ ノN こよヲて a

" > nる

図 3 熱放射式走査型火災検出器機構

る音11分と、検出素子と増幅器からなる光電変検出

力音11、同期信号出力部等により構成されている 。

自主回装置は、駆動装置、ロータリーユニ y ト等

の作動機織音11と原点および点検位置検出部等によ

り構成されている 。

演算部は、各火災判断レベルに応じた火災 の検

出とその位置の特定を行うための垂直信号比較 iiI(

算ユニ y ト、水平信号積算ユニ y トおよび検出部

の状態を監視制御する監視制御昔日、異常検出部、

旋回音I1制御ユニ y ト、 I / F 昔日、電源音11により桃

日比されている 。

(2)  機能

本検出部は 、垂直 ・水平走伐によ り、 設世間所

の直下から 200m離れた位置まで監視することが可

能である 。亙ー直走i ' t は垂直方向を下から 上 に90・、

水平走i l'は }j，' g回装置により左右に 180" の範囲を走併

する ( 図 4 )。なお、 180・を走査する H寺附は 15 .4秒

である 。 また、走査時点での箸戒領域は、瞬時視

野と呼ぶ関口面積によ って定まり、そ の面積は距

離の 2 乗に比例する 。

検出素子には、低温域から高弘城の放射熱 ｩｽｾｬ に

敏感な検出感度特性を有する p C (光導電効果w

言葉子を用いて、さらに S/ N比をあげるため- i . l I イー

冷却を行 っている 。 また、 iffijn方向の監視範聞外

に 自己診断用擬似火減を設けており、 i主隔操作ま

たはタイ 7 ー設定による機能点検を実施し、検出

音11の作動状況の確認および保護ガラス の汚れ等の

， ｉｾ ，ｩＮ検ができる 。

本検出部の出力はアナロク信号として地中討され、

ｩｾＨ 算音 ＱＱ へ送られる 。

演算部は、検出部から の信号をもとに火 災判断

と火災位置の角度信号出力を行うも のであリ、各

信号を防災センターへ送出するも のである 。

i(( 

¥ 

'- -ｾＭ

図 4 熱放射式走査型火 災感知器の監視方法

設置状況

本感知器は、東京ド ム ( 後楽園エア ドーム)

をは じめ、主判長メ ッセ ( 日本コ ンベ ンション セ ン

ター ) 等に設置されている 。一度、見学される の

もよいと思う 。

( ふ るかわ とし お ホーチキ 株式会社大阪支 lllf 技術深謀長 )
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住宅性能保証制度は、建設省及び地方公共団体の指導により運営されています。

保 証 部 分 保 証 の 対 象 と な る 事 例 保 証 期 間

構

基 礎 著しい沈下 、不等沈下など

長 造

床 不陸、たわみ、破損など
上

p 年

期
重

壁 傾 斜、た わみ、破損、雨水の室内侵入など

保

要

な

屋 ｾｒＮ＠ たわみ、破損、雨もりなど

証 部

( 但し、屡恨の)ラ子

土台、柱など 傾 斜、たわみ、破績など 雨もりは5年

短 保 そ の 他 部 分 仕 上 の 川 建 問 形 浴 室 の 水 も れ 1..1年

期 証 の 設備の不良など a面F

篭霊ｾ ・噴火、洪水、土砂くずれ、峰、台鵬によるとき ・火 災 、 腕 、 暴

重力等によるとき ・住宅の不適切な維持管理・使用によるとき ・自然

の消耗、変質等によるとき

財団

法人 大阪住宅センター

大阪市中央区南船場 4 丁目 4 番 3 号御堂筋アーバンライフビル 4 F  

干542 電 話 大 阪 ( 06) 253- 0071 ( 代表)
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反復と静誰 : R. ピアノのメニル・コレクション

lぬuのテキサス州 ヒューストン lこR . ピアノ( * 1 )  

によるメニル コレクション( * 2 ) を訪ねた。

南部の偉大なパトロン、 ドゥ ・メニル氏の遺志を

継ぐ同財団の所有する彪大な美術収集品の維持、

展示を目的とする私的な美術館である 。

周辺は、群生した樫の木と鮮やかな緑の芝生が印

象的な公園であり、美術館はこの地方に伝統的な

木造住宅が建ち並ぶ閑静な環境の下に、そしてや

はりこの地方特有の 強烈な日 差しの下にある 。

白い鉄骨フレームにライトグレーの下見張り仕上

げの美術館は、所々アーティキュレ ー ションが施

された上で、 「リー フj ( *  3) と名付けられたフ

エロセメ ント製の白い業状の要素に反復して緩わ

れている 。

それは、 「大きな内部 と小 さな外音Il j ( *  4  ) と言

うメニル夫人のIy干快な アイディアに 応えたもので

あ り、低 < t! 1l えられた輪車11内に細心の l吟l床を経て

係用された糸杉材は周辺の街並みと調和し 、「リー

フ」を総て和らげられた光は、 外部においては 「プ

ロムナード 」 と呼ばれる 中間的な領域を、 内部に

おいては恰もその延長のような膨らみのある空1::1'1

を形成している 。特に展示空間lはほとんど人工照

明を必要としないほど柔らかな光に溢れ、 一種浮

遊するような独特な感覚に満ちている 。

「ポンピドー ・センター( * 5 ) j 以来と 言 うオブ・

アロ ップ司王務所 ( * 6 )  との “創造的" な コラポ

レー ショ ンも蝕在で、建築、構造、設備それぞれ

の界域のテ' ィテ ール処理も秀逸である 。新しい形

の百11材を右11 るためには、新しい工具まで開発する

と言 うピアノ 一流のクラフト? ンシ y フ・の精神の

下で、テク ノロジーが自然及びl時!日! と高い次元で

共生している 。

いささかの懸念もなく、ピアノの代表作のひとつ

としてイ立置付けてよいであろうし、それ以上に 、

彼以前、その死の寸前までこの建物の設計をして

いた L.I カー ンのキ ンベル美術館に IJ f I え、南青11は

芸術観賞のための佳品を新たに獲得したと 言える

のではあるまいか。

日本では現在、関西新空港の大7

0

ロジェクトが進

行中である 。述べ るまでも無〈、 一昨年行なわれ

た国際設計競技 ( 本 7 ) に於て居並ぶ世界一級の

建築家達を相手に勝ち抜いたものである 。筆者自

身シーザー ・ペ リの下で当競技に応募した経総か

ら当選案に |刻する 言 説は差し控えたいが、渡米前

に訪れたピアノの展示会で、 同プロ ジェ クトのア

ソシエイトである阿部懲章氏 ( * 8 ) から競技後

の設計状況に l関するお話しを聞 く機会に恵まれた。

それによると、極めて限定された予算と時間、そ

して日本の厳格な法体系の下で、フラ ンス人の空

港コンサルタ ン ト ( *  9 ) 及び日本の複数の設計

組織との協働作業は至難を極めている機子だ った。

その後、日本から届〈情報では、地設規模を含む

設計内容、工事範囲、工期、工費等の大幅な変更

を経た後、漸〈設計作業を終了したとのことであ

60  建築と社会/ 1990年 12月号

るが、現場主義と 言っ ても良い 同事務所の個性を

鑑みれば、その苦渋の!侍は竣工に至る迄さらに統

くことが碓笑に予想される 。

イタリアのクラフトマンシ y プがフランスのシス

テムの下， 日本の最新テクノ ロジーと 如何に結び

付 くのか。二年前コ ンペティタ ーの一員として競

技の渦 中にいた鐙者にと ってはなおさら興味惹か

れるところである 。

テキ サスの強い日 差しの 中で体験した白い反復に

よる I伽孟一。

異国から長い道程を経て辿り苅〈訪問者逮に、新

しい空港はあの鮮烈な 印象を与えることができる

だろうか。 (簿凹 学/ 竹中工務庖設計部)

*  1  R E NZ O PIANO.  1937 

*  2  T I-I E  ME NIL  COL L E CTIO N.  I-IOUS T ON.  T E X A S  

*  3  "L E AF "  (R E NZ O PIA N O  B UI LDING S  A N D  

P R OJ E CT 、 1971-1989. RIZZOLI )  

*  4 凶 BIG 1  NSI DE A NDS MA L L OUT S① E"  (A  +  U  E8903)  

ホ 5 C E NT R E  GE ORGE S  POMPl OOU.  P A RIS. F R ANC E  

*  6  OV E R  A R UP  &  P A R TNE RS.  L OND ON.  UK( 重

に構造エ ンジニアのP E T E R RICE. 艶備スペシャ リ

スト設計妓技、 1988)

キ 7 関西空港旅客タ ーミ ナノレピノレ設計競技、 1988

*  8  メニル・コレク ンョンのアソシエ イトも日本人の石I s

俊二氏であり、興味深い.

場 9 パリ空港公団のポーJ レ・アン ドリ ュ一氏がコンサJ レタ

ントを務めている。

ｉ Ｑ ｾ Ｑ ＺＺｲＺ Ｎ｝ｾｾｭ￯ｬ｛Ｇ ｎｬ ｉ＠

住宅・建築省エネルギー

フォーラム開催

(財) 住宅 ・建築省エネルギ一機構( 東京 ・港

区 - 寺島三雄理事) は、建設省、住宅金融公庫及び

住宅 ・都市整備公団の後援と関係60団体の協賛を

得て、平成 3 年 2 月19 日凶、東京 ・大手町のサ ン

ケイホールて r住宅 ・建築省エネルギーフォーラ

ム」 を開催する 。

このフォーラムは、同財団が毎年 2 月の省エネ

ルギ一月間に、特別企画行事の一環として、各界

の権威を招いて実施しているもので、今回で第11回を

迎えるが、住宅等建築物の省エネルギー最新技術

の発表の場として，各方面から高い評価 を得ている 。

なお、今回の務自市及び講演内容は、次のとお り。

・住宅 ・建築における省エネルギ一対策の現状と

展望

建 設 省 住 宅 局 長 立 石 其 氏

. 環境の快適性と P OE ( 居住後評価)

千葉大学教授 富国紀元氏

. 未利用エネルギーの活用

名古屋大学教授 中原信生氏

・最近のエネルギー情報と今後の展望

(財) 日本エネルギー経済研究所総合研究部長

藤目和哉氏

・地球環境問題の動向

東 京 大 学 教 授 茅 陽一氏

・参加費 15. 000円 (消費税内枠)

・参加申込 ・問合せ先 (財) 住宅 ・建築省エネ

ルギ一機構フォーラム係

〒 1 0 7 東京都港区赤坂 1 - 6  - 19 勝永ビル

T E  L  03- 583- 7121 

都 市美誘導の景観力、、 イドラ

イ ンー尼崎市

「快適未来都市あまがさきをめざして 」 を テ -

7 に、美しくうるおいのある文化的まちづくりを

めざす尼崎市では、都市美形成のための緑化デザ

インのガイドラインをまとめた。主な内容は つぎ

のとおり 。

都市美形成の観点から、整理し、カラーの写真

と事例を笠直につけ 、あわせて樹木の特性のデー

タを掲載している 。オールカラ ー24 P 、A 4 版、 1凶

絡 1. 200円

問合せは、尼崎市都市局計画部都市整備課

干 6 6  0尼崎市東七松町 1- 23- 1  

T E L  06- 489- 6606 



' 90ショーウインドーコンクール大阪

これまでの開催されていた「御堂筋ショーウイ

ンドーコンクール」は 、大阪のまちづくりを楽し

く美しく 、促進するコ ンクールとして、ユニーク

さが注目されていたが、今年から " 90ショーウイ

ンドーコンクール大阪」として規模、 内容を拡大 、

し、催された。今年のテー 7 は 「楽しく歩こう、

まち・町・街一一21世紀へ心のときめき」。主催は

大阪21世紀協会。審査の方法は、ディスプレイデ

ザイナーによる一次審査を経て、堺屋太一( 作

家) 、木村一雄( デザイナー) 、問中健三 ( 大阪芸

大教授) 、恒成ー訓( 建築写真家) らの審査員が二

次務査を行い、あわせて一般市民による人気投票

も行い、第 l 位から第 3 位まで与の作品を選んだ。選

ばれた主な作品は、つぎのとおり 。

・通産大臣賞

作 品 名 COSMI C BALANCE 

出 展 者 側 イ ト ー キ

クリエータ- AD&A 駒田哲男 制 作 者 形 工房

お知らせ I  

COSMIC BALANCE 

- 大阪市長賞

fUlj 作 者 吉 田 和 央 ・大阪府知事1 ' t

・大阪21世紀計画グランプリ 作 l弘名華麗なるウインドーコンサート

作 品 名 スペインフェア

出 展 者 側 大 丸 梅 田 庖

作 品 名 「子猫のレイ ジエニック」街に光り 出 展 者 側 高島屋大阪庖

出 展 者 側 資 生 堂 クリエ- 1ー 中 田 市 郎

クリエータ一 大丸梅田庖宣伝部装飾

制 作 者 側 七 彩

クリエーター 資生堂宣伝部
制 作 者 側 タ ッ ド

ト建築デザインのための1
(目 次)

第1 章縄造とデザイン

第2 章柱の計画

第3 章はりの計画

第4 寧架備の計画

須賀好富著
8 5判・ 216頁・ 2800同 (消費税鍍)

建築技術選書

〈特装版〉

第5 章屋根の計画

第6 章床の計画

第ワ車耐震壁の計画

第8 章 コストと縄造計画よ い デ ザ イ ン は 構 造 計 画 に よ っ て 支 え ら れ， 構造 計 画 は よ い デ ザ イ

ンの「かて」となる. 建築家が構 造 計 画 を 認 識 し ， 構 造 家 の 計 画 案 が

建 築 家 の ア イ デ アに 刺 激 を 与 え る こ と に よ り 始 め て 優 れ た 建 築 が 生

まれる . 建 築 家 と 構 造 家 の ギ ャ ッ プ を 埋 め る た め の 知 識 を 図 ・写 真

な ど の 最 新 情報 を 載 せ で わ か り や す く ま と め た ， 両 者待 望 の 技 術 書 .

Ｎｾ伝言 Ｔ 司司ＡＡｔ［ｾ
・ｾ］話ｾｾｬｉｦｬ冨・ ιｊ ・・

企画/ 日本建築協会

〒6∞京 都市下京区木沼産情通商;両院東入

冒 075- 343-0811 倣仔/ 京節 0-26789

ｾ＠ 四六判・ 2 色刷. 224頁・ 2000同 (i 糊 )

加賀 秀 治 著

- I I " "C( 涯霊童盟理E 圃

1. コンク リート妓術の展望

日 コンクリー卜工事のI i f f i 工計画

E 使用材料の選定

N  コンクリー卜の調合種計

V  生コンの発注 W 型わく工事

vn. コンクリー卜の運綴

( ポンプ圧送)

咽 コンクリー 卜の打込み・

続固め

生コン工場の普及につれて

その技術面はメーカ一任せ

となり，現場技術者のコン

クリートに対する知識の低

下を招き，施工不良による

欠陥精造物につながりやす

くな っている 本書では，

使用材料の選定から 施工欠

陥の補修までコンクリー卜

工事に必要な基本的事項 と

管理のポイントを改訂され

たJ ASS51こ従い簡便に解説.

チェックホイント100

医 コンクリー 卜の養生

X. コンクリー 卜の品質管理機査

沼施工欠陥と補修

X1I . 特殊コ ンク リー卜の飽工

企画/ 日本建築協会

〒6∞ 京剖1市下京区木津凶情通西洞院3証人

a 075- 343-0811 録作/ 京都 0-26789 - I U( 涯霊童盟理軍国

61 



圃 庖 宋 C 千工玉

.0中小企業優秀新技術新製局賞受賞 |  

ヌレムラを完全

素材の質感を活かした生地仕上げ

ｓｅｆ システムｼまアクｾルシリコン樹脂系仕上げとフッ素樹脂系仕上げの ｅ タイプからなりま五

SEF システム Ii. i- ，i ; 透性防水材、 + 老眼形 |リj ノド材と 1::i 耐 久性t M) 1f i をHl み合わせるこ

いこより 、得々 の午干長が相|来去すj 巣を1e持。イL米[ i 去ではイミnf 能fごったヌレ・ムラを防"こし

ます。しかも打欣しコンクリートの よ材を活かした市耐久t l : 仕 上 げシステムです。

. ヌレ・ムうが全くありません. 高耐久性 工程の概要

弾性樹脂仕上げ・弾性塗旗のため下

地クラッタに追従. 完全な中性化防止機

能・透明仕上げによる意匠性の確保・ Ｉｾ討ｼ卜ズ ｵ 十 ＱＱ Ｏ → ｾ ｙＭＷＰＹＰ

フリアー・俊消しの選択可能・ヱフロ ・

さぴ ・汚れの完全除去 (PAT. P. )  

責任施工で年限保証付

高耐久性打放しコンクリート仕上げ

NY- 9090互は NY- 8090

Ｈ 訟品目 Ｈ ｾｨ￯Ｎｾ 仕上 げＩ

カタログをご請求くださ L 、。

図 ］ｾｺＭ 吉田鶴式会経
社 干435 僻岡県浜松市上西町1314番地 雷〈邸主1>臼ー2111 FAX<侃:l4渇4-2117

童 所 東 京 含〈ω>3718-7695 k 阪 宮<06>399-7958

好評発売中 サピ・判手のあ<m特除洗浄剤 ケミカルエース R.H

221:32ZflifFi 建築技δ慌1
空間構造へのアブローチ

12 月 ↑ 8 日

全国書后一斉発売

税込定価 1，240円

構造家としての空間認識の 1 手法を木造宅間への

適用の試みと トー タルデザインの展開を摘〈 。

今川憲英・岡田 章 共著 85判 220頁 税込定価4，8叩円

建築技術12月増刊号

実 践 建 築 工 事 検 査 凹

外装工事・ 内外装工事・ 内装工事・建異工事など編

シ リー ズ第 3 蝉 。「実践建築工事検査 1 ' IU 日j 様、

ぜひ座右に備えてご活用下さい 。

上村憩s.亀田泰弘 監棒 A4判 372頁 税込定岡田O円

55U冊「建築技術J Vol .2 夏涼しく冬暖かい住まい

快適な住まいづくりのすべて

温熱環境に関するノウハウを、設計者や居住

者、メーカー の方々 に向けて詳細に解説する

の実用 保 存 版 シ リ ー ズ 第 2 号" 。

建設省建築研究所監修 A 4判 260頁 定 価3，300円
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株 式 会 社 建 築 技 術

干151 東京都渋谷区幡ケ谷卜1-2 福西ビル

TEL. 03-537ト3811 F AX. 03-5371-8282 

- 特集

建築の

外部塗装入門

建築における塗装は、過酷な条件

で行なわれることガ多いのガ実状

ですガ¥ 現在では素材 ・状況 ・目的

などlこ合わせだ塗料ガ数多く開発

されています。舎回の特集では、

塗料の基礎的知織および設計施工・

塗替えの実施例までを紹介します。

1  . 外部塗装のはたらき

2. 塗膜の劣化因子と欠

陥の発生

3. 外部塗装の設計

4. 外部塗装の実際

5. 外部塗装の塗替え

6. 塗替えの実施例

- これな ら早い/

新 ・固定モーメント法

吹抜けをもっフレーム

- 高齢化社会の住宅 ・CI B

高齢化対応住宅の計画 建設技術開発の世界的動向



日本建築協会

月間の動き

平成 2 年10月分

理 事

第 5 固定例理事会

. 6.  

: zl (  

24 日 4 時 - 51時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か23名

議事 (1)後援の件

(2) 入退会者承認の件

(3) 報告事項その他

編 集 委 員 会

3 月号設備特集第 1 回編集幹事会

2 日 41時- 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 北島主主因 ・日根東治 ・藤岡茂 ・瀬戸良

ug特別幹事、遠藤幹事ほか 3 名

議Ｍｴｪ Ｎ ｾ r建築家のための設備知識」商業施設編特

ｾの企画

第 7 回会員企画小委員会

2 日 61時 半 - 8 1時 於 本 会 会 議 室

出席者 布団副委員長ほか 5 名

議 事 シ リーズものの報告と掲載予定

第 5 団法令分科会

3 日 21時- 4 時 於 本 会 会 議室

出席者 島問幹事ほか 3名

議事( 1 ) 法令特集の企画

(2) r法令 コーナー」の企画

第 7 回作品作風小委員会

4 日 61時半 - 9 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 宮下副委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 最近の掲載状況 ・予定の報告

(2) r新建築調査表」の作品選定

(3) rGall ery J 内容報告及び予定

(4) r インテリア」の作品掲載について

(5) その他

第 4 回 計 画 分 科 会 建 築 系

5 日 6 1侍 - 91時 半 於 本 会 会 議 室

出席 者 石山幹事ほか10名

議 事 平 成 3 年 4 月号「建築計画系」特集の検討

平成 2 年度拡大編集委員会・第 7 困編集委員会

11 日 41侍- 6時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 東顧問・溝神委員長ほか 13名

議 事 ( 1)10月号 「兵庫県営繕の歩み J .  r都市のナ

イス ・プレイス」特集経過報告

(2)11月号「第37回青年技術者」 ・「和歌山県

の展望と景観」特集経過報告

(3)12月号「高級感ー建物の顔 感性の l時代

を迎えての外装材」特集経過報告

(4) 1 月号 「新しいまちづくりの手法」特集

経過報告

(5) 2 月号「オフィス ・プレジャー J ・「日建

設計」特集経過報告

(6) 3 月号「建築家のための設備知識 ・商業

施設制」・「東海支音I¥J 特集経過報告

(7) 3 年度の特集方針、その他の検討

(8) 収支状況報告

1 月号「新しいまちづくりの手法」特集打ち合わせ

11 日 7 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 田中 ・鈴木 ・梅村 ・河端委員

議 事 特 集 構 成 の 再 検 討

第 5 回計画系ー インテリア・住宅ー一分科会

15 日 61時半 - 10時 於 本 会 会 議 室

出席者 加藤幹事ほか 7 名

議 事 平 成 3年 2 月号 「オフ ィス ・プレジャー」

分科会特集案検討

第 B回計画系分科会一計画系ー

18 日 6 時 - 91時40分 於 本 会 会 議 室

出席者 田中幹事ほか 4 名

議 事 平 成 3 年 1 月号「新しいまちづくりの手法」

特集の企画

第 7 固広告企画小委員会

23 日 41時 - 5 1時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 機神委只長ほか 2名

議事 (1)10月号 「兵庫県営繕の歩み」 ・「都市のナ

イス ・プレイス」特集広告途中経過報告

(2) 1 1 月号「第37回青年技術者」 ・「和歌山県

の展望と景観」特集広告途 中経過報告

(3)12月号「高級感ー建物の顔感性の時代を迎

えての外装材」特集広告途中経過報告

(4)  1 月号「新しいまちづく りの手法」特集

広告途中経過報告

(5) 2 月号 「インテ リア ・プレジャー」 ・「日

建設計」特集広告途中経過報告

(6) 3 月号「東海支部」 ・「きんて伊ん」特集広

告途中経過報告

(7)平成 3 年度独自特集企画

(8) 収支状況報告

「新しいまちづくりの手法 J ( 仮称) 座談会

23 日 午 後 6 1時 半 - 9 1時半

於積水ハウス綜建事業部会議室

出席者 団"1"直人 ・河端秀直 ・梅村宏尚委員

竹沢宣之 ・谷口和男氏( 大阪市計画局)

1 月号特集の一環として、額面座談会をした。

「建築と土木」計画系+ 構造合同分科会

25 日 61侍 - 9 1時 於 本 会 会 議 室

出席者 田中 ・山崎各幹事ほか 5 名

議 事 平 成 3 年の 「建築と土木」 特集の企画

第 6 団法令分科会

29 日 2 時 - 511寺 於 本 会 会 議 室

出席者 島田幹事ほか 3 名

議事 (1) 法令特集 「建築紛争」 の企画

(2)その他

表紙デザイン小委員会

30 日 6 1時 半 - 9 1時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 講村I委員長、治 山悦司氏十日建の人

カ メ ラ マ ン 新 極 求 氏 、 竹井通仁氏、

柄 松 稔 氏 、 島 修一氏

議 事 来 年 の 表 紙 の 内 容 検 討

事 業 委 員 会

第 3 回広報第 2 分科会

9 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 川村 ・酒井岡幹事ほか l 名

議4ji. (1) ビデオ映写会の企画

(2) 講演会の企画

第 4 回 1 ;自見学・リゾート施設見学分科会

11 日 6 時 - 8 1時 於 本 会 会 議室

出 席 者 伊 東 ・久保田 ・中川各幹事ほか 4 名

議 ＮＩ［ ｊｾ (1)  r“ 木の国" 和歌山の建築を訪ねて」企画

内容について

(2f 淡路島 リゾート見学会( 仮称) J の企画に

ついて

第 1 回見学会小委員会幹事会

11 日 4 時半 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 平 成 3年 1 - 3 月の見学会について

第11回「海外建築視察」企画分科会

16 日 6 時半 - 8 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 大川主査ほか 2 名

議事 (1)協賛の経過報告

(2) 資料集の作成

(3) P R 方法

第 4 回「新梅田シティ」企画分科会

17 日 7 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 ・ゲスト 川瀬行生氏、中谷俊治氏( アト

リエ ・ファイ建築研究所)

松限主査はか5名

議事 「原 広 司 氏 」 作 品 展 ・3講演会

第 6 回「関西の祭事」研究会

18 日 6 1時半 - 9 時 於本会会議室

出席 者 大 森 主 査 ほ か 3 名

議事 (1) 愛宕山の火祭りのまとめ

(2) r建築と社会」への掲載

第 7 回「関西の祭事」研究会

30 日 6 時半 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 大 森 主 査 ほ か 4 名

議事 (1) 愛宕山の火祭 りの考察

(2)  r建築と社会」 掲載への骨格つ'く り

教 育 委

第 1 図工高生教育小委員会

2 日 4 時半 - 7 時半

員 会

出席者 中野副委員長ほか 8 名

議 事 本 年 度 ・第36回工高生デザインコンクール

応募作品の予備審査

第36回工高生デザインコンクー ル審査会

13 日 1 時半 - 61侍 於 本 会 会 議 室

出席 者 吉村審査委貝長ほか 11名

片倉 ・中野教育正副委員長ほか 7 名

応募作品 69点(18校) を審査入選作10点を選出

第 3 回講習会小委員会

25 日 6 時- 7 時 半 於 本 会 会 議 室

出席者・ゲスト 中山雅博氏 (竹中工務庖)

藤井孝袋氏 (大林組)

水落和目1) 氏( 大林組)

金 田副委員長ほか 4 名

議事 ( 1 ) 建築工事実務講習会( 名古屋倒産) 実施報告

(2) 大阪開催、名古屋開催受講者アンケート

建築と社会/ 1990年 12月号 63 



の結果

(3) テキストについて

(4) 今後の予定

建 材 委 員 会

第 B 回建材委員会

17 日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 金子| ニ委員長ほか 14名

材料説明 ペリア パネル (型枠兼用断熱パネル)

議事本年度見学会について

出 版 委 員 会

第 E 回出版委員会

17 日 5 時 - 6 時 於 本 会 会 議 室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 4 名

議事( 1 ) ( プロのノウハウ〉 と特装本の経過報告

(2) 今後のテー 7 と執筆者選定について

(3) プロのノウハウ講座シリーズについて

「プロのノウハウ」講座シリーズ( 第 3 回)

一場所打ち杭の設計と施工ー

24 日 6 時 - 8 時 於 日 本 建 築 協 会 ・ラウ ンジ

諮問 阪口 理氏 (近畿大学理工学部建築学科教援)

参加者 30名

建 築 ク ラ ブ

第222回朝食会

9 日 8 時 - 91長年半 於大阪グランドホテル

i"Jii題 「ヴォーリズの建築」

講師 山形政昭氏 (大阪芸術大学建築学科助教援)

参加者 53名

見 学

.d恥

' ;zl( 

(3) 次期当番会確認の件

建築関係団体合同忘年懇親会

第 1 回打合会

9 日 l 時 - 31侍 於 本 会 会 議 室

出席者松田専務ほか各団体代表 5 名

議事( 1)'89建築関係団体合同忘年懇親会の精鈎

報告について

)  (2)'90建築関係団体合同忘年怒親会について

第 1 回実行委員会

18 日 12時 - 2 時於大阪府建築健保会館

出 席 者 石川実行委貝長ほか 10名

議事 (1) 実行委員 ・事務局の自己紹介

(2)'89建築関係団体合同忘年懇親会の精算

報告について

(3)'90建築関係団体合同忘年惣親会について

10月 の 入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 l 社〕

側レンダリングウルフ

〔個人会員 17名〕

磯 村 正 雄 市 野 恒 雄 加 藤 進 一

(中部都市整備セン7ー) (小原建設) (大林組)

香川 賢一 北 原 英 雄 棒 英顛

(アル7 7建築設計室) (竹中工務庖) (竹中工務庖)

前 田 佳 範 黒 明 節 夫 黒 田 清 宏

(竹中工務庖) ( ジャ ス) (住宅 ・都市整備公団)

新 谷 晃 祭 寺田 1等主事 成 問 正 治

(銭高組) (吉水建設) (ナリタ設計 )

福 井 康 樹 村 島 忠 彦 山口 洋

(阪急電鉄) (藤木工務庖)

山田 卓 渡 辺 豪 秀

(山田建築事務所) ( 日建設計 )

. 追悼文

“ 木の国" 和歌山の建築を訪ねて 見学と懇親の

集 いー

ＱＹ 日 ｾ ＲＰ 日 ｬ 泊 2 日

見学先 19 日 1 ) 養翠図 2) 不老橋、不老館 3)

黒江、のこぎり歯の町並漆器の

里 4) 関西電力御坊火力発電所

20 日 5) 白浜民族温泉資料館 6) 龍村i

村民体育館 7) 龍神温泉 8) 高

野山

講 師 養 翠 園 ・ 不 老 橋 寺 西 貞 彦/ 和歌山市

教育委員会市史編纂室主幹

黒江、漆器の里 池原1f U' 夫/ 池茂工業所

龍神村民体育館 渡辺豊和/ 渡辺捜和

建築工房、京都芸術短大教援

参加者 46名

クリスタルタワー見学会

26 日 2 時 - 4 時 半 参 加 者 (32名)

・建築概要

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 域 見 1 - 2  - 1  

設計 ・施 工 竹 中 工 務 庖

建築関係団体合同新年交礼会

第 1 回打合会

9 日 111時 半 - 21時 於 本 会 会 議 室

出席者松田専務ほか各団体代表12名

議事( 1 ) 平成 2 年連築 9 団体合同新年交礼会収支

決算承認め件について

(2) 平成 3 年建築 9 団体合同新年交礼会開催

の件について

追悼文本日ここに社団法人日本建築材料協会前 進展途上において戦争の影響により、止むなく

故 奥村重兵衛氏を悼む 制 服 村 重 兵 衛 氏 の 葬 儀 が 執 り 行 わ れ る に 当 自然消滅せざるをえなか った こ と は 乱 に 残 念 で

社団法人 日本建築材料協会会長

大森正男

. ご略歴

明治 29 年 4 月 28 日 尾道市に生まれる 。

大正 6 年 3 月 東京高等工業学校鉄骨f 411ま了r

大正 I I 年 10 月 l 日 合資会社奥村重兵衛商Ij ! j を開業

昭和 15 年 日本建材会館建設、日本建材協会社団法人認可

に尽力

陥米. i止口 、相談役を歴任する 。

l昭和 27 年 10 月 株式会社奥村重兵衛商庖に組織変更

昭和 42 1f ' 9 月 社長を退き、取締役会長となる

昭和 58 年9J ' ! 取締役相談役となる

平成 2 年 10 月 15 日 ご逝去亨年94歳

・協会援

昭和 4 年 5 月~昭和 4 7 年 2 月 日本建築協会倒人正会只

。昭和 23 年 3 月~昭和 25 年 2 月 日本建築協会評議n
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り、謹んで哀悼の辞を棒げます。

あなたは明治二十九年、尾道市に生まれ、大正

五年東京高等工業学校を卒業を経て、 二十七歳に

して現在の奥村重兵衛株式会社を創設されまし

一，、

~。

ありましたが、戦後、混乱の世相の中で昭和二十

五年にいち早〈本協会が設立することが出来まし

たのも、偏えに、あなたが戦前に残された基盤が

あったからこそであり、又今日まで本協会が発展

を続けて来ておりますことは、相談役として建設

その後、今日に至るまで明治、大正、 H召和、平 的な助言 を賜り、後進の指導に努め られたお訟に

成の四代にわたり建築設計施工並びに室内装飾の よるものであります。

事業を手がけられ、 l時代の発展と変化の中で常に 生前、あなたは関西新空港の完成を楽しみにし

業界に先駆けて事業を拡大し、戦前は韓国や中国

にも度々赴かれ、又戦後は、仙台、東京、横浜、

名古屋更には、 JL州宮崎なと1こ支庖を開設される

など、積極的な経営政策は国内外にも及んでおり

ます。

余りにも大きく、そして巾広いこ'活躍と功績の

数々は、数え上げれば限りないものがありますが、

あなたは笑業界におけるご活躍のみならず、公的

な活動に対しても情熱を傾けられて釆られまし

fこ。

昭和八年、社団法人日本建築材料協会の前身で

ある日本建材協会設立の気運が起こるとともに、

率先してその設立に参画され、昭和十五年には日

本建材会館を建設、事務所、展示場を設置するな

ど、わが国で唯一の建設材料の団体として、戦時

中の不安な情勢下にもかかわらず、その事業活動

の遂行に努力されました。

ておられましたが、その完成を待たずに亡くなら

れ今こうしてお別れすることになりましたこと

は、誠に悲しみに堪えないところであります。

しかし、あなたの功績と後進に残された数々の

教訓は、業界発展の将来にき っと力を添えること

でありましょう 。

いま告別の時に当り、ご生前の跡を{ 忠びつつひ

たすらご冥福をお祈りし、お別れの言葉といたし

ます。

平成二年十一月十五日
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186 .最 適 制御 ・ファジィ制御による嗣版椛造/ 怖 英 三

郎 ............................................ ..... .11

187 . X 閥 噸ー (仮 )M K O ? ンションの諦十と施工ー/

八 木 貞 樹 ..... . . . . . . . . . ・ ... . .. . . .. . . …・一・ 12

設 備 の 頁

179 品丘の出 或湘暖房一大阪本庄東地区の罪事供 給一/

M本庄三

180 .バイオテクノロジーを活用した下水処見技術の関

発/ 京オ俊目1)

181 ア ク テ ィ ブ フ ィ ル タ と そ の 応 用 /小 林義幸 ・0 ・4

182 ウォータ ーハン マ ー防止機器/ 木村安秀 ・・・ 0 ・5

183 晶 丘 の 加 湿 禄 / 岡 田和泰 ー ……・・・…・ 0 ・ 6

184 イオンによる水の腐食対策/ 福田幸栄 ー 7  

185 水の彼気処盟 ー腐 食、スケール対策としてー/ 坂

西敏之

186.燃 料 電i t V大 森 文 夫 .. 

187 凍 結 防止弁/ 南 正 文 ー . ... . . . . .  .. .... .. 10  

188 品丘の火災報知設備ー 1- アナログセンサーー/

古 川敏 雄 ..... •. . . . . . . . . . . . . . . . . ...... . . ......・ 11

189 最近の火災報知設備- 2ー熱方身拭走査型火災感

知 器 /古 川 敏 雄 . .  .  .  • • .  • • .  .  • .  .  ー…. . .. .. ・..... 12 

施 工 材 料 の 頁

174 視野選択ガラス/ 小垣 勃 羊 ー ・・ ・ .  2  

175 各種素材用プライ 7 ー/ 菊地昌司 ・ ・ . .. . 3  

176 ベ ス ネ y ト 工 法 / 林 好 正 ー …. . . . ... 5  

177. i勇水処理パネル/ 1奈川 義和 ー ・・ 8  

178 ソーマ ス ・スーノマードリル工法/ 加藤克己 ... 11 

法 令 コ ー ナ ー

ポリカーポネート板を用し叱廷築物に関する基準/ 大森敬史

. 田中古Eー

すこやかな社会プくりのためのまちづくり整樹齢十/ 兵庫県

生前文化部

「住宅の居室をJ叫;滑lこ設ける場合の指耕旨針j /南出干雌

4  

立体虚路制度/ 永山純JI釜 0 ・・・・・・・ 0 ・・・ 0 ・0 ・・・・・・・・・・. . ・. . ・ 5  

21幽胡坂ノ〈ウプランー コンペ方式によるまちづくりの地i V

杉 本 情

兵庫県建築ぷ準剣列の改正/ 恨原H召二 0 ・・・… ・・…・ー・ 7  

W 

号

大阪市附世義務罪主主Ii l ; 晶剣91)の改正/ 大田1宏美 ー ・・ー .  8  

淡路条例の土J也利用区主主と許可基準/ i ¥' J i t ，! 叶亭久 ..... 9  

m市域における住宅也等の供制起草のための都市訪函法{ i か

の改正/ 十J尾原昭二ー・・ ・ ・・・ ー 10 

「新3際主主て木造住宅簡易桃広設計基準j lこよる 31栴建て木

造住宅のすすめ Ｏ 小川 ｦｾｦ .・・・・ e ・ ー ー . .. .. .. 11 

神戸市集合住宅i駐 'I i l ; 拠宮市首基準の制定と実施/ T ; < l 田繁

12 

大 先輩 に聞く

谷口尚武/ 今井邦夫 ーー . . . . .. . . . . .. .. . . .. . .. . . . . . . .・・ e ・・ 5

岡田孝男/ 溝口正人 ... . . . . . . . . . ・・ ・e ・ ・・ ・・ 0 ・0 ・7

梅山敏男/ 地洲昌平1) . 川端宏幸 ・・・ ー・ー ・0 ・・・ ・・ 11 

b e in g  

/i 兆 (泌木敏夫) / 池辺修一 .. ・. . . . . . . . . . . ー・ .  .1  

j[! 加担 l防/ t : ; ( ) 1  1紘た郎 .... . . . . ... . . . . .. .. .. ・・0 ・・.... 2  

1J 11藤木防策 ( ヨ y ト設計者) ... .... .・ 0 ・・..・ ・ 3  

ノレイィレルー( アーノレヌーボーガラス作家) / 大谷史朗 4  

竹 件4晶子 ( インテリアデザイナ 、アートワークプロデュ

サ ) ー. . . . . . .. . . . . . . . . •.• •• .• •••••..••• •.. ••••••. 5  

木村幾次郎 (悉伴屋) / ぬ 展 子 ー … … ー ・・・ 0 ・・ 6

山崎祐; 人 (1映像作家) / 北村恭一 ..•... ・・ 0 ・... 7  

森田啓介 (i 組笠館プロデューサー ) / 従 展 子 ー・.. ・0 ・10

石沢賢二 (南極隊貝 ) / 淀 展子 e  ・0 ・・・ 0 ・ 11 

Gal l er y 

古都今明日 Ｈ ｾｾｾ Ｎ十勝村一郎 Ｉ Ｏ宮下斡雄 ー . .... 2  

A U T- A U T  (設 計 新 聞 正 悦) / 主的良和1. ........... 3  

都市の虚実 ( 設計 。三好刷冷) / 松田普立 ..... . . . ・ ー7

箕面の家 ( 設 計 坂 本 昭) / 荒木朱美 ・…一一ー 8  

1討にハートを人にアートを/ 水川尚彦 ・ . .....・・ e ・・ 9

WO O D Y  ぬくもり (設計 : 稲田由手1) . ¥止尚三郎) / ね事

修一一・0 ・・・・・・・ 0 ・0 ・ ... .. .... ...... .. .. . .. . . . . . . . . . .  ..... 11 

ｭ 下の家 Ｈ 設計吉 ｾｾｦｬ 十 ｮＯ 宮田円義 ・ ・・ 12 

W 

Wal ki ng 廷築家おすすめデートスポッ ト/ 渡辺22和 3  

W atching - r . I 怖の風長→ 釘角ファ ッション ー 4  

W elco mingーアジアの儲学生がみた都市と建築ー/ 花 冷

・争 ト辿 ・メリ y サ・マカカラド ー ・0 ・・ e ・0 ・ .... 5  

W al ki ngー建築家おすすめデートスポ y ト / 来 孝 光 B  

W atchi ng一部怖の風慌- f;j.、の居場所 0 ・・ e ・..... .. .. .  7  

W el comingー出来へのプレセ' ンテーンヨン/ 岡井珪む ・防

I h'(子 ・;!I1Ki長，11
1
:子 ー・・・・ ・ ・ 。. 8  

Wal ki ng 建築家おすすめデートスポッ ト/ 吉村篤- 9  

ｗ｡ｴ｣ｨｩｮｧＭ ｲＮｾ市の風 ｪｪｦ ー ベントハウス ・・ 11

Welc oming : 造園と掻撲のかかわり / i 主空間世 ・il :4' 杭，-[-

吉田{ 昌子 .... ... ...... . .....・・ ..・ 0 ・・・・ 0 ・・・・・・ 12  

書評 ・ブックステーション・新刊紹介ほか

lHt干

住宅の 「今」を捉える況点を広げる 『すまい考今学:J (西山

知三おl / 大森敏江山庁匁知! 日氏によるヴォーリズの足瑚守4

11' ー 『ヴォーリズの建築J ( 山形即出者 ) / 河 辺 聡 .  3  

合掌の絵中林基画文集『生命の彩』再見/ 広沢一民 5  

rms市 . J.Rま って{ 主む形J (鳴海宇1; 傾編者 ) 一一寸輩々な集合

の原理γ 塚口明洋

異文化の{ 王まいの探訪- 8 隙住居の類似と相違_ r隣国現代

住居学J (ハウジング ・スタディー ・グループ許 l/ 安 出 持

1  

中世の廼築家{ 象の謎_ rコ' シ y ク建築の設計 tf.iJ ( ロン . R .  

Y エノレピ編者l / 加藤邦男 ・ ・ .. 10 

担当表意匠σ漸らたなる暫自由ワ考察の吉一 明築制' ! E . の防造J (芥

山詩夫若 l / 太田F圭f言 .. . . . . . . . . . . . . . . . . .. ... .. . ....・ 0 ・0 ・12

. ブックステーション( 短評)

「有機的者11市論j r妻縫宿j r(主ま L 、の法律1001官J r リゾート

全聞のポキャフ' ラリーj r選楽企画の発想法j rf主みやすL 、町

の条件j r昔11市の周縁j r延築制i造のしくみ j / 大 沢 川L 山

当 常 ( .. .. .... . . .・・・・・.. ・ . . . . . . . . . . . . . . .... . .... 4  

「ファシリティマネジメント I 図面て'みる 者肺廷撲の明治J

「サンアントニオ水苦闘媛苦'j rj:¥¥、覧会見物'j rプロテFユースの

実際j r建立た学生のコンビュータ入門 j rインテリアアイデン

ティティーj rモノ誕生 「し、まの生活j 1960- 1990
j  

/ 大沢智

弘 ・山号章子

「機械化前の建設技術としくみj r廷築挑造と総工の接点」

「日月(f jC1)迷宮都市j rp.寺代の主主喋 家 [] j r東京のI也3 u 「くすの

きは見ていた J rf王まいとくらし J r郊外ロードサイドj / 大

＿ｊｺｾｾＱ 弘 ・ 山当市イＮ ＮＮＮ・・・ Ｐ ・・・・ ・ ..... .. . . . . . . . . . . . . . 10 

号 号

「すぐ使える建設業のビジネスレタ 集J r江戸の穴j rピラ

平一ジと古代ロー? の壮腿J r巨大都市東京の計画論j r光の

ドラマトウノレギーI 統選築家の休日 I 天井市是房のすすめ〆

大沢智弘 ・山寺章子 . ... . . . . ・・ - ー ・・・ー ー12

B 新干1) 紹介

プロのノウハウ「インテリアコーテ' ィネートの 100ポイント」

(町田ひろこ監修 ・松 本 法 ・村刷費イ共符) / 川道麟太郎

2  

「吉村順三社喋図集」 ー .. •.. •• •. •. ・・ ・・ ・・・ 0 ・0 ・3  

プロのノウハウ 「選諜jよ準法を読みこな寸コツj / 山田 修

6  

往築技術選舎 「場所打ち; f iVの設計と地工j (阪日 程 l / ')，(Ti

好奇 ・ ・ ・ ・ .... . . .... .. .. .  8  

プロのノウハウ 「ニュー樹首建築のすすめj ( 制; 吉孝之! i -J 事/

石井克f有・ 北原哲五自| 情 ) / 北山↑ 吾 ー. . .. . ・・・・ 9  

東海ルネサンス

柑車 ・松肺f伶子V S中島 一 ー クラン ックバレエの世界から

東海の建築マッ プ

景観としての建築ー愛知大学名古屋校舎、トヨタ記念病院 3

新建材紹介コーナー

7 ノレチラパーベアリング (向性能免震ゴム) / 中川 徹 1

I  S スプレイコート / 元木貞次 ・・ー・ . .......  2  

デ y キコーテインタ防水 y ステム/ j 静 f達雄 ・ .  3  

光ファイノ〈ー ・アルミキャスけい装ノ マネル/ 元木貞次 4  

4、成一定のH庁繍 「ハイノ マービームj / 渡 辺 博 ー 5  

打放しコンクリ トS E F  ( セフ ) ンステム ー・ 0 ・・・・ 0 ・・ 6

コンクリート自筆除去剤/ 竹回三夫 ・ー・・・・・・・・ 0 ・0 ・0 ・7  

j  S  S工法 (超高圧少水量 ー初雌洗浄ンステム ) / 岡山 信

9  

エパー7 レ ';/ :/ュ ! I /戸田悠二 ................ ... .... .. 10 

特殊エポキシ倒指さび止め塗料長期防鈴型屋銀用塗料/ 松

村勝実 ......・・ 0 ・0 ・0 ・0 ・・ 0 ・・・.. . . . . . . . . . . . . . .. . ・・・ 0 ・・ 0 ・・ .. 11 

型科守長周断罪ル マネノレ プレミクスト特9*断熱モルタ J レ/ 竹fll

三夫 .. . ... ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  12 

GBRC ニ ュ ー ス

酌邸主度特性に優れた担操椛造用鋼材を用L 叱柱の紋点的日熱

試験 ー ・ー・ 0

建築技荷積? 全審有委員会について …  ・ ・・・・ 2

風がi ] ! L ; ; ホムラン/ 西村宏明 ・・ 0 ・・ ・・ ・0 ・3

グリース IHl . 集録の性能試験 ....・ 0 ・ ・… ・・・. ..・・・ e ・4

平成 Ｒ 年度卒業 ｾｴ 歯 ー・ 0 ・・・. .. .. .・ ・ ・・ 0 ・・・ ・ ・5

平成元年度の事業報告 ...... ー・ 0 ・・ 6  

f艮動台におけるランダム波形の再現一愉造物試験室 ・7

新規餓入器削ト 凍結融解試験機 ・・ .. . …  8  

床 ・1幼 日動炉の自動点火装置 .. .. 一. . . . . . . . . . . . .. ..... ・ 9  

t I i 層ガラスのJJui お耐久性試験 (面岨耐光試験) 装置/ 行員光

史 .... . . .. . . . . . . . . ...... ....... . .. .. . . . . . . . . . .. .・ 10

樹オ研究会 ・ 0 ・・・ ・ ・ ・ ・ー … . .. ..・ 11 

試験所の受託試験業務にっし、て .. . . ー・. . ・ーー ・12

I NF ORMAT I ON・ ニ ュ ー ス

第21田中部磁諜武第 9 回大阪まちなみ賞第 l 回京都市都市長観

賞大阪市ノ、ウジングデザインrt .. .. ... .. .. .. .. ........... 2  

ンノポジウム 「週楽とア ト その不協和ff 」. 第2 回峨7民アパノ

デザイン国際コンペ ｾｾＮｵ［ 青 島 ｌ 担ニュートレンドハウジングの供給

担築家のビデオを無料レンタノレ e  ・ ... . . . . . . . .  2  

第3 回楠7長まちなみ景観賞 ，バルセロナ& ヨコハ7 /，テ ィークリエ

- / ' ヨノ B A Y '9oJ . 償iRアーバンデザイン国際コンペ「ウォ- ) '

フロントの再生に向けてー横浜海岸通リ ーJ ・ ・ ・3

ピ ｊ ｴＴｬＮｾ 見 ｦ 品開明 パ ネル 「 アメニティ ライテイノグ 7 ェンスム

ーF成元 ・2年度指名続争入札参力11食絡申ロ市町i WJ日受付一日本道路公

開 DAI KO通信スケジュール. 1990 T A K ENA KA  D ESIGN  

NA GOY A展 F UJ IKI A R CHI -T R ENDセミナー. 括盟主家西i事

対圭のえケ y チ展 「フィリピンて'会った1己主斗 「誼諜省エネルギー

rt J が5邑アメリカ ラノドスケープーデザイ/ の現場から一議叫{

シノポジウムースペース コ ディネ ションンステム'T echno-

Offi ceJ 新発売 ーー .. . . . . . . . . . . . . . . . .  3  

日建ｾ Ｇ十Ｏ日本の近代化と共に ＹＰ 年度 ｆｉ ｎｎ Ｎ J UH L追悼展 「デ

ン ＷＭ ＧＷ宝 ｦｬｬＱ と家具の彫刻家 」 目 ＯＯｾジウム ｲ Ｑ ＹＹＰ 年代ハウジング

のニュートレンドを読む J 町長江和イ講泌会 r インテリアと誼諜J .

新宮 普講演会「同規! と鍾築J . リフレ y シュハウジ/ グ7 ェ7 '901111

fill. ｲ 如、観形成＿ニュ Ｗｊｾ ｊ 発行 ・・ ･ ・e ・・ ・・・ ・・ 0 ・・・・ 0 ・・・ 4  

第4 回建築環境デザインコンペテインヨン 第2 固タキロン ・デザ

イι コンペティンヨノ 「第4 回国際デザイン ・キャンブち0ー絵本」、

7 月に開f ! l ，. 第9回 rs 0レビュー1990
J

作RB募集. アート展大i l i ;

忠子反日本建察学会「建築関係法令の研究 16J を干Ijj 子大阪市ハ
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号

ウジングデザイ ン'0明白河募集. 第6回 'Comput er Graphi cs 0  

saka90J  /制1m.. ・ ・ ・・・ e ・". ". . . ・・・・・・・・・・ 0 ・・. . ，. . . ，. 5  

首115回吉岡五十八tt i'l とまる OPT I CA L  A CR YLl C  I LLUSIO  

ｎＧＹ Ｐ Ｎ 窃工家 ー 村井修氏、第 Ｖ 回東川賞受賞 Ｎ ｆｾ 脱出ほ近代美 術

制品蹄官 ＲＰ 周年言己合特別展 ｲ 日本美術の Ｑｾ 世魚勾 ・ー. . . . . . . . . . ・・ 6

首12 回児産彫刻アイテ7 国際コンクールー兵庫県立こどもの鉛て実

他「病院混擦に関する研修会J 開fll L 第 5 回国際デザイン ・コンペ

テインヨノ作品且集. 第 l [国 「ニューヒソレディング&ビジネススペ

ース唖lJ 開HiL ' 国際ハヴリ ックデザイン 7 ェ7 N AG OY A'9oJ ，資

料 . ｾ内閣Ｎｾお跡、一兵ｊｬｬ Ｑｾ ，｜立自然系附姉崎 Ｈ ｪ 庄和 、Ｉ ンンポ「わ

がまちの再生を諾る J . デザイン コンペ大阪- 90ー (11オ) 大阪デザ

インセンター 「坐 ｛ｾＱＡＢｬＺ ＱＳ ｊＮＱｬ ｊ 発干ト長計｜ｊ耐火工業所 ・ Ｐ ・・・・ .  8  

ｾＳ 回コイズミ匡際学出向ｉｬ ｊｉ デザイ μ コノベ Ｎ 第 ｉ 回 ＼ａｊｉｍａ 珂 ｾ ｊ

コン 7- / Lイ乍品展一成U必草生古Ig監150年記念選奨図前製附対も検定

実施一車問翰主力開発協会 ー e  ・・・・・・・ 0 ・・・・・・ 0 ・・・・・・ ・・・・・ 9

「安藤. * : 1 . 邸主築屈し東京、大阪てf湖HI i 大阪まちなみフェスティパ

Jv， rr己合議i斑は安藤，I ! l J 群氏来年 8 月、石川県能登山にガラス専門

業都市官誕生 G AL L E RY M A主Hf"員 「北11/ 原溢の抱型車J . INA Xギ

吋ラ リ ー大 恥企画展 ｆ 万 国博の日本 館屈 し Ｎ 住まいの事故ｾｰ，長 「 女性

にとって魅力あるまち と住まいJ . 'ペレストロイカーコVレピーの家」

コンペ美と延諜; - J 1  A大阪講演会. 秋期講: 出会} 越政省札喋研

究所. 1990謹撲仕 lニ7 才一ラム展示会 ーンンポジウム，1主!際デザ

イン ・コンベンション グローパリゼ- " " ヨン ・オプ ・デザイン

10 

l rI 日吋干担問Tに建つ 「新 ・町家」コンペ入賞者決まる. 第 2 回木i童住

' Eデザインコンクーノレ「紅のまちの木町すまい一四季を感ずる家」

コンペ. デザイン コンペ大阪羽入賞f 1 当日: 決定鉄鋼製品に S I lji 

1立を導入 .... . . . . . . . . . . . . . . . . ・ー ・・ ・ ・・・ ー ・・・・・・ 11

7 ランク ・ロイドライト回顧展、来年 l 月からセゾン美柿描官て1ll1f lll .

l刻商学研都市の文It; 利市I研究交inE施設の「モニュメントを含む広場J

，.際設計競 技 'A + E F ORU如し|湖fll L 200V電化機器、市場にそt

t晶・・・・・・・・・ .. . . . . . . . . . . .. . . . ..・・ 0 ・・・・・ 0 ・0 ・ ・・ 12 

第10回大阪まちなみ賞第 6 回神戸市廷奨文化rt . '90 " ョーウイン

ドー コン7 - "胡 え 住 宅 ・rn事省エネルギー7 方ーラム開1m. 都

，Ii 晶需導的景観ガイドライン ー. ......・・・・ 0 ・0 ・ ・ . . . . . . . . . . 12 

ルポ・レポート

担当主デザイン会議官 Ｙ ｋｏｙａｓａ ｎ から σ 瀬特Ｏ本多友 ＱｾＧ 、休

ｾｉＭ吉彦、キ白木淀「一、中特告 二 、地 ｌ 仁俊郎、安原段 彦、松本 明

ア メ リ カ 磁主産業ー アメリカからの報告ー/ 嘉 納 成 努 … 2

京都 の風致景観行政にっ し、て/ 寺 西章自1¥. ................. 2  

ハンス ・ホライ ン展/ チ乙制i' 子 ・0 ・・. . . . . . . . ・・・・ 0 ・0 ・・・・。. 4  

竹中工務庖アート展 ' T E A T I MEJ  ・・・・・・・・・・・・・ー・・・・ 4  

スーパーI却方について一安全てオ必直な{好づく り目指して/ 中

村fl J ! - . . . . . . . . ー. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5  

汁論会「歴史都市 ・京 都 のS C A P E P OL L U TIO N(芳、鋭汚

染 ) をどうする J / 機 貯 英 生 . . . ・ . . ... .. ". ・・・ ・・・ 7

J  A  R A，関西て初めての国際 ンン ポジウム 「現代越諜ノぞー

ス」 に 取 り 組ん で / 松村 範 也 ・岡 陽 子 ，建 築J 守一ス' 901itJ

巡 回展終わる . ..•. 

. アメリカからの報告/ 薄 田学

1 . /レイス カ ン美神1官官 ・0 ・・・.. . . . . . ... . .. .. . . . ・・ ・ ・ ・4

2 .  F .  0 ・ゲーリーとイェ- / 崎市桝低，-!:i-省庁先所 ・・・・・ ・・ー. . . . . 5  

3  チヤールス' グワスミ -j frf乍を館る ー・ ー・ ・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・ 6  

4. 1 .  M. ペイ町制日作、ロ ズ'7
1
) ーホール ・0 ・・・・. . . . . . . . . . . . 7  

5 自の侠序 R  マイヤーの 2 作品 ・・・・・・・・・ 6 ・ ・ーーー ー ーー ・・ 8

6 ンカコ珪豊臣'/WI その l ---J，宜容と t蹴 K. P， F。内紛日作2魁 ・・ 9

7 名門町反攻 S OMンカコ"/ ' 時R府〉級新作2題 ・ ー ー 1  0  

8  . M。グレイヴスによる対攻造 ニューアーク美術館・・・・・・・・・ー・・・ ・11

9  反復と，tp誌 R  ピアノのノニル ・コレクンヨノ ..・ ・・・ 0 ・・・・・・・・ 12 

日本建築協会事業レポート

若い会員の集いレポート

ＱＱｾ 主と選議ト ー パロ ｹ クをあなたに ー Ｏ積回隆司 ・・ ー・ー・ ー 1  

生態計画から見た大阪府下の住宅鋼発/ 杉本真一 4  

北村陵夫建築展・見学会・ン ンポジウム/ 嶋田昌彦. 長 友 理

法 子. 山口圭一 …

神戸女学院とヴォーリス・の住宅を訪ねて/ 佐々木11育子 ・・ 8

広報小委員会レポート

天{呆山ハーパーピレ y ジ( i f ( 遊館 + ' 7 ーケ y トプ レース) 講

iii i と 見 学 の 会 /門川消 行 ーーー ・ ・・ ・ ・・ 11 

見学会小委員会レポート

東京話題建築見学会/ 久保田秀男 ... . . . ・. . . . . . . .. . . .. .. 7  

m櫓 員会レポート

綴織の里を訪ねて/ 阿部 修 ・・・・・ ・・・ ……・ ・・・ 0 ・・・・ ・・ ・・・・・ 2

会員企画小委員会 レポー ト

漣当棄の明日をになう女性遠の集いー講演会+ ノ マーティ ー/ 小

林 孝 一 ・0 ・・・・・・…. . . . ・ ・ ・・・ ・ ・・・・・・ 5

教育委員会 レポート

東海支部主催 「 担築工 ｾ ｉ 嘆務講習会」報告Ｏ寺本英一 11 
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号

年頭のことば

1990年を迎え て/ 会 長 ・佐 野 正一 .. ..... . .. ... . ..... ..... 1

本年の抱負

常 言惣 ｾ Ｑｾ 会 ・ 本年の抱負Ｏ長谷剖切 ｉ ｊｬ ｉ｜ Ｇ 凶村良平片倉制ｲｍ ｴ

須 i"i好 i:J ・金井 弘 次

デザインコンクール

第35図工高生デザイ ンコンクール( テーマ ' ) ゾート地に建

つ「ペンション J)

協会だよ り

平 成 2年抱E樹 H壷秀卒業生表彰 ・ ・・・ ・・ ・・ー・ 1

支部だよ り

白 と紋100と200/比 本U2 0 ・・・・ ・・・ 0 ・・・ ・0 ・・ ー・・・ 0 ・・・・・・ 11 

追悼文

漬回瑞穂先生の 計/ 中 島 - .. .... ......... ... ............ 1  

松 村 雄二氏逝く / 鴻 池 藤一 ・友 即j1r - .. . .・・・ ・・・・ 2  

宮飼克二氏逝< / 谷51之 助 ..・ 0 ・e ・・・・・ ・・ ー 2

故道回泰治自 Ｑ｜ 先生を↑ ｾｾ￭ むＯ下村住民古 . . . . . . . . .. ..・・・・ 5  

谷山 隆氏を↑車むＯ宿署ｾ tfl........... … ・・・……・・… B

奥村重兵{街氏を悼む/ 大森正男 ・・ーー・・・ ・・ ...... 12 

報告

第 2 回日本週撲協会1 ' t .. .. .. .. ....・・ 0 ・・・・ ・ ・・ ・ ・ 7  

大 阪 市の総合設計制肢. 電気工事土技能競校大会の 継 続実 施

R C造超高層建物の建設y ステムの訂正立大阪ビジネスノ マー

クの開 発 推 進 神 戸 市 北 野 ・山本地区の都市景観保全.

座絞会

「京者1¥の 風 致 景 観 を 巡ってJ / 大西国太郎、 寺西章自1¥. ;祭

出 修. 吉村 鰐ー 若 林 広 幸. 高 口 恭 行・・・・…・ 0 ・…. . . . 4  

.6. .  止と

A  1::::1 

鰻谷千J レドレン ・ミュージアムー若中村Z幸氏にIIH( ー 「これからの

ガラス ハイテ 7からローテ 7 まで J . エコロジカルアーバンプラ

ンニング「生態J個 から見た大阪府Fの住宅j期発J ・南海サウスタワ

ーホテル伏阪見半会. 講演会 「ヴォーリズの沼袋と関西 1910- 30年

代の相I市周litb. ｾンポジ ウム喰擦における ｃａｄ の 現況と将来に

ついて J . 担袋詰H，j¥9 団体合同和手掛L会1湖fm時t:J l変更について

北村隆夫延採展ーカレイドスコープの世界一. 住友生命九、ずみホ

- ) L，- " 見学会. ヒナオ映写会現f槌築家ヒ' デオン リーズ第 l 回

2  

ｾ Ｎ事可 ｪ ，ひ Ｑ ニ本剖所 属 羽 殺只 の当ｩｬＧ 主佐針創 圭 、日 ｚ 仇車 の会長に Ｎ Ｇ ｋｏｂｅ

インターホーム' 90
J

側提. ビデオ映写会 「現f 議蝶家ビデオシリー

ズ」 第 2回
. . " . . " . ・・ ・. . . . . . . . . . . . . . . . ，.. ..... . .. . . . 3

定時 ｍ 謙只会号車お知句せ Ｎ 社団法人日本姐撲協会平成 Ｒ 年 ｉｾ ｉ 喋計

画. 長l Yl借入金完済のお礼. 協会五世話のため 8社より多額の郁ft .

東 蔚 揃 錨 諜 見 学会. 第 3 凶ヒナオ映写会現 慨i築家ヒe デオ: r 1) ー

ズ，週楽保全期持共通仕棟書」講科会日本狙空襲協会新入金者ニ草寺

旋お願い. 工高生デサインコンク ノレ募集規定ー タウンハウスー

4  

会貝の受賞. 逝常総会開他跡目. オオサカサンパレス見学会. ビデ

オ映写会ヨ見 惜i築家ビデオシリーズ第4 図. j 撒 会 「 歴史都市 ・京

者/ Wl SC AP E P OLU UT IO N  (景観丙染) をどうする J . 図型患だ

より 11I伊!'rJl!回TモデJ レハウス設計税仇 「祖撲と社会J ittf.ノぐ ，7ナ

ンバ一一覧. . . . . . . . . . . . ー・ー ・・ ・・ー・・. " . . . . . . . ". . . ー.... .. .... 5  

第 2 回日本祖撲協会食入選発表. 桜宮リ バー y ティ( 仮称 ) M K O  

Ｗ ンション樹立工 ｾ ｉ ｯ［見学会 Ｎ ビデオ映 写会 現慨蝶家ビデオンリ ー

ズ第 5 図. 神戸女学院とヴ方 ーリズの住宅を訪ねる→童れのキ ャン

パスを散策平成 2 年度日本選奨協会役貝会務分掌 ・部議貝 ・特別

委只会支部長' 制定安貝会委員. 平成 2 年度姐築工J f ，嘆務講智会

6  

77年技術者のみなさまへ、天保山ハーパービレ y ジ 海遊館 ・7 ー

ケ y トプレース講誠会+ 見学会. 会貝の受賞. iili 'i I，総会決議報告.

平成元年 ｉ ＡｴｬＮ Ｏ ｾ業報告Ｎ平成元年度収支決算報告 ・ ・ ・・ ー 7  

天保山ハーパ ピレ y ジ </ 払畳館+ 7ーケ ントプレース〉講演と見

学の会. 明ミの00" 和歌山の建築を訪ねてー見学と態親の1 I l い . 平

成 2 年度日本短築協会支部企常総会報告. 平成 2 年度日本建築協会

支部百生只 r担諜新技術展/ 国際セミナ- A / E /C S Y S T E MS  

J A P A N90J 閥H.. 建築工Z/演務執科会ー名古屋て制 HIi - ' ー. 8  

7 ' } A:11レタワー見学会大阪東京海上ヒ' ルディング見学会 「プロ

のノ ウハウ」講座y リー ズ ( 第 3 回) 一場所打ち析しの設計と施工-

イスラムの担撲を訪ねて仔告) . で木の図' 干[1歌山の廷撲を訪ねて

見学と懇親の1 I l いー アマチュアカ〆ラマンによる 「建築の風長」

窃主コンテスト . 時女の都市』週楽展開l l i . " ンポジウム r震度 6 、

その時ど うなるのかJ . 谷山隆追悼作品展 ・ ー ー ー・・・・ ・・・ 9

海外研修旅f子参1m者募集 「イスラムの建築を訪ねて J ，プロのノウハ

ウ講座ンリーズ第 4 回 rニュー組被楚諜のすすめJ ー21世紀の建築

生産 y ステム ':遜当事と 1好ブく りを考える」ーP A R T 1 - ，'フ ラン

ク ロイド・ライト恥 '90建築関係匝体合伺忘洋慾親会 '9鴎 築

関係 9 団体合同新牢交礼会 .... .. . . . " . . . . . . .・・・・ ー ....，..， 1  0  

海外』刑事旅作動日者募集「イスラムグ沼撲を訪ねてJ ，プロのノウハ

ウ講座シリーズ第 4 回一娃謀議単法を説みこなすコツー. 第36図工

高生デザインコン 7- 1レ入選者発表 '9彼信組刻係団体合同吉年態親

会 '90建劉刻係10団体創司新年交礼会. 会貝の受賞 ，建築士住所

等の届出J と担当母上期堅調査の実紘 rニュービJレデインク関西91J ，

第1I回"91 総合道楽材料 田設備展J，' 199l KOB Eインターナショ

号

ナルホーム7 ェアJ .•. ・e ・e ・・・ ・・・・・・ 0 ・・・・・ e ・・ ・・・0 ・・0 ・・・ 11

月 報
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「建 築 と社会」 誌 21年 ・特 集 一 覧 昭和 45年 ~平 成 2 年

「建築と社会」誌は、昭和42年から A 4変形判となり、特集と作品作風頁を二本柱に、シ リーズものの頁を織り込み、その時々の社会を反映

したテーマを選んで掲載してきた。売価は980円( 消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

* 印は欠号

訟¥芝 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11 12  

.  
日 本 万 悶 博 設 計 の- グ y ドデザ 欧 米 に

.  
第 17 回 山 陽・ 山陰昭和45年 現 代 社 会 高 層 建 築 建 築 家 の

工 事 計 画

デ ィ ベ

(51集) と は 何 か

建 築 と 安 全

と 技 術 開 発 シ ス テ ム イt イ ン 運 動 問 題 お け る 契 約 諜 題 と j'{ 任 ロ ッ ノぞ ー一 青 年 技 術 者 か ら の 報 告

住 宅 - 60年
.  .  

都 市 生 活 企 画 と 設 計
‘  

転 換 期 の ニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と昭和46.11'
代 の 総 括 と 都市エネノレ

(52集)
70  壬ド 千℃ ギ と 無 公 害

建 築 基 準 法

と み ど り の プ ロ セ ス

解 体 工 学 都 市 と 港 湾

ユ ー タ ウ ン と 渓 災 建 築 生 活 宵一年技術者 レ ジ ャ 空 !日1

の 展 望 化 ピ / レ

冬 期 オ リ ン

600号 イ ン テ リ ア- 都 市 交 通-

.  .  .  .  
第 19 巨l 北 陸 の昭和47.1[0 量 産 住 宅

者11 市 住

者11市 防 災

(53集)

ピ y ク と

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題

水 利 用

の 設 備

一 般 号

環プ境ロへー の 青 年 技 術 者 新 建 築

札 幌

( 任中学

ア チ

.  .  .  .  .  
大 阪 大 林 ビ 大 阪 国 際 ピ 老 人 新 用 途 地 域昭和48年 泉 北 ニ ュ ー レジャーと 住 宅 建 築

構 造 と 施 工 仕 上 と 材 料

第 20 回
ヨーローノマ

建 築 教 育 タウング〉コ

家 の す ま い 制| と 環 境 青 年 技 術 者

(! ) 

(54集) ミュニアイ J レディング 』 車 設 ノレディング コミュニティ

地 設 ま ち づ く り

.  .  既 成 市 街 地

北 筏 ニ ュ ー

建 築 生 産 と 高 層 プ レ ハ .  .  
第 21 回 ビ ル 防 災 に昭和49年 膝 史 的

明 日 の
ビ l レのぞ;

プ 住 毛 の

屋 綴 防 水 工

建 築 は

保 養 所 作 品 の 住 宅 地

タ ウ ン 計 画

流 通 機 構 の み ど り

4 i - の失敗例策 青 年 技 術 者 |刻する 12章(55集) 環 境 保 全

ど う な る か 監督il の 方 策 変 答

エネ/ レギ化

精 進 設 計 と そ の 対

東 海 の

.  p  C  板 を

社 会

建 築 と プ レ 生 活 排 水 .  
第 22 回 集 合 住 宅 の-昭和50年 者s市 の 景 観

処 理 施 設

人 間 環 境
騒 青 対 策 と

(56集)

図 舎 館

新 建 築

イ ン テ リ ア 使J l J した

建 築 ・ 法 と 施 設

ストレスト

と し て の
防 音 材 料 l ! f 年技術者 設 備

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方 ターミナ/ レ

.  
建 築 基 礎 檎

.  
床 工 法 建 築 防 災 と

.  
鉄 骨 構 造 の

.  .  
第 23 回

設 備 か ら み

1I?l手U51王F
証 言 '76 -

工 場 建 築 と よｾ住体の 結 露 防 止

た 建 築 の

(57J!¥)  
建 築 デ ザ イ

造 の 問題 点

医 療 純 設

と 材 料 法

市 街地 整 備

設 備 ジョイント
ハ ー ド と

対断 策 と 青 年 技 術 者

ン の 動 向 ソ フ ト 熱 材 料 問 題 点

.  兵 庫 県 そ

-ω日周本建年築記協念会号

コンク リー

日;;診規制 と

.  .  
埋立地におけ 日 本 住 宅 唱民 建 築 に お け

第 24 1副l昭和52年
デ ザ イ ン の

トの 品質政 管

身 隊 者 施 設

る権造 IUI l!ll

公 団 と

ミ ニ 乱 開 発

る 省 エ ネ l レ

(58集)
動 向 一 部 分

の 風 土 と 建

- ニュ タ 理 と 行 指
法

照 明 設 備

大屋浜阪を南例港ととし芦て

か ら 計 画 的
宵 年 技 術 者

と 全 体 築 建 築 界 ウンの管理 導 の 方 向 建 築 作 品 ミ ニ 開 発 へ ギ ー 化

デ ザ イ ン
.  

病医 療 施 設ー

外 壁 電 波 障 害 と

組 合 方 式 に C A D - .  
第 25 回昭和53年

の 動 向
院 建 築報

よ る 集 合

新 し い

設 計 と コ 一 般 号 ビ ル 環 境

(59集)
菊r IR の コ

水

と ｴｾｬ
塗 装 材 料 建 築

住 宅 設 備

面n 主 設 計 青 年 技 術 者

ントラス ト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ン ビ ュ ー タ

転換J t f l の

.  ホア j レ建築

農 村 施 設 の 建 物 の 終 局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の昭和54年 大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

(60集) 再 開 発 ー ト タ ウ ン の ひ び わ れ 変 貌 強 度 の 検 討 まちつ. くり イ ン テ リ ア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

シ ス テ ム

8市0ちfとFづイ主主にく築グり) <ー.  715 

.  .  
住 宅 の 建 築 行 政 と 者11市 景 観 と 屋 内 体 育 今 後 の 外 装

-・
.  

昭和55年
- 今後の省エネ

-・秘安事止井務の建所鎖築作克設品E集計聾

最 近 の 水 ぎ わ の

-・第転ン百慣ヨ四ノに育た集者4つ合主マ住情宅品ン
設計新の計耐た め

(61集) ま の ・l建レギ築ーの金趨物勢 耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 設 備 まちつ. くり l吹 付仕 上 材
の設 震法

Iti 世史と J民 望

*  *  

宮脇

ー降

シー リン グ*  

本

*  *  *  間 仕 切 墜 の本

第 28 値本l  

院ｾ者の暮
昭和56i1占

職 能 論

中 国 の 論 文 ポートピア
台所まわり 災 害 と 法 一 都 市 住 宅 一

- 岨築物と瓜デザ

{主毛冊 rli 聾備公

(62集)
北 京 の

'81 
の 計 画

材 の 知 識
安 全 な 環 境 住 ま い 手 イナーのために

間関西にj ; ける

性 能 評 価

らしやすい

開rljg備を '11

，レと
青年技術者

都 市 計 画 と 設 備 をめざして か ら の 発 恕

• !I 睡瞳針作品聾

した面公聞の世削 環 境 と 設 備

新 た なi商 業*  省エネ/ レギ本

場協

ー‘

司隊

大 阪 市 庁 舎*  *  *  H召 和 設 計ホ
- 桂本にみるすま *  

j孔ニlニ・空 気*  昭和57年 医 療 施 設ー 近 畿 の
者11市 録 鋭 ー

音とホ /レ 大 ス パ ン
いとまらづ ( '1

Ｍ 剖 ｾＲＹＱ ｬＡ Ｑ 干 ｆ

(63集) 空 lifl の展日fJ ー と関口部
地域医療と

地 盤 と 地 質
ま ち な み 美

( 第 l 期 ) 建 築 構 造 作 品 集

- オーエムホテ

<f- j主制守名

と 人 11¥1. j 也} i (7) rj c 1

設 備 計 画 鋭 へ の 誘 い

ル日; 航ピル

骨 担E 者匹

関 凶 の ? イ コ ン の '棒 計画に必ける
大 阪 駅 と 東 海 の 将 来 オフィス プレストレ λ

率

昭和58年

建 築 文 化 建 築 へ の

多機イじする 建 築 と
コミュニヤー

ターミナ l レ

維持管理と

と 文 化 を インテリア ト( 鉄筋) コン

oillJO自青年世術者
集 合 住 宅

(64集) 運 動 地 設 品 質 管 理
ンヨン とプレゼ

設 備 更 新

o ); 1Ii:鎌田 時文化

と 生 活 音

を 考 え る 利 用
ンテーンヨン ピ l レ 考 え る の 変 革 クリート構造

スポーツホー"

21 世 紀 へ の ピルのリ 7 レy
建設産業と

ー-

み ど り と そ
- 第 31 回青年

昭和59年
関 西 魅 力

関 西 の 超
ンユ 内外装 住 環 境 と - まら町市性化 消 防 設 備 の 高 齢 化 社 会

床 の 構 工 法

桂 甫 軒
光 応 用 シス

ロ ポ ッ ト
と耐. . 宅問

れをとりまく

(65集)
あるまちづ〈 り

高 層 ビ ノ レ
補修技術の現

法 制 度

- 京 都 駅 南 n

ポ イ ン ト と生活空! 日1
- ディテール

テ ム と 建 築jl j : 開 発 ビ ル

の 且 車

を問!う 状 と 発 展 ー IJ日 発 ( ' T ' <ンティ】 人 々

*  - 自ru掴式への畳一
情 報 化 を ホ ー ル そ 建 築 の 表 - 建築と水の

- 接 合 - 村 野 藤 吾

昭和60年

大 阪 湾 物 語

東 海 の 現 在
II 築家 l<1t 武4

め ぐ る 建 築 れ が 生 み 出 情 一 最 近 の

大 阪 国 際 見
放出

者B市 と 健 康

- 日建設計 の 一 断 章

第 32 回

(66集) と 近 未 来

- 瞳聾物 のl ; i l

本 市 新 会 場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ 予!J 年 技 術 者
を与える

- 者11市 事 情 す 文 化 ー 外 壁 材 料 閣都市 作 品 - 東 海 特 集

これから町住 宅 屋 根 そ の
- 現代 デザイン イ ン ァ リ

- 建 築 防 災 C  A  0 ー オ フ ィ ス インテリアイク

l昭和61年 ポ ス ト

ジェン トピ
l司治体営繕 21世 紀 の 住 - 開 発 第 33 回

(67集)

間 l:s rli 型集作 デザインと モダニズム 10年

ノレの主I ! ; 築 ・

と法 その応用と 空 間 の ステンンヨノと

- これからの と 公 共 建 築 居 と 設 備 - ツイ ン21 青 年 技 術 者

1.1' .，にみる 素 材 防' " _[ 桂 設 備 計 画 - 大阪市庁舎 展 開 韓年 成 リニ ュー 71レ

- 保 管 ・j貯 - 建物と街並

l昭和62!['

入 浴 物 語 腐 食

創 立70周 年 UI.l国j す る
蔵 施 設

室 内 の

駅

行 政 建 築 家 シティ ホテ 宝 塚 の
み の 接 点

第 34 図

(68集) 記 念 サ 東 海 へ - 大 阪 府 立 仕 上 床 の 可 能 性 ノレめ設備 街 づ く り
- 昭 和 設 計

青 年 技 術 者

体 育 会 館 作 品 集

- 軟崎地盤 と Ｍ 配置 佃町 Ｂこ ｊ ｾ It 

建 物 の 外 装*  

中園地 方 の 当権 刻ド

昭和63年 A時 唖 る L C  C  l: 

展 望 と
21世 紀 へ の 超 高 層 住 宅 - 大阪府営繕 - 揖H51"1i ' f

i.i i賛 テ レ ビ
ホテノレ物語 ー文化と伝 統 リフレ". . . . . 1 者11 心 居 住

ひろしまの

市l 振

- 集合住宅の

' 1三J主制苛:.y. .

(69J!¥)  
一東t尊から - 東畑岨害廃車

リフレ y シュ 照 明 を 考 え る . 8  0  0 り
町 線 告 積 所 作 品 拠

街 な み リ7 レy シュ 胃己 念

昭和64年 - 竹中工事庖 $  

省 力 化 の

まちづくり本

- 構造的背h 化 - 都市環境創造
最 近 の

321をのせる
創立 90 周年

- 色町 f貰 憎 博覧会とま 者11市環境自IJ 建 築 と
- 蝿ぬ鎗偉大匝 と設備 日

第 36 回

平成元年 S己 土 - 東 縄 問 ための材料

と 法

五倍姐築設計 - ユーザ一番加

1 ' ( 年技術者

博 覧 会

(70柴)

輸 送 設 備 - リ ゾ ー ト 新 揖 聾 と
ち づ く り 造 と 設 備 I ア ー ト

節作品集 ( Tj ' 、ウジング
事 情

伝 統 性 樟j
工 法 ノマビリオン

プ レ ハ プ 建 築 家 の た め 高 度 強 化 ・ や わ ら か な . 都市町ナイ * 感 時

平成 2年 商品 化 住 宅 ニュータウン 東 海 の 感 回 技 術 国 際:/E と緑 町 設 備 日 設 計 の 多 住 宅 管 理 ス プ 川 ・千存11 在bul l を む て代

ス ケ ー ル の Ｍ ｾ，似財 フィス の

(7闘 の デ ザ イ ン ル ネ サ ン ス 者 向 鋭 の 博 覧 会 … 一 線 化 を め ざ ユ ー ザ ー の … 常 綿 - i山 外 装 材

現 在 と 未 来 スタディ して 役割 の ' t ; " I  i長 と1;t 鋭

70 



建築基準法を11111111111111111111111111111111111111111111111111111

読みこなすコツ

高木任之著四六判. 256頁・定価2060円〈本体2000円〉

企画 / 日本建築協会

法令を正しく読んで、運用するコツを伝授. ゲ

く目 次>

1章 建築基準法を読みこなすコツ

2 章 建築物の敷地の評価( 用途地域・道路との関係) から

3 章 建築物の造形的な可能性( 床面積・高さ) をさぐる

(補章) 良い環境の市街地を創り出すための手法

4 章 建築物の構造形式を決める ( 防水 ・構造)

5 章 階段を中心とした避難のための設計を行う

6 章 火災による被害の拡大を防 ぐ

7 章 建築物の室内環境を整える

8 章 建築物の情造強度を確かめる

9 章 建築物の設備を充実させる

10章 建築手続きと建築工事ほか

〒6∞}iC相I "i下京区本体屋橋通例制院京入

f t075-343- 0811 振嘗/ 京都 0-26789 c  ( : 株) 学芸出版社

インテリアコーテ￥ネート

の100ポイン卜

淡い色は天井を高〈

縦のストライプ1<1: 天芥を高く見せる

企画 / 日本建築協会

インテリアコーディネーターの必読書 グ

町田ひ ろ子インテ リアコーディネーターアカデミーが培

ってきた新しい職能としての認識とコーデイネーション

の実際的なテクニックをわかりやすい l∞ポイントに表現.

〈目 次)

1. インテリアコーディネータ一前史

2. インテリアコーディネーターの仕事

3. インテリアイメージ

4. 住まいやすさ ( スペース・寸法) 5. 住まいと色彩

6. カラースキームのテクニック 7. 家具計画

8. ウインドトリー卜メント・ライティングプランほか

9  インテリアと女性と仕事

10. インテリアコーディネー卜ビジネス

11 コーディネー卜の学習術

〒6∞J;r lis，fi -FJ I - 区本地位情通園制院h巨人

世 075-343- 侃 11 撮嘗 / 京偲 0-26789

漫い色は天持を低く

債のストライプは高い天井を低く見せる

C(株) 学芸出版社
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φ 郡朝日3 : 業社

本 社 東京都港区浜松町 ト25- 7  電話 ( 434)6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 卜58- 59 電話 (302)2271(代)

支 庖 北 海 道 ・東 北 ・名 古 屋 ・中 国 ・九 州

営 業 所 釧路・ 函 館 ・盛 岡 ・償 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

電気・空調 ・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

e D ヲイヲ: J 株式会社

本届 大恒志社 干 650 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1丁目 9需25号 電 断 ＨＰＶＩＴＴ Ｑ ｾ ＸＲＳ Ｑ

東 京 本 社 干102 東 京 都 千 代 田 区 南 士 見2丁目 15i11' 10号 電 佑(03)261ｾ ＸＲＳＱ＠

宣 社 名 古 座 ・ 福 岡

主 底 札 椛 ー仙 台 新 副 大H 千 鹿 ー 欄 jJ 主 世 同 点 削 神戸 究理 岡 山

広 島 ・高松 陣 本

曾 鋼 所 帯広 ー函 館 背 必 ・ 枇 岡 盛 岡 ー 附 繍 庄 野 静 岡 rl 凹 浦 市 山

福 井 徳 山 松 山 高 知 北 九 州 斑 児 品 郎 町

出 強 所 地 川 ー偏 品 川 崎 松 江 健 品 下 関 峰 崎 大 分 ' j ; ' i 崎

海 外 支 庖 シンガポールホンコ J

技衛研究所干 ＳＵＴ 埼 玉 県入間町 ｬ 三芳町大字北ａ＼ ｬ ｴＭ ＳＹＰ 酢 地電話 ＨＰ Ｔ ＹＲＩＵＸ ｾ Ｑ Ｕ ＱＱ

空気調和設備 / " X " ¥ t1g 業 設 備

給 排 水 設 備 1 1冨、 l 水 処 f里施 設

電 気 設 備 マー- v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 庖 長

白 谷 m 二

三 田 村 嘉 也

大阪支庸 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06( 202)3071(代表)

本 庖 東京都千代田区有楽町1- 4- 1 電話03( 502)6111 ( 大代 )

支 J吉 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国・東北・北陸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 悔 凹T 3 /11= 5 1} 電 話 (352) 1  1  3  1刊

本 社 東京都中央区日本紙蝋殻田T2  - 2 2 電 話 (667) 3431  (大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌・ 広 島 ・稲岡・ 金 沢 ・ 新 潟 ・儲 i
J r

.

。 空 気 調 和 衛 生 設 備 設 計 施 工

料金社三晃空調

本 社大阪市中央区接見2丁目 l 番61号Yイン21MIO?ワー 電話 06 - 949 - 1371 

東 京 本 広 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新宿住友ビル電話 03- 344ー1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁 目 6 番 18 号 電 話 06- 363ー1371

支 庖 仙 台 市 青 葉 区 大 町 2 丁 目 2 需 10号 包 括022- 261- 3002

名古屋市 中村 区名駅南 2 丁目 14番 19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 l 丁 目 2 格 22 号 電話082- 247- 4535

福岡市中央区大名 2 丁 目 4 番 22 号 電話092- 761- 3795

営 業 所 札 幌 ・ 横浜・京都・神戸 ・松江

出 張 所 青 森 秋 図 盛 岡 ・大宮・千葉・川崎・富山・福井和歌山

鳥取・岡山 高松 ・下関 ・熊本 ・鹿児ぬ・ itl' 縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 車 ・ 地 盤 凍 結

偶， よりよき環境へ繍で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研
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本 u  大阪市中央区瓦屋町 2丁目 I1 l1t 16号( オートセノタービル 1.  2階)

手{I 便番号542 ' ; 1l 訊大阪 (06) 768- 5  0  3  1  代 表

ノンテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1  代 表

東京支庖 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号112 電 話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 ー 2 3  5  1代表

商白は宇気ですo V  ｾ＠
a・.. 勲と空気の工ンジ二戸， ... ーーー

〉ー〈/
. 圃

空 気 調 和 ど竺竺L 搬送機設備

給排水衛生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優 しい環境づくり

第一工策横式怠祖

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 1 4 号 」

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表)

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁目 3 番 1 号

ｲ 個闘 ｄｉｉｮｾ

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表)

空 気 調 和 設 備 -

d 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 練 工 総 織 式 会 経 大 阪w o

大 阪 市 西 区 靭 本 田T3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京矯 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・ 大阪ガス住設機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社

大阪市北区西天満 5 - 11-12 1屯 06- 313 - 1846

大阪営難所

枚方営難所 枚万市 rp斐 聞東町 9 - 3  電0720- 49- 2128

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設備

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・ 天 理 ・川 西 ・ 神戸

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社亙東郷支膚 京 都 市 南 区西九条主主田 町 2 0 番 地 の l

電 話( 681) 5  1  0  1  - 5  ' 夜間専用 ( 691 ) 1045  

大 阪 支 庖 大阪市北区天満1- 5- 20 屯話 (06)352- 3501間

三 重 支 J吉 津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話( 0592 )26- 361附り

四日市営雛所 凶 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593)53ー7431(f¥j

滋 賀 営 難 所 大津市中央 2 丁目 4- 28 電話( 0775)22 - 9738間



隊長島EI 襲警護

¥ - _} 本社

〒530 大阪市北区角田町1番1号( 東阪急ピル) 宮 (06)313-1101 

東京本庖

105 東京都港区芝大門1 - 4-8 ( 浜松町浦和ピル)

支庖

東関東・欄浜・名古屋・大阪商・神戸・広島・四国・九州・シンガポール

ｾ＠ 。
工

捌

【

裕

地

敏

計

一

一

一

井

設

土

事

賞

受

工

A

Z

鮒

気

式

諏

電

織

化

言I

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 5 階)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代)

支 后 東 京 都中 央 区 日 本 橋 茅 場 l町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 6 6 6 ) 1 4 7 8 (代 )

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

電気設備・計義制御盤備・空開設備・クリーンルーム段備・プラント設備

給排水衛生段備・エネルギー集中監視システム 段計施工

島 三 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

革 担 干 Ｕ 担大 軍 市 Ｑ 回翌荻盟 ｲｬ ＭＶＭ Ｘ Ｈ 堂ピ Ｉ ｾ Ｉ T EL  00(3倒)147H AX 侃(3臼)鴎3

東京 王 祖 干 Ｑ 団 東京都甑脂質 Ｍ Ｑ Ｖ＼ ニュー帽 ピ ＩｾＩ TEL  OO(捌 )0131"FAX OO(刷 )0268

名古軍支庖干'461 名古置剤惚 童l i 3-11-14 TEL051(9剖)5131・FAX限 (914)7日5

持戸支 E 干6! i 7神戸市量区岩盤羽田1-1-9(工ピスピM T ELO渇( 釧 )5!i7H A  X0]8(8]1l 6161 

層研 究所有叩大阪府締官三宝町七T 3国 TELOn1(17)ω8-FAXOn1(17l1担4

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

回一!:!::?!?)( 株) 副川河 I!J C::

営 業 種 目

- 防 水 工 事 塗布 防 水 " ;.-- ー ト| 坊水・ モルタノレ 防 水

・ 樹 脂 注 入 接 着 工 法 各 種 樹 脂 注 入 接 着補 修工 事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各 般 樹 脂 注 入 ・充 填 ・コー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 シ リコン ・チ オ コ ー ル ・ウ レ タ ン ・ア ク リ ル

・ 吹 付 工 事 アク リノレ ・リシン ・弾 性 タ イ ル ・そ の他

0 1量 級 業 許 可 大 阪 府知 事 許 可 ( 般 - 5 3 ) 第 51225号

く〉 日 本 シ ー リ ング 工 事 業 也 会 4 員

大阪市 北区末広町 3 - 21 

J I¥和 地 所 扇町 ピル201S  

T EL06( 315)  0 7 0  1  

。来) 特殊技研

⑧語講道晶画様式会議t

代表取締役社長 依 藤 孝 行

干534 大 阪市都 島区 中野町2丁 目10番 11号 T E L ( 06)351- 5428附

F A X( 06)351- 5299 

.1，，;'. i舎町11，.観S

ー・F電・司....

③両掛王室掃員

圃圃ＮＮＮ可ｾＮｾＮ ｕｾＮ＠

誠 実 と 按 術でお応えする一一一

。 住 友 電 設 株 式 会 社

取締役会長 代 谷 正 元

社長 相 馬 一 男

志社 ノ〒笥3大阪市福島匡禍島7T I!I 22-8 o (飴1'52・1151(大 聞 東京ノ字105 東京也港区芝 2丁目 2- 17合間 )4!)4-7311(大代}

. . カ工・ ・肱倫工・

実11: 10 鉛 備 工 事 ピル電気随備工事

鍵歪送配電線工夢 工> A電気回備工.

地中途配電線工事 問煩10!!¥目測工.

針 縫 工 ・

. プラント工.

E  圃 工 事 . 情紺システム工.

時 術 水 省i 生工 事 光E 温システム工事

衿 鈍 配 管 工 事 CAT Vシステム工事

灘間施段世情工事 8・アンテナ畿圏工事

電 気 設 備 ⑤ 設 刊 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締 役 山 本 貴 士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2  - 4  朝日ビル TEL 大阪06 (385)136l(代 )

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営難所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 T EL 東京03(574) 0 6 6 5 福岡出張所 TEL 福岡092 (  77J  )  6  1  6  8  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西

専務取締役支社長

支 社

横 田 幸 一

大阪市 中央区高 麗僑 4 丁 目3番7号 電 話 大 阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 北 海 道 ・東北 ・丸 ノ 内 新 宿 ・神 奈川・東関東 ・中部 ・九 州

Const r uct i on chemi s t r y fo・r t he f ut u re.  

Masler Buil ders  Technol ogl es  

凋t 三J " I J ｾｾ勾圃 ｅ 制愈ｾ重量 ｲｪｪｦ

自由マスヲ ｉ｟ｾｊＧＢ ヲＺＢＢＺＱＮＺ掠式会員
本 社 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 T  E  L03-582-8813  

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23(信量ピル) T  E  L06-202-3294  

。"" ＭＢＱＭＩ｜ＩｾＭ横代の断熱用シｾ人 ａ
I参二い ー司令

目n/¥"' イナ11ーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て相帽した，ニ置構造の断熱兼周二重防水シートです。

目豆電線株式曾融制問干畑区捌汀自 ＱＮＱｾＨ 干代田ピルＩ

73 



テトカッパー防水

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱミ 社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3一7- 6(神戸 7 クトクピル5階)

屯5話舌 4神申戸 (ω331υ) 0伺88飢l卜白-巴、、-、-

大阪市北区西天i満尚2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4 

神戸市東灘区御影石田T4 丁目( 電話811- 3610)

ｾ＠ . 1.  ｊｾＢＧｾｾＢＧｾＢＢＢ 、 Ｔ ＮＮＱＮＮ

興 凶1[ ，よ美肌抗告征

カッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水格 E

本 社 東 京 都中央区銀座8- 4- 9 奥山 ピル T E L 03 (3571 ) 2703附 F AX 03 (571 ) 0264 

大飯事輯所 TEL06(391 )1081 - 1FAX 06(395)1109 名古置出彊所 TEL051(81 1) 3660

噛}兵宮療所 TEL日時 (310)' 831 FAXO' 5(310)' 165 庫 本 出 現 所 TELO' 61(11 ) 1161 FAXO'61(13)  13' 1  

ｉｾ 王宮幾所 ｔｅｌｏ ＧＸ (114)18' 5  ま 埴 出 彊 踊 TEL0191(18)  0818 FAX0191 (18)  161'  

資料をご. . l l <下さい。

新しい時代の、新しし、扉をひらきたい。

ー唱圃・・

---

Ｍ・・ｾ ｾ＠
Ｎ‘ｾ＠
ｾ＠

E・

-
Shutter 

東洋シャッター株式会社

本 ヰ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1- 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ビ ル )

T E し ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( イて)

・東京/機浜/盛岡/ 仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大津/ 京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

@E 

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 庖

Board&Sl ate 

3  +  7=: 

ヌ宵

Standard 

フ タ ハ 業

⑩日本写植印刷株式会社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

74  

本 社

日本写値セ ン タ -

1 山写樋センタ

干545 大阪市阿倍野区阪南町 7 5  30 

〒892 鹿児島市名山田T4 7 三宝ピル

〒708 ，章 山 市 迫 田 1 3  7  2  - 1  

合 06( ω6) l l l l f-t

含 ω 92 ( 26) 4371 

含 0868 ( 28 ) 4377 

本 社

天運営集所

⑮ 550 大 阪 市 西 区 内 本 町 1 - 13 - 33 

電 話 大 阪 06( 532) 代0461 ⑮ 550

天 王 里 市 丹 波 市 新 町 50

あ ア

勺 ・T 叩

ゆ こ. さ

λ ー ー 阪 フ

雇門事" T

線二一 這ーう

工 l i L 区 ス

事証書五五

の 唱"' "士 六六

iH式面77

E会 話高

社 三一五

E  号 六 四



特d J 平安::: Tl IJ I  !J 9  J乱暴ゆJl

工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

責 任 施色 彩 豊 富物長 尺

t:I 

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー

S 小 波 ・S 大 l&: ' V 波 ・ボ ッ ク ス 波 . Wジ ャン ポ 波 ・V テ‘ ッ キ

ｓｖ ジ ャ ンボ波 ・ ボルトレスノレーフ ｂｌ ・ ｾ ， ｾの 他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ ベンチレーター・ムーパー・工キゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) D. G. K. ※ カ タ ロ クを 御 請 求 下 さ い

J皮4反;I;JiI. t-r.

途用

盛
大 阪 本 社 干660 尼 崎市 昭 和 南通り 3 - 26 松 本 ビ ル 屯 話 大 阪 (06 )412  - 5131  (代 )

大 阪 支 庖 及 工場 大 阪 ・九 州、|・ 名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・メIj 谷 ・姫路

Tl I J I レヲ} 乱暴9J l 製造跡式会祖

' ( ] L話政 ( 0484)42 - 3115(代 )干 335 蕨 rh 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

束 北 ・束 京 ・関 東 ・熊 谷

東 京 本 社 及 工場

支 底 及 工場

'

V

 

ク
、
ノ、

ン
、
ノ

、
ネフ

一一一

体

デンカC S Aファミリー製品

-子ニJ OCS A ( 膨張性 j昆和材) コンクリートのひびわれ防止に

・子二..0弓ヌヨニ. . ( クラウト用無収納材 ) 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ＮＮＰ 守 Ｒ ーデ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ生喜一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・安ニ. . OES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・安二. . 011000( 製品用超高度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土
ふ

玄業 株 式産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 TEL 本社 ・京都・網野 ( 07727 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0773) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

曾浦 産 業 株 式

T EL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 03 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社コト

式

社

練

会

-圃・・・・-
ネ土

A

会洋 物 産 株 式光

T EL  滋賀 ・守 山( 0 7 7 5 ) 8 3 ー 2 3 8 1
2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 (0 6 )  
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種 類 全 厚 特 長 色 数

L L- 7 0 0  7 0'%， 局制電性タイプ 2 0色

ししー 1000 6 S'%， 超制電性タイプ 2 4色 (常備在庫10色)

L L - I OOOS V  6.S'%， 超侍IJ 電性タイプ 2 4色 ( 受注生産)

しし- 2 0 0 0 6.S'%， 品 目付タイプ 2 4色 (受注生産)

しし- 2 0 0 0 S V 6 S'%， 超時IJ 電・品目付タイプ 2 4色 (受注生産)

L C - 1 2 0 0  9 .5'%， 制電性タイプ 15色 (常備在庫9色)

ｊ ｬＺー京ロコ Ｙγｊ ｉＮｊカーペットヲ Ｇ ＮｊＭｾ
ノ f ーホロ ンタイノレカーペッ トは、自由に組み合わせることができます二

素材 に、 美しし、質感が持続するBCFナイロンと、スキやユガミのない

体感剖呆つ塩化ヒヒノレを採用。寸法安定性にきわめて優れ、重さ

や温度変化によって変形することもありません。また、万一汚れても、その

部分だけを交換するだけでOKて七 オフィスやホテノレ、図書館な乙

人が集まる戸Ql. におすすめします二

定ま霊

価五百

九2 座

八 忠大

ハ料阪

両 は丁

会 =

曹 司7

麻ｾ Ｑ￬Ｚ
ＱＱ Ｑ 争直ｾ ﾭ

岨九めまざ

IE五基

l Il 玩

"  

塩ビ技術がタイルカーペットを変えた。 一 一 一 一 一 | 塩ビのパッキング材+BCFナイロン|

.ノf ッキング材 lこI主主化ピニルを使用。温度変化や荷重による変形が少なく、寸法安定性に優れていますL ・サイズは500% x  500% 。施工、部分補修が容易ですL ・B C Fナイロンを

使用。耐摩耗性、弾性回復事に優れていまれ ・洗剤による洗浄も可能ですL ・耐久性、吸音性、防炎性、制電性電気絶縁性に優れています。

1，t. 1  ¥1¥ T EL. 086926- 4321  

r:' ，'i  ，t.士T EL. 0878( 31) 4177 

1よ 的 T EL. 082 (211 )  2700 

M 加J TEL. 092(472) 5857  

IIHc ，r.. T EL. 0992 ( 58) 657 1  

大 同 T EL. 048( 664) 151 1  
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